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＊序章









　月明かりが差し込む深夜、薄暗い室内に、ひそやかな声が響く。

「ぁ……っ」

　城主の私室らしく豪奢な部屋の中、ベッドに膝立ちの状態で抱きしめられたニーナは、もう何度目か知れない行為にまだ慣れずにいた。

「──君をこうして抱きしめていると、ホッとするな」

　胸元に顔を埋めながらの男のつぶやきに、ニーナは少し上擦った声で答える。

「そ、そうですか……？」

「ああ」

（……よかった）

　その言葉が嘘ではないのなら、本当にうれしい。なぜならニーナは、目の前の男を「癒やす」ためにここにいるのだから。

　彼の癖のないサラサラの髪、逞しい身体や体温を身近に感じるだけで、ニーナの心臓の鼓動は速まる。いつもきっちりと正装している相手がシャツとスラックスだけの姿なのも、落ち着かない心臓の動きを助長していた。

　小花柄の簡素なドレスは、支給された仕事着だ。日中はその上にフリルの付いた真っ白なエプロンを着けているものの、深夜の今は部屋に置いてきている。

「私が触れることに、まだ緊張するか？」

「えっ？　ぁ……っ」

　ドレスのボタンを次々はずされ、一気に服の締めつけが緩む。

　貴族の令嬢はコルセットで細い腰のくびれを作っているのが一般的だが、小間使いであるニーナはそういったものを着けていない。シュミーズを纏った身体はそれでも充分に細く、男の大きな手のひらが華奢さを愉しむように背中を撫でた。

「君の身体は、どこもかしこも細くて柔らかい。加減をしないと、うっかり壊してしまいそうだ」

　目の前の彼は背が高く、しなやかな体型をしている。かつて軍務に就いていたせいか堂々とした体躯は引き締まっていて無駄がなく、貴族らしい優雅さも兼ね備えていた。

「あ……っ」

　ドレスを脱がされ、身体をベッドに押し倒される。シュミーズ越しに胸のふくらみをつかまれ、ニーナは息を詰めた。やわやわと揉みしだいたあとに先端に舌を這わされて、生地がじんわりと唾液で湿る。

　それがひどく淫靡で、頬を紅潮させながら男の名を呼んだ。

「っ……ルドルフ、さま……」

　胸の先端を舌がなぞり、緩慢な刺激にそこがじわじわと芯を持つ。

　つんと尖った頂を吸い上げられ、甘ったるい感覚がニーナの身体を突き抜けた。彼は薄い布越しにニーナの胸の尖りを吸い、ときおり軽く歯を立てる。そのたびにじんとした愉悦が走って、ニーナは息を乱して声を上げた。

「はぁっ……あ……っ」

　シュミーズの肩紐をずらし、こぼれ出たふくらみにルドルフが直接キスをする。濡れた舌先で先端を舐められた途端、ビクリと身体が跳ねて、ひときわ大きな声が出た。

「あっ！」

「……おっと」

　男の大きな手が、ニーナの口を塞いでくる。驚いて息をのむニーナに、彼が笑って言った。

「あまり大きな声を出すと、隣の部屋にいる従者のハーロルトが起きてしまう。もう少し抑えられるか？」

　悪戯っぽく瞳をきらめかせてそう言われ、ニーナは恥ずかしさをおぼえつつ頷く。ルドルフが微笑んで言った。

「……いい子だ」

　深く沁み入るような声、優しい眼差しに、胸の奥がきゅうっとする。彼の態度には甘さが多分に含まれていて、ニーナはそっと自分を戒めた。

（誤解してはいけない。この方は……わたしのものではないのだもの）

　ルドルフが軽く触れるだけのキスをしてきて、間近で彼の整った顔を見たニーナは、じんわりと頬が赤らむのを感じる。口づけはすぐ深いものに変わり、ぬめる舌の感触に乱された。

「は……っ……ぁっ……」

　強引ではない動きで押し入ってきた舌が、ニーナの口腔を舐める。同時に胸の先端をいじられ、落ち着かない感覚にニーナは足先を動かした。ルドルフが口づけを解き、笑って言う。

「つんと尖って、硬くなってる。……可愛い」

「あっ……！」

　彼の舌が乳暈をなぞり、頂を吸われる。途端に甘い快感が走って、ニーナは身体を震わせた。

　うっかり大きな声を出さないよう、こみ上げる喘ぎを必死に抑え込む。全身のあちこちを撫でるルドルフの温かな手が心地よく、次第にトロトロと溶かされていきながら、気づけばシュミーズもドロワーズも取り去られて一糸纏わぬ姿になっていた。

　室内は月明かりでぼんやりと明るく、暗闇ではない。居心地の悪い気持ちで膝を寄せるニーナを、ルドルフが見下ろしてくる。

「寒いか？」

「だ、大丈夫です、けど……んっ」

　覆い被さってきた彼が、長い指で脚の間を探ってくる。そこは先ほどまでの愛撫で、とっくに蜜を零していた。ルドルフがひそやかに笑って言う。

「……すっかり触れられることに慣れて、反応が良くなったな」

「ぁ、っ……」

　入り込んだ指が合わせをなぞり、かすかな水音が立つ。ルドルフの指先が敏感な尖りを掠めるたび、痺れるような快感が身体を突き抜けて、どんどんそこが潤んでいくのを止められなかった。

「んん……っ」

　蜜口からゆっくり長い指を体内に埋められて、ニーナの肌がじわりと汗ばむ。

　痛みはなく、内壁をなぞられるとゾクゾクした感覚がこみ上げ、思わず中の指を締めつけてしまった。そんな反応に微笑んだルドルフが、中を緩やかに掻き混ぜつつ問いかけてくる。

「充分濡れていると思うが、もう少し慣らしたほうがいいか？」

　粘度のある水音を立てながらそう言われ、ニーナは無言で首を横に振った。彼を煩わせたくないという思いと、早く繋がりたいという思いで、切羽詰まった気持ちになっていた。

「そうか」

　短く答えたルドルフが指を引き抜き、自分のスラックスの前を緩める。

　すぐに先の行為に進むのかと思いきや、彼はじっとこちらを見下ろし、腕を伸ばしてニーナの上気した頬を撫でた。そして身を屈めると目元にキスを落とし、甘くささやく。

「君は反応が素直で、本当に可愛い。私がどれほど君の存在に救われているか──きっとわからないだろうな」

「あ……っ！」

　ニーナの片方の膝を抱え上げたルドルフが、中に押し入ってくる。硬く熱い屹立の圧倒的な質感に、ニーナは声を上げた。

「ぁっ……んんっ……ルドルフ、さま……っ……！」

「何度抱いても、君の中はやっぱり狭い……力を抜いて深呼吸するんだ。ちゃんと全部入るって、わかってるだろう？」

「ふ……っ」

　蜜口にめり込んだ丸い先端が、襞を掻き分けながら狭い内部を進んでいく。太い幹の部分が体内に深く埋められていき、ニーナは自分の中に入り込んだものをきつく締めつけた。

「ぅっ……はぁっ……」

　大きくて硬いものを体の中に埋められるのは、怖いのにゾクゾクとした充足をおぼえる。こんな感覚は、ルドルフと抱き合うまで知らなかったことだ。

　しばらく動かずにニーナが落ち着くのを待っていた彼は、やがて吐息のような声で言った。

「──動くよ」

　わずかに腰を引いたあと、ルドルフが奥を突き上げてくる。強い圧迫感に顔を歪めたニーナは、その後緩やかな律動に翻弄された。

「あ……っ……はっ、……ぁ……」

　動かれるうちに圧迫感が和らぎ、甘ったるい感覚が身体の奥深いところから湧き起こってくる。徐々に激しさを増す律動に快感をおぼえ、中がじわじわと潤み出して、接合部から淫らな水音が立った。

　なすすべもなく喘ぎながら、ニーナは自分の体内を穿つルドルフの顔を見上げる。彼はどこか切実な色を帯びた眼差しで、こちらを見下ろしていた。突き上げるたび、彼の後ろで結わえた髪が幾筋もこぼれ落ちて、汗ばんだ端正な顔に男らしい色気を添えている。

　それを見つめるニーナの胸が、ぎゅっと強く締めつけられた。

（どうしよう。わたし、この方と……こんな）

　──こうして人目を忍んで抱き合うのは、もう何度目だろう。

　侯爵の位を持つルドルフと小間使いのニーナは身分が違い、本来ならば同じ城にいてもまったく接点がない。しかし偶然が折り重なって何度も顔を合わせ、やがてその関係は、許されざる段階にまで発展してしまった。

　抱き合うたび、ニーナの中には罪悪感が募る。ルドルフと自分は、こんな関係になるべきではなかった。身分の違いももちろんあるが、それ以上に重大な理由が、二人の間にはある。

（でも……）

「あ……っ」

　律動でニーナを揺さぶりながら、ルドルフが上体を倒してくる。屹立が入り込む角度が変わり、感じるところを突かれたニーナが声を上げると、彼も心地よさそうな息を吐いた。

　ニーナの頭を抱え込んだルドルフが、額に優しいキスを落としてささやく。

「可愛い──ニーナ」

「……っ」

　ひそやかな情事を重ねるごとに、ニーナは目の前の彼に惹かれる自分を止められずにいる。ルドルフの優しさがうれしくて、彼の気持ちがこちらに向けられていることに悦びをおぼえる。

「ルドルフ、さま……んっ」

　つぶやきは口づけに封じられ、どこもかしこも埋め尽くされる感覚に息も止まりそうになる。体内を穿つ硬さと熱っぽいキス、抱きしめる強い腕に翻弄されながら、ニーナは心の中で己に言い聞かせた。

（これ以上、好きになっては駄目。この方は──お姉さまのものなのだから）






＊第一章









　四月の空はすっきりと晴れ渡り、ときおり春らしい穏やかな風が吹き抜ける。

　うららかな日が差す午後、広大な邸宅の一室では華やいだ声が響いていた。

「どう？　ニーナ。少し地味ではないかしら」

　淡いベージュの夜会服に身を包んだ少女が、鏡に映る自分の姿を眺めてそう問いかけてくる。

　仕立て上がったばかりのそのドレスは、上半身はタイトで腕や腰の細さを強調しつつ、スカートの後ろ部分はたっぷりの生地を幾重にも折り畳み、ボリュームのあるバッスルを形成していた。

　全体にあしらわれた繊細なレースや花飾りは少女の可憐な美貌を引き立て、地味どころか夜会で注目を浴びる光景が目に浮かぶようだ。床に屈み込み、ドレスの長い裾トレーン部分を整えていたニーナ・レンバッハは、手を止める。そして彼女を見上げ、微笑んで答えた。

「とんでもございません、お嬢さま。とても品がよく、華やかでいらっしゃいます。髪にドレスの胸元やスカート部分と同じお花を飾られたら、もっと素敵だと思いますわ」

　──お世辞ではない。目の前に佇む令嬢は、思わずため息が出るほど美しい。

　彼女の名前はエルヴィーネといい、ニーナが仕えるアルノルト伯爵家の一人娘だ。十七歳の彼女は緩く波打つ金の髪と菫色の瞳を持ち、物腰に優雅さを漂わせている。

　顔立ちは整って愛らしく、透けるような白い肌とほっそりした肢体は妖精めいた雰囲気があって、社交界でも評判の美しい令嬢だった。

　脇に控えていた仕立て屋の中年女性が、感嘆の眼差しでエルヴィーネを見つめて言う。

「本当によくお似合いでございます。ご令嬢のお輿入れのお手伝いをさせていただけて、わたくしたちも職人冥利に尽きますわ」

　他にも普段使いのドレスや外套、帽子などが仕立て上がっていて、エルヴィーネは次々とそれを試着する。やがて細かな修整と納品を終えた仕立て屋が帰っていき、召使いたちがドレスや小物を部屋から運び出していく中、着替えたエルヴィーネがホッと息を吐いた。

「やっぱり首都ロンベルク一の仕立て屋のドレスは、デザインが素敵ね。あちらに行って、全部を着る機会があるかはわからないけれど」

　金糸のごときエルヴィーネの髪を、ニーナは丁寧に梳る。横の髪をすくってきれいに編み込んでいきながら、ニーナは彼女に向かって言った。

「お嬢さまが住まわれる予定のイェンシュは自然豊かな場所だそうですが、近くにヴェンツェルという大きな街がございます。ですから夜会に出られる機会は、意外に多いかもしれません。フリードハイム侯爵は美術品を買い付ける事業をされておりますし、きっとお顔も広くていらっしゃるのでは」

「そうかしら」

　──エルヴィーネは一ヵ月後、かねてより婚約していたフリードハイム侯爵に嫁ぐ。

　ドレスや装身具はもちろん、下着やリネン類に至るまでの嫁入り道具を最高級の品で揃えるため、ここ最近は首都ロンベルクの屋敷に滞在していた。しかし明日以降は慣れ親しんだアルノルト伯爵家の領地に戻り、輿入れまでの残りわずかなときを過ごす予定でいる。

　エルヴィーネ付の侍女であるニーナは、彼女の身の回りの世話をするのが仕事だ。このあとは夜会に出るエルヴィーネの支度をしつつ、明日の出立の準備をしなくてはならない。

　今後の段取りを考えながら髪を編み込んでいると、彼女が頭を動かしてこちらを見た。

「今日はロンベルクでの最後の夜だし、あちこちの夜会に招かれているの。だから明日は、あまり早く起きられないかもしれないわ」

「お昼には出立なさいませんと、向こうへの到着が日暮れを過ぎてしまうことになります。お疲れでも、お嬢さまには十時に起きていただかなくては」

「『お嬢さま』じゃなく、『お姉さま』って呼んでちょうだい。もう誰もいないんだし」

　エルヴィーネの言葉を聞いたニーナは、ふと周囲を見回す。召使いたちはすべてのドレスを運び出し、室内は自分たちの他に誰もいなかった。ホッと気配を緩めたニーナを尻目に、エルヴィーネが残念そうに言う。

「あなたと一緒に夜会に出る機会は、結局一度もないままだったわね。私は姉妹で注目を浴びたかったのに」

　エルヴィーネの言葉を聞いたニーナは、何ともいえない気持ちになる。

　──公にはされていないものの、エルヴィーネとニーナは異母姉妹だ。ニーナの母親のイルゼはアルノルト伯爵家に仕えていた召使いで、十七年前に伯爵のお手付きとなり、ニーナを身ごもった。

　しかし当時妊娠中だった妻カミラにそれがばれるのを恐れた伯爵は、屋敷の庭師の男とイルゼを強引に結婚させた。やがて生まれたニーナは使用人の子として育ち、幼少時は令嬢であるエルヴィーネの遊び相手、十五歳からは彼女付きの侍女となったが、伯爵夫人であるカミラが病死した二年前、伯爵から思いもよらぬことを告げられた。

『お前の本当の父親は、私だ。産まれた月は数ヵ月しか違わないが、エルヴィーネの妹ということになる。これまでは妻の手前、使用人として扱うしかなかった。……本当にすまない』

　イルゼはニーナが三歳のときに亡くなっており、彼女がどういう気持ちで伯爵の子を産んだのかはわからない。父親としてニーナを育ててきたハンスは寡黙な男で、イルゼについて聞くと「きれいで、とても優しい人だったよ」と言葉少なに説明し、それ以上を語ることはなかった。

　アルノルト伯爵は言った。──ニーナが望むなら自分の娘として正式に認知し、相応の扱いをする。きちんと家庭教師を付けて、淑女教育も与えるつもりでいると。

　それを聞いたニーナは、まさに青天の霹靂だった。しかし答えあぐねるニーナをよそに、エルヴィーネが予想外の反応をした。

『まあ、あなたが私の妹だったなんて！　私たち、小さい頃からとっても仲良しだったけれど、それはきっと血が繋がっていたからなんだわ。目には見えない強い結び付きがあって、無意識に気づいていたってことなのよ。ねえニーナ、そう思わない？』

　興奮気味に手を握ってきたエルヴィーネの表情には、突然の父親の告白に嫌悪を感じた様子も、使用人だと思っていたニーナが血縁だと知って気分を害した様子もまったくない。

　ただ純粋に「妹」の存在を喜んでいて、天真爛漫なその反応にニーナは困惑した。

『お嬢さま、でも……』

『私がこの家でもっとも信頼している使用人は、幼い頃から一緒に育ったニーナよ。二年前にお母さまが亡くなったときも、あなたがそばで慰めてくれたから乗り越えられた。確かにお父さまのお話にはびっくりしたけれど、私はあなたが血の繋がった妹でとってもうれしい。これからは私のこと、『お姉さま』って呼んでくれるわよね？』

　エルヴィーネが手放しで事実を受け入れたことで、ニーナがアルノルト家の娘になるのには何の障害もないように思われた。しかしニーナは熟考の末、伯爵の申し出を断った。

「なぜ」と驚く彼に、ニーナは答えた。

『旦那さまのお申し出とお嬢さまのお気持ちは、とてもありがたく思います。でも……使用人として生きてきたわたしには、貴族の令嬢は務まりません。これまでどおり、お嬢さまの侍女としてお屋敷に置いていただけたらと考えています』

　発した言葉は、嘘ではない。貴族として人に傅かれる立場になった自分はまったく想像できず、行儀作法や令嬢らしい振る舞いを身に着けると考えただけで「無理だ」と感じた。

　何よりも自分を育ててくれたハンスへの恩義が、強くニーナの心の中にあった。

（今さら旦那さまを、本当の親だとは思えない。わたしにとっての父親は……お父さん一人だもの）

　ニーナは侍女としてエルヴィーネに仕えることに、生きがいを感じていた。彼女の身の回りの世話をし、話し相手になり、屋敷の細々とした仕事をこなす日常に何の不満もない。

　あれから二年、ニーナは侍女という身分のまま過ごしている。伯爵はときおり父親らしい控えめな気遣いを見せてくれ、姉のエルヴィーネはそれまで以上の信頼をニーナに寄せた。

「誰もいないときには、自分を『お姉さま』と呼ぶこと」というルールは、エルヴィーネがニーナに課したささやかなこだわりだ。彼女はニーナが正式にアルノルト伯爵家の娘となり、姉妹で社交界に出るのを熱望していたが、結局叶わないまま嫁ぐこととなった。

　美しく優しい姉の顔を見つめ、ニーナは考える。

（こうしてお姉さまと過ごす時間も、もうわずかなんだわ。お姉さまは遠いフリードハイム侯爵領に嫁ぎ、わたしはそれに同行できない……）

　──当初ニーナは姉の嫁ぎ先に侍女としてついていくつもりでいたものの、フリードハイム侯爵側が「こちらの人手は充分足りており、あまり供の者が多いと新しい環境に馴染むのに時間がかかる。どうか安心して、身ひとつで来ていただきたい」と申し出てきた。

　結果、エルヴィーネに同行するのは彼女のばあやであるテレーゼに決まり、ニーナはそれを受け入れざるを得なかった。

　テレーゼはエルヴィーネの母カミラの乳母だった女性で、齢六十になる。エルヴィーネのお目付け役として傍に仕え、主に礼儀作法やマナーなどを教えてきた。

　彼女は今回の輿入れに際し、「お嬢さまに随行するのは、お生まれになったときからお仕えしてきた自分こそがふさわしい」と強硬に言い張り、アルノルト伯爵の了承を取り付けた。

　年齢を考えると長旅に少々不安があるが、背すじがピンと伸びた姿やきびきびとした身のこなしは、昔とまったく変わらない。おそらく新しい土地に行っても、しっかりとエルヴィーネの世話を焼けるのは間違いないだろう。

「……お姉さまの婚儀に参列できないことだけが、残念です。きっとすごくおきれいなのに」

　ニーナがついそんな本音を漏らすと、エルヴィーネがパッと目を輝かせて言った。

「あら、じゃあ向こうに旅立つ前に、お屋敷の中で試着を兼ねたドレスのお披露目をするわ。実際の婚儀に参列できるのはお父さまや招待された方々だけだけれど、そうしたらあなたやお屋敷の皆にも、ドレスを見せられるものね？」

　とびっきりの妙案だと言わんばかりの姉の顔を見つめ、ニーナは気持ちが上向きになるのを感じながら答える。

「そうですね……皆も喜ぶかも」

「でしょう？　ふふっ、楽しみね」







　領地に戻ってからの一ヵ月、エルヴィーネはニーナを伴ってピクニックに出掛けたり、馬で森を散策したり、友人とのお茶会に出掛けたりと、のびのびと過ごした。

　花嫁衣裳のお披露目会は屋敷の使用人たちに好評で、皆エルヴィーネの美しさを褒め称え、そっと涙を拭う者もいた。

　やがてフリードハイム侯爵領に旅立つのが翌日に迫った日の午後、エルヴィーネがポツリと言った。

「──ねえニーナ、あなたは恋をしたことがある？」

　突然の問いかけにニーナは面食らったものの、どうにか平静を装い、彼女のためにお茶を淹れながら答える。

「わたしはまだ、そういうのは……。お屋敷の外に出ることも、あまりありませんし」

「そうよね。私、男の人と夜会でダンスをしたり、誘われて少しお話をしたことはあるのだけれど、婚約者がいる身だからすぐに付き添いの夫人に止められていたのよ。だから恋をするのって、どんな感じかしらって思って」

　──どうやらエルヴィーネは、恋愛経験がないまま結婚するという事実に思うところがあるらしい。

　ニーナは彼女の前にハーブのお茶が入ったカップを置いて言った。

「お姉さまの旦那さまとなられるルドルフさまは、爵位をお継ぎになられるまでは軍務に就かれ、いくつも功績を上げられた方だとか。しかも端正で涼やかな容貌の持ち主です。こまめにお手紙や贈り物をくださる真心もおありですし、きっとお会いしたらお姉さまも自然と恋愛感情が湧いてくるのでは」

「……そうかしら」

　エルヴィーネの婚約者であるルドルフ・ハインリヒ・フォン・フリードハイムは、昨年父親の死に伴って爵位を相続した若き侯爵だ。現在二十五歳の彼はイェンシュにある壮麗な古城に住み、エルヴィーネとは祖父同士が懇意にしていた関係から、十二年前に婚約が成立した。

　以来、ルドルフからは折に触れて手紙や贈り物が届けられた。数年おきに送られてきた肖像画の彼は、銀に近い金の髪に端正な顔立ちで、凛々しくも貴族的な雰囲気が漂い、美しいエルヴィーネとお似合いだとニーナは感じた。

「明日はいよいよ、侯爵家からのお迎えの方々がご到着されます。夜はお客さまをお招きして晩餐会が開かれるそうですから、今のうちにドレスを選んでおきましょうか」

「ええ、そうね」







　翌日の午後、エルヴィーネを乗せるための豪華な馬車、そして嫁入り道具を運ぶための荷馬車数台や護衛の騎馬隊など、総勢十名の一行がアルノルト伯爵の屋敷に到着した。

「アルノルト伯爵には、初めてお目にかかります。フリードハイム侯ルドルフ・ハインリヒの名代としてご令嬢をお迎えに上がりました、イアン・ハイデンライヒと申します」

　馬を降りて折り目正しく挨拶をしたのは、貴族らしい出で立ちの二十代半ばの青年だ。出迎えたアルノルト伯爵が、にこやかに答えた。

「長旅でのお迎え、誠に痛み入る。お父上はお元気かな」

「はい。今年の初めにひどい風邪を引きましたが、おかげさまで今は健康そのものです」

　──イアンはハイデンライヒ伯爵家の次男で、ルドルフの父方の従兄弟に当たる人物だという。

　金髪に薄い水色の瞳を持つ彼は、スラリとした体躯や優雅な物腰、品よく整った顔立ちが、貴公子然とした雰囲気を漂わせていた。しかし気取ったところはまったくなく、柔和な表情が印象的だ。

　屋敷のホールでイアンを待ち受け、外の様子を窺っていたエルヴィーネが、ニーナにヒソヒソと言う。

「ニーナ、ルドルフさまがお手紙でおっしゃっていたのだけれど、あの方、ルドルフさまと同い年の従兄弟なのですって。とっても素敵な方ね」

「お嬢さま、無駄口はいけません。まっすぐ前を見てお立ちになってください」

「でも……」

「あっ、いらっしゃいました」

　慌てて居住まいを正したところで、アルノルト伯爵とイアンが屋敷に入ってくる。

　ホールで待っていたエルヴィーネを、伯爵が彼に紹介した。

「イアンどの、こちらが娘のエルヴィーネだ」

「お初にお目にかかります。エルヴィーネ・レジーナ・アルノルトでございます」

　ドレスを摘まみ、澄ました顔でお辞儀をするエルヴィーネを見たイアンが、驚きの表情で息をのむ。

　やがて彼は、感嘆のため息を漏らして言った。

「肖像画を拝見したときも麗しい方だと思いましたが、実際にお会いすると、絵の印象が霞むほどに美しい。こんなにも可憐な令嬢を花嫁にできる我が従兄弟は、三国一の果報者だ」

「……まあ、そのような」

「イアン・ハイデンライヒです。イェンシュ城までの道のりは馬車で六日と長いですが、道中は私と護衛の者たちがしっかりとお守りいたしますゆえ、どうかご安心を」

　恭しく手の甲に口づけられたエルヴィーネが、じんわりと頬を赤らめる。

　脇に控え、イアンの手放しの賛辞を聞いていたニーナは、誇らしい気持ちでいっぱいだった。エルヴィーネの顔立ちは際立って美しく、匂い立つような清楚な色香がある。花のごとき美貌は社交界デビューした直後から貴族たちの注目を集め、夜会の誘いは引きも切らないほどだ。

　おそらくエッフェンベルク大公国中を探しても、エルヴィーネほど美しい令嬢はいないに違いない。イアンの絶賛はそうした自分の考えが裏打ちされた証明のような気がして、ニーナは我が事のようにうれしかった。

　その日の夜は近隣の貴族や中流階級の人々を交えた晩餐会が開催され、イアンは如才ない話術で場を盛り上げた。招待客は口々にエルヴィーネの美しさを褒めそやし、良縁に恵まれたアルノルト伯爵に羨望の眼差しを向けていた。

　翌日の朝、宿泊客を全員送り出したあと、出立の準備を終えたエルヴィーネが外に出る。外出用のドレスに身を包み、巻いた髪の上に花とリボンをふんだんにあしらった帽子を載せた彼女は、アルノルト伯爵に向かって笑顔で言った。

「ではお父さま、半月後の結婚式に、イェンシュ城でお待ちしています」

「ああ。向こうへ着いたら、フリードハイム侯爵によろしくお伝えしてくれ。早くあちらの暮らしに慣れて、侯爵はもちろんのこと、城の者たちや領民にも愛されるように振る舞いなさい」

　涙ぐむ父親の姿に、エルヴィーネが「お父さまったら」と笑う。彼の頬にキスをした彼女は、見送りに出てきた屋敷の使用人たちに順に別れの言葉を告げ、最後にニーナをじっと見つめてきた。

　やがて腕を伸ばした彼女がぎゅっと首に抱きついてきて、その力の強さにニーナは息をのむ。

「……お嬢さま」

「ニーナ、一緒に行けないのはとても残念だけれど、離れてもあなたのことはずっと想っているわ。あなたは私の人生で一番最初にできたお友達で、もっとも信頼する侍女で、そして最愛の妹よ。どうかお父さまのことをお願いね」

「……っ」

　耳元でそうささやかれ、ニーナの脳裏に、これまでエルヴィーネと過ごしてきた日々が鮮明によみがえる。

　十七年間一緒に育ってきた彼女は、ニーナにとっても確かに「最初にできた友達」であり、仕えるべき令嬢であり、そしてこの二年で少しずつ姉妹であると実感した、最愛の姉だった。

「お嬢さま、わたし……」

　みるみる涙がこみ上げ、ニーナは声を詰まらせる。

　美しく、愛されて育ったがゆえの無邪気さを持ち、どこか夢見がちで優しい姉のことが、ニーナは大好きだった。こらえきれずに涙をこぼしたニーナは、彼女の肩をつかんでそっと身体を離す。そして精一杯の笑顔で告げた。

「わたしもお嬢さまの幸せを、心からお祈りしています。どうかお身体を大切になさって……侯爵と仲良くお過ごしください」







　騎馬の護衛に周囲を守られ、エルヴィーネを乗せた馬車が遠ざかっていく。

　猛烈な寂しさが心を満たしていくのを感じながら、ニーナはそれを見送った。

（お姉さま……）

　──本当は、彼女の行くところにはどこへでもついていきたかった。新しい生活に不安をおぼえるであろう姉を、そばで支えてあげたかった。

　だがそれは、叶わない夢だ。エルヴィーネに言ったとおり、ニーナは遠く離れたこの土地から彼女の幸せを祈り続けることしかできない。

　見上げた空は澄んで高く、夏を思わせる強い日差しが降り注いでいた。吹き抜ける風に乱れた後れ毛をそっと押さえたニーナは、皆のあとに続いて屋敷の中に戻った。






＊第二章









　八月に入ってから暑さは一段と激しさを増し、外はじりじりとした熱気で満ちている。

　午後の時間帯、厨房の窓から外を眺めたニーナは、小さくため息をついた。

（ふう、暑い……お父さん、こんな中でお庭仕事をして大丈夫かしら）

　ニーナの育ての父であるハンスは、庭師としてアルノルト伯爵家で働いている。領地の屋敷は広大で庭も広く、バラを始めとしたさまざまな季節の花の他、生け垣や芝を刈り込んだりと、手入れしなければならない箇所が多い。

　今作っている生姜のコンフィテューレが完成したら、ハンスの元に行ってお茶に誘ってみよう──そう考え、ニーナは鍋の中を木べらで掻き混ぜる。

「エルマさん、これでいかがでしょうか」

　オーブンを開け、お菓子の焼き具合を確かめていた女中頭が、こちらに来る。彼女はコンフィテューレのとろみと味を確かめ、頷いて言った。

「ちょうどいいわ。火から下ろして、消毒した瓶に詰めておいてちょうだい」

「わかりました」

　三ヵ月前まで令嬢エルヴィーネの侍女をしていたニーナだったが、現在伯爵家には世話をするべき夫人も令嬢もいない。そのため、ここ最近は女中頭のエルマの手伝いをして過ごしていた。

　五十代のエルマは女性使用人たちを束ねる立場にあり、毎日屋敷中に目を配って仕事の采配をしたり、日用品を業者に発注したり、主人に提供するお茶菓子や保存食を作ったりと忙しい。

　大抵の仕事をそつなくこなせるニーナは彼女に重宝され、こまごまとした雑務に追われていた。今日は杏のクーヘンを作っており、厨房には甘い匂いが漂い始めている。このお菓子が大好きだった姉を思い出し、ニーナは目を伏せた。

（お姉さま……お元気にしてるのかしら）

　──姉のエルヴィーネがフリードハイム侯爵の元に輿入れして、二ヵ月半が経つ。アルノルト伯爵領を旅立ってからは、もう三ヵ月だ。てっきりすぐ手紙をくれるものと思っていたが、あれきり彼女からは何の連絡もない。

　新しい生活に馴染むのに、時間がかかっているのだろうか。そう考えつつも、ニーナは少し釈然としないものを感じていた。アルノルト伯爵によれば、結婚式のときのエルヴィーネは、少し緊張していたものの元気そうに見えたらしい。教会で行われた式はたくさんの招待客や領民に祝福され、とても華やかなものだったという。

（お姉さまが落ち着いて手紙を書く気持ちになるまで……気長に待とう。そうだ、お返事を書くためのきれいな便箋を、次のお休みに買いに行こうかしら）

　そんなことを考えていると、ふいに厨房の入り口から召使いの一人が顔を出し、声をかけてくる。

「ニーナ、ここにいたのね。旦那さまが執務室でお呼びよ」

「旦那さまが？」

「ええ、すぐ来るようにって」

　一体何の用事だろう。そう考えながら、ニーナは二階の執務室に向かう。

　絨毯敷きの廊下を進み、両開きの扉の前まで来た。ドアをノックし、「旦那さま、ニーナです」と声をかけると、「……入りなさい」という応えがある。

「失礼いたします」

　室内に入った途端、大きな窓から覗く外の木々の緑が目に飛び込んできた。重厚な執務机に向かったアルノルト伯爵が、手紙らしきものを手に蒼白な顔をしている。尋常ではないその様子に驚きをおぼえつつ、ニーナは言った。

「旦那さま、お呼びと聞いて伺ったのですが」

「ニーナ……ああ、私は夢を見ているのかもしれない。こんな、こんなことが、本当だとはとても……」

　片手で額を押さえながらつぶやく伯爵に、ニーナは慌てて問いかける。

「どこかお加減でも悪いのですか？　お顔の色が優れませんし、もし必要でしたら、すぐにお医者さまを……」

　伯爵が首を横に振り、それを拒絶する。彼は押し殺した声で言った。

「──フリードハイム侯爵から、先ほど早馬で手紙が届いた」

「えっ？」

「エルヴィーネが、亡くなったらしい。城の塔から落下して死亡しているのが見つかり、遺体の損傷が激しいために、すぐに埋葬を済ませたと……」

（……そんな）

　心臓がドクリと跳ね、あまりのショックにニーナは束の間絶句する。

　便りがないことが気になっていたが、それはまだ向こうの暮らしに馴染んでいないせいだと考えていた。しかしまさか亡くなっていたとは思わず、混乱で全身から血の気が引いていく。

　ニーナは勢い込んで問いかけた。

「どうして──一体理由は、何だったのですか？　突然亡くなっただなんて、お姉さまはあんなにお元気でいらしたのに」

「わからない。事故なのか、自殺なのか……あの子はあちらに行って以降、私に一度も手紙を寄越さなかったから」

　フリードハイム侯爵が住むのは、大きな古城だという。

　確かに古い建物ならば苔などで滑りやすい部分もあり、尖塔ともなればかなりの高さだ。事故が絶対に起きないとは断言できず、一方で自殺でないとも言い切れない。

　そのとき伯爵が、ポツリとつぶやいた。

「そうだ……他殺の疑いだってある。エルヴィーネを邪魔に思った誰かが、あの子を殺害したのかも」

「────」

　アルノルト伯爵の言葉を聞いたニーナは、呆然と彼を見つめる。

　まるで心に、抜き身のナイフを突きつけられたようだった。だが事故や自殺の可能性があるならば、確かに誰かに恨まれて殺害されたという可能性も否定できない。

「フリードハイム侯爵からは、何と……？」

「『このようなことになってしまい、お詫びのしようもない。エルヴィーネは妻として申し分なく、こちらは深い悲しみに包まれている』と。あの子の遺髪が同封されていたが、こんな、こんなもので、到底納得など……」

　伯爵が嗚咽を漏らし、リボンで結わえられた遺髪をきつく握りしめる。艶やかな金髪は見慣れたエルヴィーネのもので、肩を震わせる彼を痛ましい思いで見つめたニーナは、小さな声で言った。

「ではお姉さまが死に至った経緯は、はっきりとはわからないのですね……？」

「ああ。事故のような書き方をしているが、実際はどうかわからない。何しろ侯爵領はここからかなり遠く、結婚して以降のエルヴィーネがどんな暮らしをしていたのか、こちらには知りようもないのだから」

　ニーナはじっと考え込む。

　伯爵の言うとおり、たったそれだけの説明では到底納得できない。あれほど周囲の人間に愛され、健康で溌剌としていたエルヴィーネが、わずか三ヵ月で亡くなってしまったのだ。

　だが現状では、これ以上の真実が明らかになることはないに違いない。アルノルト伯爵が家格で勝る侯爵家に強く言えるはずもなく、泣き寝入りするしか道はないように思える。

（でも、そんなのは嫌。お姉さまがどうして亡くなってしまったのか、わたしは真実が知りたい──）

　旅立つ直前、エルヴィーネが強く抱きついてきたときのことを、ニーナは思い出す。

　華奢な彼女の身体はふんわりと柔らかく、花のようないい香りがした。エルヴィーネは「離れてもずっとあなたを想っている」と言ってくれたが、それはニーナも同じだ。もし彼女が人知れず悩んでいたのなら、その原因が知りたい。姉の死が変えようのない事実だとしても、そう思うのを止められなかった。

　ニーナはしばし躊躇ったあと、意を決して顔を上げる。そして伯爵に向かって言った。

「旦那さま、わたし──イェンシュに行きます」

「何？」

「召使いとして、フリードハイム侯爵家のお城に潜入します。そしてお姉さまの死因を突き止めて参ります」

　ニーナとエルヴィーネは姉妹だが、それを知るのはアルノルト伯爵とハンスだけだ。ニーナの身分は今も使用人のままで、苗字も違うため、侯爵家に繋がりがばれることはない。

　驚きの表情でニーナを見つめていた伯爵だったが、やがてこちらの言わんとしていることがのみ込めたらしい。彼は複雑な表情でポツリと言った。

「……お前が侯爵家に潜入して、真相を探ってくると？」

「はい。それができるのは、わたししかいないと思っています」

　伯爵の表情には迷いがあったが、「エルヴィーネの死の真相を知りたい」という欲求に勝てなかったようだ。彼は立ち上がり、窓の外に目を向けて、しばらく何やら思案していた。やがて伯爵が、口を開く。

「もし召使いとしてあちらに潜入するなら……お前と当家の繋がりを伏せて、偽の経歴書を用意したほうがいいな。私の又従弟に、ランベルト・フレンツェルという大農園を営む者がいる。爵位はないが大層裕福な家だから、そこで働いていたことにすればいいだろう」

　伯爵はランベルトに連絡を取り、もしフリードハイム侯爵家からの問い合わせがあった場合は、それらしく答えるように話をつけておくという。ニーナが頷いた瞬間、彼は「だが」と付け足した。

「もし身の危険を感じたり、素性がばれてまずいことになりそうになった場合は、すぐにこちらに戻ってきなさい。こんなことを言って信じてもらえるかわからないが、私にとってはお前も大切な娘だ。無理はせず、必ず無事で帰ってくると約束してほしい」

「……旦那さま」

　アルノルト伯爵の苦渋に満ちた表情からは、こちらの身を案じる気持ちが強く伝わってくる。

　正直なところ、ニーナは彼を本当の父親のようには思えずにいた。「母親のイルゼ亡きあと、血の繋がりのない自分を育ててくれたハンスこそが親だ」という思いが心に強くあり、伯爵が正妻のカミラを裏切っていたという事実にも割り切れない部分がある。

（……でも）

　エルヴィーネの死に納得できないという思いは、アルノルト伯爵としか分かち合えない。そう気持ちに折り合いをつけ、ニーナは伯爵に向き直って言った。

「お気遣いありがとうございます。必ずここに戻ってきて、お姉さまの死因を旦那さまにご報告いたします」

「ああ。よろしく頼む」







　偽の職務経歴書と紹介状を携えたニーナがひっそりとアルノルト伯爵家の屋敷をあとにしたのは、それから三日後の早朝のことだった。

　長い道中を案じた伯爵がフリードハイム侯爵領まで行く馬車を秘密裏に用意してくれ、ニーナは簡素な馬車に揺られながら朝靄にけぶる外の景色を眺める。

（まずは旦那さまが用意してくださった紹介状を使って、怪しまれないようにイェンシュ城に雇ってもらう。──それからお姉さまの死に関する手がかりを探そう）

　そのためには馬車で六日の距離を、無事に城まで辿り着かなければならない。

　この三日間、心は深い悲しみで埋め尽くされ、瞼は腫れてうっすら赤くなっていた。エルヴィーネの訃報を聞いた屋敷中が悲嘆に暮れていたが、ニーナにはやるべきことがある。

（絶対に、真実を突き止めてみせる。……そうすることが、きっとお姉さまへの弔いになるんだもの）

　強い決意を胸に、ニーナは座面に背を預ける。そして脳裏に浮かぶエルヴィーネとの思い出を噛みしめ、陰鬱な気持ちで目を閉じた。





　　　＊＊＊






　外は真夏の日差しが降り注いでいるが、堅牢な石造りの城の内部は温度差があり、ひんやりとしている。

　城の西側の廊下を進んだルドルフ・ハインリヒ・フォン・フリードハイムは、奥の一室の扉を開けた。

「…………」

　室内は女性らしい色合いで、磨き上げられた木彫り細工の家具や天蓋付きのベッド、豪奢なシャンデリアやあちこちに生けられた花が、ロマンチックな雰囲気を醸し出している。調度はすべて一流の家具職人の手によるもので、細部まで贅を尽くして設えられた、城の中でもっとも美しい部屋だ。

　しかしこの部屋の主は、もういない。わずか三ヵ月ほどしか過ごさなかったものの、室内には彼女の気配がまだかすかに残っていて、ルドルフの中に痛ましさが募る。

（……エルヴィーネ）

　光沢のあるチェストに触れ、窓の外を眺める。そのとき背後から、声が響いた。

「──またここにいたのか」

「……イアン」

　戸口に佇んでいるのは、イアン・ハイデンライヒだ。彼はルドルフの父方の従兄弟に当たり、ルドルフが手掛ける美術関係の事業を手伝っている都合上、このイェンシュ城に居住している。

　部屋の中に踏み込んできたイアンが、やるせない微笑みを浮かべて言った。

「暇さえあればこの部屋に来てしまうなんて、お前は本当に彼女を愛していたんだな。まあ、あれほど可憐な花嫁は二人といないんだ。無理もない」

「…………」

　エルヴィーネはアルノルト伯爵の一人娘で、十二年前からルドルフの婚約者だった。五月の半ばに結婚式を挙げ、晴れて夫婦となったが、まさかこんなにも早く彼女が亡くなるとは思わなかった。

　エルヴィーネが亡くなったのは、つい一週間前の話だ。城の北側の塔から落下して死亡しているのが見つかり、その翌日に埋葬を済ませた。

　イアンが気遣うように言った。

「お前の悲しみはよくわかるよ。何しろあれからまだ、一ヵ月も経っていないんだものな。だがこうして塞ぎ込んでばかりなのは、よくない。少し仕事をして気を紛らわせて、しっかり眠ることを心掛けたほうがいい」

「……そうだな」

　ルドルフが頷いた瞬間、戸口から一人の召使いが声をかけてくる。

「失礼いたします。旦那さま、こちらの奥さまのお部屋の片づけはいかがいたしましょう。嫁入り道具として持ち込まれたドレスや装身具、リネン類は、伯爵家にご返却いたしますか？」

　彼女はエルヴィーネ付の侍女だった、ダニエラだ。背が高く、氷のように端正な容貌を持つ彼女は、いつも表情が変わることがない。

　わずか三ヵ月とはいえ、ダニエラはエルヴィーネの傍近くで多くの時間を過ごしたはずだ。にもかかわらず、彼女の顔には主人を亡くした感傷や気落ちは微塵もなかった。その事実にかすかな苛立ちをおぼえつつ、ルドルフは精一杯平静な顔を取り繕って答える。

「今はまだ、そこまでは考えられない。この部屋のものは何も動かさず、しばらくは掃除をするだけに留めておいてくれないか」

「…………。承知いたしました」

　淡々と答えたダニエラが、部屋から立ち去っていく。ルドルフの苛立ちを敏感に感じ取ったイアンが、ことさら明るい調子で言った。

「さて、このあとはアーレント商会との打ち合わせがある。あちらはかなりのやり手だそうだから、割を食わないように用心しないとな」

「……ああ」

　たった一週間しか経っていないのに、周囲はさっさと気持ちを切り替え、エルヴィーネの存在を過去のものにしようとしている。そんな状況に忸怩たる思いを抱えつつ、ルドルフは胸の痛みをじっと押し殺す。

　エルヴィーネの私室の外に出ながら、そっと背後を振り返った。女性らしい優しい色合いの室内を見つめ、ルドルフはもう二度と会えない彼女に心の中で詫びる。

（すまない、エルヴィーネ。君を死なせてしまった私を──許してくれ）






＊第三章









　エッフェンベルク大公国の南西部に位置する町ヴェンツェルの歴史は古く、かつて外敵の侵入を防ぐために造られたという壁がぐるりと周囲を取り囲んでいる。

　町に入るためには五つある門のうちのどれかを通過しなくてはならず、アルノルト伯爵が用意してくれた馬車を帰したニーナは、徒歩でヘンゼルト門をくぐった。

（わあ……）

　門をくぐると一気に視界が開け、目の前に美しい街並みが広がる。

　建物の屋根は赤いレンガで統一され、石畳の道を馬車や人が多く行き来していた。色とりどりの花で溢れた大路には活気があり、たくさんの店が立ち並んでいて、辺りには食べ物のいい匂いが漂っている。

　これまで通り過ぎてきた中でも、ひときわにぎやかで大きな町だ。思わず目移りしたものの、最終的な目的地はここではないため、ニーナは気持ちを引き締める。

（新しい貸し馬車を探さなきゃ……ああ、あれだわ）

　ヴェンツェルで手配した貸し馬車に乗って三十分、イェンシュ城に到着したのは、アルノルト伯爵家を出てから実に六日目の夕方のことだった。

（すごい、大きなお城……）

　長い山道を登った先にある城は美しく壮麗で、外壁のあちこちに緑のツタが絡まっている。周囲は鬱蒼とした森に囲まれ、その先は断崖絶壁となっていて、まさに天然の要塞といった雰囲気だ。

　深呼吸したニーナは、勇気を出して城の通用門を叩く。出てきた門衛に「仕事を求めてここに来た」と告げると、彼は召使いへ取次いでくれ、やがて城の中に通された。

「──ほう、首都ロンベルク近郊の、アンシュッツの大農園で働いていたと。フレンツェル農園といえば、葡萄酒で有名なところではなかったかな」

　面接に現れたのは、四十代に見える痩せぎすの家令だ。彼はベルトラムと名乗り、ニーナが手渡した職務経歴書と紹介状を熟読し始めた。ニーナは緊張しながらも背筋を伸ばして座り、答える。

「はい。農園では葡萄の他、さまざまな農作物を栽培しておりました。わたしは農園での作業はせず、お屋敷の中のお仕事を」

　これまでの職歴をあえて「侍女」と書かなかったのは、下級使用人として応募したほうが採用の確率が高いからだ。

　侍女は貴族の夫人や令嬢の世話をする役割の者で、上級使用人となる。その分給金が高く、よほどのことがないかぎり欠員が出ないのは、長く伯爵家で働いていたニーナにはよくわかっていた。

　ベルトラムが経歴書を見ながら言った。

「しかしアンシュッツからこのイェンシュまでは、かなりの距離がある。紹介状には、君がとてもよく働く召使いだからぜひ雇ってやってほしいと書かれているが、これほど遠い土地まで来たのには何か理由があるのかな」

　想定していたとおりの質問をされ、ニーナはあらかじめ考えていた答えを口にする。

「実はヴェンツェルの町に、わたしの伯母が住んでおります。旅行がてら遊びに来たところ、この辺りの美しさや町から見えるお城の優美さにすっかり魅せられてしまい、こちらでお仕事をさせていただきたいと思って門扉を叩いたのです」

　ベルトラムは「ふむ」と言って考え込んだ。

「紹介状はきちんと封蝋されており、職務経歴書に前の雇い主の署名もある。仕事ぶりも非常に真面目、と……」

「…………」

　彼がゆっくりと歩きながら探るような視線をこちらに向けてきて、ニーナは何食わぬ表情を保ちつつ、早鐘のごとく鳴る心臓の鼓動を持て余す。

　エルヴィーネの死因を探るためには、何としてもこの城に潜入しなくてはならない。しかしもし雇うのを断られた場合、真実に近づくことが難しくなってしまう。

　しばらくの沈黙のあと、ベルトラムが小さく息をついた。ドキリとしてかすかに肩を揺らすニーナを見つめ、彼は言った。

「話し方がきちんとしているし、姿勢もいい。よろしい、君をこの城の召使いとして雇うことにしよう」

「本当ですか？」

「ああ、ちょうど一人辞めて困っていたところだからね。今日からでもいいし、もし一度伯母君の元に戻りたいなら、明日以降に改めてという形でもいい。どうする？」

「では、明日からでお願いいたします」

　首尾よく採用が決まり、ニーナは心の底から安堵する。

　明日から働くことを選択したのは、一度ヴェンツェルの町に戻り、アルノルト伯爵に「城で働くことが決まった」という手紙を出したいと思ったからだ。

（面倒でも、伯爵家に送る手紙は自分で町から投函したほうがいい。わたしの素性がばれるような行動は、なるべく避けないと）

　そんなことを考えるニーナに、ベルトラムが書類をまとめながら言った。

「このあとは雇用契約書への署名をしてもらう。そのあとで女中頭に紹介するよ。始めは小間使いとして、さまざまな雑務をしてもらうことになる。だが能力があれば、いずれ上級使用人として専門的な仕事に就くことも可能だ。頑張りたまえ」

「はい。ありがとうございます」







　翌日からニーナは、イェンシュ城で働くことになった。古めかしい外観のとおりに石造りの城内はひんやりとしているが、あちこちに豪奢な絨毯が敷き詰められており、意外と普通の屋敷の雰囲気に近い。

　ベルトラムの言っていたとおり、ニーナの仕事は手の足りないところで場当たり的に作業を振られる小間使いで、初日から多くの雑務に追われた。

「新人のニーナね。あなたにやってほしいのは掃除よ。詳しい作業内容は、部屋にいる他の召使いに聞いて」

　朝一番に城にやって来たニーナは制服に着替えるように言われ、早速用事を申しつけられる。指定された部屋に向かうと、先に来ていた二十代半ばの召使いが使用済みのリネンを剥がし、ベッドメイクをしているところだった。

「あなたが今日入った新人さん？　床の上のリネンを畳んでちょうだい。その後は手洗い用の水と水差しの飲み水を、新しいものに換えてほしいの」

「わかりました」

　今は夏なので、暖炉の掃除と火起こしの作業はない。棚の上の埃を落としたあとで床をきれいに掃き清め、ニーナは浴室の掃除に取りかかる。

（ふう、暑い……）

　腕まくりし、汗をかきながら浴槽をゴシゴシ磨く。

　貴族の家で使用人の子として生まれ育ったニーナは、ひと通りの作業をそつなくこなせる。しかし二年前からは令嬢エルヴィーネ付の侍女だったため、こうした肉体労働をするのは久しぶりだ。

（早くお姉さまについての情報を集めたいけど……まずはここの人間関係を把握するのが先だわ）

　イェンシュ城は大きな城で、侯爵家ともなれば使用人の数はゆうに一五〇人を超える。侯爵の妻だったエルヴィーネをよく知るのはおそらく家令や侍女、女中頭などの上級使用人たちだが、意外に下級使用人も雇い主のことはよく見ているもので、その情報網は侮れない。

　それから数日間、ニーナは小間使いの仕事に専念した。真面目な仕事ぶりを見た召使いたちが徐々に打ち解けてくれ、休憩時間に気軽に雑談をしてくれるようになったのは、侯爵家に雇われて三日目のことだった。

「このお城の上級使用人といったら、まずは家令のベルトラムさまと女中頭のイザベラさま。それに料理長のゲラルトさんに、奥さまの侍女でいらしたダニエラさんね。旦那さまの身の回りのお世話をしているのは、従者見習いのハーロルトという十四歳の男の子よ」

　昼食の時間にニーナにそう話してくれたのは、エッダという召使いだ。人懐こい彼女はニーナと相部屋で、年齢が一歳差ということもあり、すぐに仲良くなった。

（お姉さまの、侍女……）

　上級使用人の中でニーナが気になったのは、ダニエラだ。彼女がエルヴィーネの侍女だったのなら、常に傍近くに控えていたことになる。死に至った原因が何だったのかを知っている確率は、かなり高い気がした。

（問題は、どうやってその人に近づくかということだわ……）

　貴族の家では上級使用人と下級使用人の差が大きく、食事の場所も別で、親しく話をすることはほぼない。ニーナは何食わぬ顔でエッダに問いかけた。

「奥さまの侍女でいらしたっていう、ダニエラさんって方──今は違うの？」

「ああ、あなたは知らないのね。奥さまは三ヵ月ほど前にご結婚なさったばかりなのだけど、つい最近亡くなられてしまったのよ。だからダニエラさんは、今はお仕えする方がいらっしゃらないの。旦那さまの母君は数年前に亡くなられて、ご姉妹きょうだいもおられないしね」

　エッダが少し周りを憚る様子でそう答えてきて、ニーナはわざと驚きの表情を作って言う。

「まあ、奥さまが……お気の毒に。ご結婚されたばかりなら、まだお若いんじゃ」

「ええ、北側の塔の上から落下して亡くなっているのを、見回りの衛士が見つけて。すっごい騒ぎだったわ、だってまさかこんなに早く亡くなられるだなんて、誰も思わなかったのだもの」

「────」

　ニーナの胸に、ズキリと痛みが走る。

　アルノルト伯爵領からこんなにも遠く離れたところにエルヴィーネを知る者がいて、彼女の死にざまを物語っている。その事実がどこか信じがたく、だが本当なのだということを、つくづく思い知らされていた。

「……亡くなられた奥さまは、どんな方だったの？」

　ニーナの問いかけに、エッダが「うーん」と考え込む。やがて彼女は、曖昧な感じで答えた。

「私たちは直接言葉を交わせる身分ではないから、それほど詳しくは知らないのだけど。噂によると、お部屋に閉じこもりがちな方だったみたいよ。召使いたちへの当たりはきつくないけど、特段優しいわけでもないって感じ。周りに無関心っていうのかなあ。すっごくおきれいな方で、旦那さまとお似合いだと言われていたんだけどね」

「──……」

　エッダの言葉を聞いたニーナは、戸惑いをおぼえる。

　ニーナの知るエルヴィーネは快活で、屋敷の使用人たちと屈託なく話していた。人づきあいに苦手意識はなく、いつも楽しそうに夜会やお茶会に出掛けていたのを考えると、まるで別人の話を聞いているかのようだ。

（……どういうことだろう。お姉さまは一体どんな気持ちで、こちらで暮らしていたの？）

　ニーナが気になっているのは、エルヴィーネのことだけではない。

　姉の死の真相を探ろうと考えたとき、真っ先に頭に思い浮かんだのは、彼女のばあやであるテレーゼの存在だった。エルヴィーネの輿入れに同行した彼女は、この城の中に住んでいるはずだ。しかしアルノルト伯爵家に訃報が届いたあともテレーゼからの連絡は一切なく、ニーナは不審に思っていた。

（突然お姉さまが亡くなられて、ショックで塞ぎ込んでしまわれたのかしら。この城のどこにいるのかがわかれば、わたしからテレーゼさまに会いに行くのに……）

　いくら元気に見えても、彼女の年齢は六十歳だ。もしかして体調を崩しているのかと考え、ニーナはテレーゼの身が心配になる。

　エッダが時計を見て言った。

「そろそろお昼も終わりね。あなた、このあとは洗濯室のお手伝いでしょう？　あそこは口うるさい人がいるから、早く行ったほうがいいわよ」

「ええ。ありがとう」

　──使用人たちに怪しまれないように引き続き情報を集め、同時にテレーゼの居場所も探る。

　そう目標を定め、ニーナはエッダにお礼を言うと、食器を下げて使用人の食堂をあとにした。
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　一日かけて城中のあらゆる部屋を掃除するのは、召使いたちの役目だ。それは使っていない部屋も同様で、終わったあとは必ず上の者がチェックすることになっている。

「ダニエラさん、窓拭きが終わりました。このお部屋の花瓶は、もう片づけてしまっても構いませんか？」

　若い召使いの呼びかけに、ダニエラ・フォルストは振り返る。そして彼女に問い返した。

「なぜ？」

「あ……奥さまはもう、いらっしゃらないわけですし。このお部屋には、お花を飾らなくていいんじゃないかって」

「…………」

　ダニエラは冴えた青い瞳で、室内を見回す。

　選び抜かれた調度が並ぶロマンチックな雰囲気の室内は、あちこちに生けられた花が優しい彩りを添えていた。それらを眺めながら、ダニエラは淡々とした調子で答える。

「旦那さまは、奥さまのお部屋はしばらくこのままにしておくようにとおっしゃっていたわ。片づけるときは私が指示しますから、花瓶のお花は常に新鮮に保ち、毎日きちんと水を換えるよう他の者にも伝えておいて」

「はい、わかりました」

　作業を終えた召使いが退室していき、部屋にはダニエラ一人になる。

　ゆっくりと室内を歩いたダニエラは、壁際の飾り棚に歩み寄った。飴色の表面は磨き上げられ、塵ひとつない。鍵付きの引き出しを開けると豪奢な首飾りや耳飾りなどの装身具がズラリと並んでいて、そのひとつを手に取ってみる。

「…………」

　大粒のダイヤモンドが惜しげもなく使われたその首飾りは、この部屋の主のために作られた特注品だ。彼女が嫁入り道具として持ち込んだものもかなりの数あるが、この引き出しの中身はすべて夫であるルドルフが贈ったものになる。

　色とりどりの宝石が燦然ときらめく様子からは、彼がいかに新妻を大事にしていたのかが伝わってきた。しかしこの素晴らしい品々を外に披露する機会は、これまでほとんどなかった。馬車で六日という距離からはるばる輿入れしてきた花嫁エルヴィーネは、結婚以来自室にこもりがちで、ルドルフが誘っても積極的に外に出ようとはしなかった。

　ダニエラの記憶では、この部屋にいるときのエルヴィーネはぼんやりと窓の外を眺めているか、便箋を前に誰かに手紙を書こうとしているかの、どちらかだったように思う。

　しかし実際に郵送を頼まれたことはないのを思い出し、ふと気になったダニエラは便箋が入った引き出しを開けてみた。侯爵家の紋章が入った便箋は、一枚が書きかけになっている。

『親愛なるわたしの〝一番最初のお友達〟、元気でいて？　なかなかお手紙を書けなくてごめんなさい。わたしは……』

　文章はそこで途切れ、あとは何も書かれていない。

（……ご友人に当てた手紙？）

　ダニエラが手紙を書こうとしているエルヴィーネを見たのは、一度や二度ではない。おそらく書きかけてはやめるということを、彼女は何度も繰り返していたのだろう。そこまで書くのに悩むような理由が、エルヴィーネにはあったのだろうか。

（まあ、たとえそうだとしても私には知る由もないわ。何しろあの方とは、最低限の会話しかしなかったし）

　ダニエラは目を伏せてそんなことを考える。

　使用人の立場から見るエルヴィーネは、とても恵まれた存在だ。由緒正しい伯爵家に生まれ、類まれなる美貌を持ち、同じく容姿や血統、人格にも優れたルドルフに「ぜひに」と望まれて結婚した。

（でも……）

　──人もうらやむ境遇なのに、彼女は半月ほど前、城の北側の塔から落下して死亡した。エルヴィーネの無残な死にざまを見たルドルフは打ちのめされ、今やすっかり意気消沈してしまっている。

　だがダニエラの心は、さほど乱れてはいなかった。

（旦那さまはひどく落ち込んでいらっしゃるけど、たった三ヵ月ほどしかお傍にいなかった妻に、それほど思い入れがあるものかしら）

　確かに傍から見たルドルフは、エルヴィーネをとても大切にしていた。そんな妻を突然亡くしてしまった場合、やはり気落ちするものだろうか。

　だが何事も効率を優先するダニエラには、エルヴィーネの部屋を彼女がいたときのままにしておくことは、無駄に思えて仕方がなかった。

（もう少ししたら、このお部屋を片づけるのを再び進言してみよう。日常生活に支障をきたすような未練など、さっさと捨て去ったほうがいいに決まってるもの）

　その日が来るまで、ダニエラはきっちりと仕事をする。主のいないこの部屋を美しく保ち、高価な装飾品を管理し、ルドルフにいかに自分が有能な召使いであるかを示すのだ。

　ふとダニエラの脳裏に、エルヴィーネの遺体を見たときの凄惨な様子がよみがえる。月が明るい深夜、草地に倒れた彼女は艶やかな金の髪が乱れ、美しい顔を覆い隠していた。細い四肢は奇妙な方向にねじ曲がり、白い夜着がときおり風にはためいていて、真っ赤な鮮血が大量に地面に沁み込んでいた。

「…………」

　しかしダニエラは氷のように整った顔を微塵も動かさず、目を伏せる。

　淡々と意識を切り替え、棚の上に出しっ放しだったダイヤモンドの首飾りを元の位置に置いた。そして引き出しを閉めて鍵をかけると、振り返らずに部屋をあとにした。






＊第四章









　イェンシュ地方はエッフェンベルク大公国に併合される前、古い一族が治める小さな国だったという。

　城の東側にある執務室はかつてここに王がいた頃の名残を残し、ドアや壁、調度や天井など、至るところに細かな木彫り細工が施された重厚な雰囲気の部屋だ。

　祖父の代からこの城に住むルドルフは、運び込まれたばかりの美術品の確認をしていた。ルドルフの代わりに諸外国で買い付けをしてきた美術鑑定士が、目の前でひとつひとつ説明する。

「こちらはランツァで買い付けた、新鋭の画家の作品です。神話をモチーフにしたものが多く、最近じわじわと人気が出てきています」

「……色使いが鮮やかで美しい。構図も目を引くものがあるな」

　ルドルフは他の貴族の子弟と同じく十代の後半に数年間留学し、語学や宮廷マナーを学んだ。その際、古代バローニの彫刻や絵画に触れて美術品に興味を抱き、現在は諸外国の幅広い品を買い付けて国内に流通させる事業を行なっている。

「そしてこれがその作家の描いた、上流階級の令嬢の肖像画です。女性の造形や肌の質感が素晴らしく、おそらくこちらでも人気が出る作風でしょう。彼はもしルドルフさまが援助してくださるなら、ランツァを出てエッフェンベルク大公国に来るのもやぶさかではないと」

「考えておこう」

　若く才能ある芸術家を見出し、世に広く知られるようになるまで支援をするのは、貴族として重要な役割だ。

　ふと張り出し窓から外に視線を向けたルドルフは、城の敷地を箒で掃く見慣れない召使いの姿に気づく。十六、七歳に見えるその少女は淡い栗色の髪をしていて、可憐な面差しが印象的だ。周囲に人の姿はないが、手を抜かず丁寧に仕事をしている。

　報告を終えた美術鑑定士が退室していき、入れ替わりに家令のベルトラムが手紙を持って入ってきた。ルドルフは窓の外を見ながら、彼に問いかける。

「あの召使いは？　見覚えがないと思うが」

「彼女は数日前に雇った、新しい小間使いです。アンシュッツの大農園で働いていた娘で、ヴェンツェルに伯母が住んでいるとか。身元はしっかりしていて、前の雇い主の紹介状もございます。旦那さまには採用した当日にご報告いたしました」

「……そうか」

　確かにそんな報告を、聞いたような気がする。

　ルドルフは執務机に向かい、ベルトラムが持ってきた手紙の束を順次確認した。いずれも妻のエルヴィーネの訃報に対するお悔やみの手紙で、心配する言葉に感謝の念はおぼえるものの、読んでいるうちに気持ちが滅入ってくる。

　気づけば深くため息をつき、疲れた目頭を押さえていた。それを見たベルトラムが、気遣わしげに言う。

「旦那さま、お疲れなのではありませんか？　最近は夜もあまり眠られていないのでは。ハーロルト、旦那さまにお茶を」

「はいっ」

　部屋の隅に控えていた従者見習いの少年が飛び上がり、急いで執務室を出ていく。ルドルフは苦笑いして言った。

「確かにあまり眠れてはいないが、仕事は滞りなくしているつもりだ。大事にしないでくれないか」

「だからこそ心配なのです。無理はなさらず、何もお仕事をなさらない日を作られたほうがよろしいのでは？」

　ベルトラムの言いたいことはわかるが、彼の勧めどおりに休めば、仕事に影響が出てしまう。書類の決裁はもちろん、顧客である貴族との渉外はルドルフでなくてはならないものが多く、従兄弟のイアンにすべてやらせるのは難しかった。

「お前の気持ちは受け取っておくよ。ありがとう」

　ルドルフの言葉にベルトラムは「いえ」と答え、二、三の報告をしたあと、執務室を出ていく。

　その後、ルドルフはハーロルトの淹れてくれたお茶を飲み、彼に休憩を与えた。そして調べものをするために城の一階の蔵書室へと向かったが、中庭に差しかかったところでふと足を止める。

（あれは……）

　中庭にいるのは、先ほど執務室から見かけた小間使いだ。

　彼女は林檎の木に梯子を掛け、赤く熟した実をもぎ取っている。手にした籠には半ばほどまで実が入っていたが、重いのか何度も腕に持ち直していて、梯子から両手を離している様子がひどく危なっかしく見えた。

「君、ちょっと……」

　ルドルフは戸口に立ち、小間使いに「気をつけるように」と注意喚起しようとした。

　彼女はルドルフの声に驚き、ビクリと肩を揺らす。小間使いがこちらを振り向き、次の瞬間、彼女の華奢な身体が梯子の上でグラリと傾いだ。

「あっ……！」
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　使用人の朝は早く、六時には起きて身支度をし、三十分後から働き始める。

　今日の午前、ニーナは客室の掃除のあと、城の二階にある物置の清掃を言いつけられていた。物置といってもガラクタが置かれているのではなく、今は飾っていない美術品などが並べられた展示室のようなところだ。

（このお城に来て、もう四日。……下級使用人たちにそれとなく聞いてみたけど、お姉さまについては誰も詳しくは知らないのだわ）

　薄暗い室内で美術品のひとつひとつから埃を落としながら、ニーナはそんなことを考える。

　直接言葉を交わす機会のない身分なのだから、それも無理はない。しかしほとんど有力な情報がないのは、エルヴィーネがこの城で過ごした日数が短かった上、自室にこもりがちで使用人の目に触れる機会がなかったためらしい。

（わたしが知っているお姉さまは、そんな内向きな人ではない。……こちらに来て以降、お姉さまの気持ちに一体どんな変化があったの？）

　彼女のばあやであるテレーゼの居場所も、いまだつかめていない。噂さえ聞こえてこない状況だ。

　エルヴィーネに日常的に接していたのは彼女の夫のルドルフ、そして城で働く上級使用人たちだが、ニーナはそのいずれとも接触を持てずにいた。

（このままだと、ただ時間が過ぎてしまうだけだわ。やはり夜に、お城の中を探索してみたほうがいいのかも……）

　日中は城内のあちこちを使用人が行き来し、許可のないところに入り込めばすぐに理由を聞かれてしまう。彼らの目をかいくぐって城の探索をするのは、明るいうちはとても無理だ。

　悶々としながら美術品を磨き上げたニーナは、それらを元どおりの位置に戻し、上の者に確認してもらう。その後は暑い中で城の敷地の掃き掃除をし、戻ってきたところで、女中頭のイザベラから「中庭の林檎を摘んできてほしい」と頼まれた。

「旦那さまのお茶の時間にお出しする、林檎のシュトゥルーデルを作るのよ。とりあえず籠がいっぱいになる程度に摘んできてくれるかしら」

「はい、わかりました」

　小柄なニーナには、梯子を運ぶのも一苦労だ。

　引きずるように梯子を移動させ、五メートルほどの高さの木に立て掛ける。枝には真っ赤な実がたわわに実っていて、仄かに甘い匂いを漂わせていた。

（いい匂い。アルノルト伯爵家のお屋敷の庭園にも、林檎の木があったっけ……）

　幼い頃はエルヴィーネと一緒に収穫し、お菓子やコンフィテューレにして長く愉しんだ。

　そんなことを思い出しながら梯子を上り、実を摘み始める。七、八個摘んだ頃には籠はかなりの重量になっていて、何度も持ち直す羽目になった。

（ふう、重い。いっぱいになるまで摘んで、片方の手で持てるかしら……）

　額に汗をかきながら、籠を持ち直す。そのとき突然、背後から声が響いた。

「君、ちょっと──」

　思いがけないタイミングで声をかけられたニーナは、ビクリと肩を揺らした。驚いて振り向くと、そこには見知らぬ背の高い男性が佇んでこちらを見ている。

　次の瞬間、バランスを崩した身体がグラリと傾ぎ、ニーナは息をのんだ。

「あっ……！」

（落ちる……！）

　腕に掛けた籠から林檎が飛び出し、草の上にボトボトと落下する。自身も地面に叩きつけられるのを覚悟したとき、背後からがっしりと身体を受け止められた。

「大丈夫か!?」

「……っ」

　ニーナは呆然と自分を受け止めた男を見つめる。

　心臓がドクドクと鳴り響き、恐怖で身体がすくんでいた。気づけばニーナは動揺のあまり、目の前の男に向かって抗議していた。

「き、急に声をかけないでください。びっくりするじゃないですか……！」

「すまない。『危ない』と言おうとしたんだが、逆に驚かせてしまったな」

　八つ当たりめいた言葉に、男は怒ることなく素直に謝る。

　二十代半ばほどに見える彼は、とても端正な顔立ちをしていた。宝石のようにきらめく青の瞳、癖のない髪は銀に近い金色で、肩くらいの長さを赤いリボンで一本に結わえている。

　ニーナはふと、男の服装に目を留めた。シャツにタイ、ベストを着た上にフロックコートという恰好の彼は、明らかに使用人ではない。その佇まいには気品が漂っており、ニーナはたった今自分が文句をつけた相手がどんな素性なのかを考えて、静かに青ざめた。

「あの……」

「うん？」

「もし間違っていたら大変失礼ですけれど、もしかしてあなたは、フリードハイム候ルドルフさまでは……？」

「ああ、そうだ」

　ニーナは飛び上がるように居住まいを正し、スカートの裾を直す。そして急いで頭を下げて謝罪した。

「申し訳ございません！　せっかく助けてくださったのに、わたし、旦那さまに失礼な言い方を……！」

　ニーナの慌てぶりを見たルドルフが目を丸くし、軽く噴き出す。彼は楽しげに言った。

「別に構わない。君を驚かせてしまったのは事実だし、私のような立場になると、誰かに怒鳴られたりという機会はまったくないからな。とても新鮮でいい」

「ど、怒鳴ってなんかいません……」

　言葉を返すのは失礼と知りつつも、どうしても訂正したくて、ニーナは小さく言う。ルドルフは柔らかな微笑みを浮かべて「そうか」と答えた。

「怪我はないか？」

「はい。あの……旦那さまが、受け止めてくださったので」

「よかった。嫁入り前の身を怪我させたとあっては、君のご両親に申し訳が立たない」

　立ち上がったルドルフが、服に付いた葉を軽く払う。そして地面に落ちている林檎を拾い集めて籠に入れると、ニーナに手渡して言った。

「仕事熱心なのはいいが、事故には気をつけるように。では、私はこれで」

　ニーナは「……ありがとうございます」とつぶやき、立ち去っていくルドルフを見送る。

（あの方が、ルドルフさま。……お姉さまの夫）

　まさかこんなところで城主である彼に会うとは思わず、ニーナはしばしぼんやりする。

　以前アルノルト伯爵家に送られてきた彼の肖像画を見たことがあるが、実際のルドルフはそれよりも格段に気品があり、整った顔をしていた。背が高く、細身でありながらしっかりと均整の取れた体型なのは、おそらく以前軍務に就いていたからに違いない。

　姉の夫になった人はどんな人物なのだろうと、ニーナはあれこれ想像していた。侯爵という地位から気位の高い男を想像していたものの、先ほど言葉を交わしたルドルフはひどく気さくで優しく、何だか肩透かしを食った気持ちになる。

（あの方は……こちらに来てからのお姉さまを知っている。詳しく話を聞きたいけど、この城でのわたしの身分は低すぎるし、こんなふうに言葉を交わす機会はもうないかもしれないわ……）

　中庭に立ち尽くしたニーナは、じわじわと焦りをおぼえる。

　せっかくイェンシュ城に潜入したのに、有益な情報は何ひとつつかめていない。エルヴィーネの夫のフリードハイム侯爵に直接会った今も、肝心なことは聞けずに手をこまねいている。

（やっぱり夜、城の中を探索してみよう。まずはテレーゼさまがどこにいるのかを、突き止めなくては）
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　大量の蔵書を保管している蔵書室に入ったルドルフは、小さく息をつく。古い書物の匂いがかすかに漂うこの部屋はいつも静謐な雰囲気で、一人になりたいときによく来ていた。

　書架に歩み寄り、目当ての本を探し出して手に取ったルドルフは、ふと動きを止める。つい先ほど会った新参の小間使いのことを思い出し、気づけば微笑んでいた。

（……小さくてキャンキャン吠える、元気な娘だったな）

　林檎の木に掛けた梯子から彼女が落下しかけたとき、ルドルフは思わず飛び出していた。小柄な小間使いは華奢で軽く、受け止めるのはまったく苦ではなかったが、涙目の彼女に「急に声をかけるな」と猛然と抗議されたときは本当に驚いた。

（何だか久しぶりに笑った気がするが。……半月ぶりくらいか）

　──そう、「彼女」が亡くなった日以来だ。

　妻のエルヴィーネを思い出すたび、ルドルフの心は罪悪感で疼く。彼女に対しては、後悔の気持ちしかない。もっと自分にできることはあったのではないか、そうしたら死なせるような事態にはならなかったのではないか。そんな深い悔恨が、ずっとルドルフを苛み続けている。

　いつもこちらと目を合わせず、うつむきがちな妻だった。何とか気持ちを解そうとあれこれ話しかけ、外出に誘ったりしたものの、そんなときの彼女は申し訳なさそうな顔をし、小さく断りの文言を口にするばかりだった。

　本当はいくつか、エルヴィーネの死に関して引っかかっている部分がある。しかし喪失感で無気力になっている今のルドルフは、それについて深く考えることができずにいた。

（もう少し時間が経ったら……アルノルト伯爵の元に直接出向き、エルヴィーネの死に関するお詫びと遺品の返還をしなければならないな）

　突然愛娘の訃報を受け取った伯爵の悲しみと憤りは、二日前に届いた手紙から嫌というほど伝わってきた。だが今はどうしても余裕がなく、彼に直接会って説明できそうにない。

　ため息をついたルドルフは、本を手にしたままぼんやりと外に視線を向ける。そして嵌め込み窓越しに木々の鮮やかな緑を見つめ、憂鬱な表情で物思いに沈んだ。






＊第五章









　城の使用人は朝早く夜遅いのが当たり前で、家令や従者は主人が夜会から帰ってくるまで起きているのが通常だ。

　下級使用人たちは夕食を済ませたあと、夜十時から十一時頃に就寝する。小間使いのニーナは食堂で食器の片づけと洗い物を手伝い、城の四階の使用人区画にある部屋へ戻った。

　そっと扉を開けてみると、同室のエッダは既に就寝しており、かすかな寝息が聞こえてくる。窓側の壁が斜めになっているのは、ここが城の屋根の真下に位置する部屋だからだ。

　彼女を起こさないよう静かに部屋に入ったニーナは、机の上のランプに明かりを灯した。一日働いた身体はくたくたに疲れていて、本音を言えばさっさと着替えて眠ってしまいたい。しかし今日の予定は、いつもと違う。城で働く者たちが眠り込んだ深夜、ニーナは城内を探索するつもりでいた。

（いっぺんに見て回るのは無理だから、何日かに分けて歩いてみよう。今日はとりあえず東側かな）

　日中、仕事をしながら不自然にならない範囲で城のあちこちを見て回り、大まかな構造は把握している。

　問題は、一体何時に部屋を抜け出すかということだ。人目につかないようにするには、使用人たちが寝静まるまで待たなくてはならない。

（本を読んで待っていよう。集中すれば、一時間くらいなんてあっという間だし）

　そう考え、私物の本を開いたニーナだったが、仕事の疲れもあって気づけば深く眠り込んでいたらしい。机に突っ伏した状態からハッとして起き上がり、慌てて時計を見る。

（大変……！　もう一時になってる）

　立ち上がったニーナは、エッダがぐっすり眠っているのを確認して、そっと部屋を出た。

　深夜の城内は、しんと静まり返っている。使用人の部屋がある階のため、廊下は天井が低く簡素な造りだ。

　明かりを持っていては誰かに発見されるかもしれないと考え、あえて手ぶらで出てきた。絨毯が敷き詰められた暗い廊下を、ニーナは慎重に歩く。

（本当に静か……でもひょっとしたら誰かいるかもしれないし、用心しなくちゃ）

　仕事をしながら見たところ、一階は大きなエントランスホールや古い武具を並べた展示室、厨房などがあり、怪しい場所はなかった。そのため二階から探索を始めることを決めたニーナは、飾り棚がいくつも並ぶ回廊を東に進む。

（アルノルト伯爵家のお屋敷とは比べ物にならないくらい、豪華な内装のお城だわ。フリードハイム侯爵家は豊かだとは聞いていたけど、これほどだなんて）

　城の中心部まで進むと、二階から四階まで吹き抜けになった大きなホールがある。舞踏会などが開かれる場所で、壁面や柱には聖人や草花を象った精巧な木彫り装飾がびっしりと施され、並べられた彫像やわずかに灯された蝋燭の明かりも相まって、ひどく荘厳な雰囲気を醸し出していた。

　こんなにも絢爛な場所は、今まで大聖堂くらいしか見たことがない。そう考えながらニーナはホール脇の通路を回り込み、二階の東側を探索する。

　しばらく歩き回った結果、この階は趣向を凝らした豪華な部屋や会議室、それに音楽堂や劇場など、城主とその家族が娯楽のために使用する部屋ばかりがあるのがわかった。

（テレーゼさまはお姉さまの側仕えとはいえ使用人だし。この辺りにいるはずがないか……）

　せっかく危険を冒して探索したのに、結果が空振りとなり、ニーナは肩透かしを食う。しかし城内は広く、まだ行っていない場所がほとんどだ。

（このまま西側に進んで……あちら側を調べてみようかな）

　広い城内には無数の小部屋があるため、行ってみる価値はある。そう考え、ニーナが吹き抜けのホールに向かうと、視線の先に手に明かりを持って巡回する衛士の姿が見えた。

　ドキリとしたニーナは、慌てて廊下の飾り棚の陰に身を隠す。

（大変。見つかったら、絶対にここにいる理由を問い詰められる……）

　深夜の時間帯、こんな場所にいるのを見つかってしまったら、金目のもの目当てでウロウロしていたのかと疑われてしまう。

　このまま飾り棚の陰で息をひそめて、衛士がホールからいなくなるまでじっとしていよう──そう決意し、棚にぴったり身体を押しつけたが、突然振り向いた衛士がこちらに向かって歩いてくる。予想外の動きに、ニーナは猛烈な焦りに駆り立てられた。

（どうしよう、今動いたら見つかる……っ）

　次の瞬間、突然背後から口を塞がれ、ニーナは心臓が飛び出るかと思うくらいに驚いた。口を塞ぐ手は大きく、男のものだとわかる。咄嗟に振り解こうとするニーナの耳元で、低い声が言った。

「しっ、何もしないから、じっとするんだ。衛士に見つからないよう、こちらの角まで静かに下がるぞ」

　混乱しながらも無言で頷くと、男はニーナの口から手を離さないまま壁沿いに下がり、角を曲がる。そしてひそめた声でささやいた。

「──こっちだ」

　男がニーナの手を引き、左側の階段を上る。三階に到着したあとは迷いのない動きで廊下を進み、彼は右手にあった部屋の扉を開けた。

（ここは……？）

　月明かりが差し込む室内は赤い絨毯が敷き詰められ、猫脚のソファを始めとしたいくつもの椅子や応接セットが置かれている。絵画が飾られた壁にステンドグラスの嵌まった窓など、息をのむほど優美な空間だ。

　天井からは豪華なシャンデリアが下がり、明かりを点ければさぞ美しいだろうと想像できた。

「通称『王のサロン』──かつてこの城を築いた王が、お気に入りの画家たちと芸術について語り合った部屋だ。今はまったく使っていないが」

　そう言って振り向いた男は、今日の昼間に顔を合わせた相手だ。ニーナは息をのみ、小さくつぶやく。

「……旦那さま……」

「君が衛士に見つかりたくなさそうに隠れていたから、ここに連れてきたんだが。余計なお世話だったかな」

　彼──このイェンシュ城の主であるルドルフは、そう言って微笑む。ニーナはドクドクと鳴る心臓を持て余していた。

（どうしよう……まさか旦那さまに見つかるだなんて）

　衛士に見つかるのと同じくらいに、まずい状況だ。フロックコートを着ておらず、いつもよりラフな恰好の彼は、ニーナを見つめて問いかけてきた。

「さて、君の雇い主として聞かせてもらうが。こんな時間に、一体どんな用事であそこにいたんだ？」

「……っ、あの……」

　ゴクリと生唾を飲み込んだニーナは、目まぐるしく頭を働かせながら答える。

「実は昼間に城のあちこちをお掃除していた際、大事な首飾りを失くしてしまったのです。それを探して、城内を歩き回っていたのですけど」

　──口にした言い訳は、万が一誰かに見つかったときのためにあらかじめ考えていたものだ。

　ニーナの言葉を聞いたルドルフが、意外そうに眉を上げた。

「首飾り？」

「はい。亡くなった姉からもらったもので、とても大切な品です。普段は見えないように首に掛けていたのですが、鎖が切れてしまったみたいで」

　ルドルフが気の毒そうにニーナを見つめてくる。

「なるほど。確かに形見の品ならば、何が何でも探し出したいものだろうな。姉君はいつ頃亡くなられたのか、聞いていいか」

「は、──半年前、です」

　つい最近とは言えずに嘘をつくと、ルドルフが「……そうか」とつぶやく。

　室内に、沈黙が満ちた。本当はニーナがこの区画に来たのは初めてで、首飾りなど落としてはいない。完全にこの場を切り抜けるための言い訳だ。

　だがたとえ理由があったとしても、深夜に城内をうろつくのは見咎められて当たり前だ。ましてやニーナがいたのは、本来城主やその家族が利用する部屋ばかりの階で、言い訳を完全に信じてもらえるかどうかは賭けだった。

　そのときルドルフが、ポツリとつぶやいた。

「身内を亡くす悲しみは、理解できる。私もそうだからな」

「えっ……？」

　一瞬遅れ、ニーナはルドルフがエルヴィーネについて語っているのだと気づく。

（どうしよう──この方に、お姉さまについて聞いてみるべき？）

　しかしニーナは数日前に雇われたばかりの、新参の小間使いだ。いきなり踏み込んだ話をすると、不躾だと思われるかもしれない。

　そんなふうに考えていると、ルドルフがさらりと言った。

「その首飾りは、一体どんな形なんだ？」

「あの……小さな石が一粒だけ付いた、シンプルなものです。石はアメジストで」

「私も気をつけて見ておこう。もし見つけた場合は私の元に届けるようにと、ベルトラムにも申しつけておく」

　突然の申し出に、ニーナは慌てて言った。

「とんでもございません、旦那さまのお気持ちだけで充分です。失くしてしまったのはわたし自身の過失ですし、自分で探しますから」

「いや。大事な形見なのだし、早く見つけたいだろう。だからこそこんな深夜に、暗い中を探していたんじゃないのか？」

「……っ」

　真剣な面持ちにはこちらを心配する気持ちがにじんでいて、ニーナの中で罪悪感が疼く。

（首飾りを失くしたなんて、嘘なのに……）

　ニーナはぎゅっと拳を握り、遠慮がちに問いかける。

「わたしはともかく、旦那さまは今、どこかに行こうとしていた最中だったのですか……？」

「私か？　眠れなくて、中庭に行こうとしていたところだ。まあ、今日だけじゃないんだがな」

　そう言って目を伏せた顔がどこか疲れているように見え、ニーナはふとルドルフの身体が心配になる。

（眠れないって……何か悩みがあるってこと？）

　侯爵ともなれば貴族同士の社交のみならず、領地の運営や事業についてなど、考えなければならない案件は多いに違いない。

　そんなふうに考えるニーナの顔を見つめ、ルドルフがふっと笑う。そして穏やかに言った。

「さあ、君はもう自分の部屋に戻れ。明日の朝も早いんだろう？　ちゃんと眠らないと、仕事に差し支える」

「でも……」

「深夜に城内をうろついていたのは褒められたことではないが、姉君に免じて不問にしておこう。ベルトラムや女中頭イザベラには報告しないから、安心していい」

　ルドルフに廊下まで送り出され、ニーナは彼の顔をじっと見つめる。ルドルフが不思議そうに見下ろしてきた。

「何だ？」

「あの──どうか旦那さまも、しっかりお休みください。眠れないのはとてもつらいことですが、いつもご多忙でいらっしゃるのですし、お身体を壊されては大変です」

「…………」

「温めたミルクにブランデーを垂らしたものを飲むと、気持ちが緩んでよく眠れるそうですよ。あ、カモミールのお茶もいいと聞きました。それから香りの良いものを枕元に置くと、眠りが深くなるとか」

　ニーナの言葉を聞いたルドルフが眉を上げ、やがて面映ゆそうに微笑む。途端に端正な顔がひどく優しい印象になり、ニーナはドキリとした。

「ありがとう、試してみるよ。見回りの衛士はこのあと二時間は東側には来ないが、廊下は暗いから、気をつけて戻りなさい」

「はい、ありがとうございます。失礼いたします」

　暗い廊下を歩き出した途端、背後から「ああ、そうだ」という声が聞こえ、ニーナは足を止めた。

「はい？」

「君の名前は？」

　ルドルフの問いかけに、ニーナは慌てて答える。

「ニーナ……ニーナ・レンバッハです」

「そうか。おやすみ、ニーナ」





　　　＊＊＊






　家令は貴族の屋敷内ですべての使用人を統括する立場にあり、人材の任免や給与の支払い、経理なども担う。また、主人の身の回りの世話は主に従者たちがするものの、朝に寝室に行って起こすのだけは家令の特権だ。

　朝八時にベルトラムが主の寝室に行ったとき、ルドルフはベッドの中で既に目を覚ましていた。

「おはようございます、旦那さま。朝のお茶をお持ちいたしました」

「ああ」

　朝日が差し込む明るい寝室は壁面がすべて飾り細工の羽目板で覆われ、天井にはフレスコ画が描かれた豪奢な内装になっている。普通なら使用するのに気後れしてしまいそうな雰囲気の部屋だが、貴族らしい気品のあるルドルフはまったく引けを取らず、ひどく自然に見えた。

　大きなベッドの上で身体を起こした彼は、いつもより顔色が良い。それにホッとしつつ、ベルトラムは微笑んで言った。

「昨晩はよくお休みになられましたか？　今日はお顔の色が良いように見受けられますが」

「うん？　……ああ、そうだな」

　ベルトラムの言葉を聞いたルドルフが、チラリと微笑む。そしてカップとソーサーを受け取り、お茶を一口飲んで言った。

「──ところでベルトラム、もし城内で首飾りが落ちているのを見つけたら、私の元に届けてくれないか」

「首飾り……でございますか？」

「ああ。小さなアメジストが一粒だけ付いた、シンプルなものだそうだ。とても大事な品らしいから、他の使用人たちにも周知を頼む」

　一体なぜ突然彼がそんなことを言いだしたのかわからず、ベルトラムは不思議に思う。するとこちらの表情で疑問を察したルドルフが、説明した。

「実は昨日、小間使いの娘が探し物をしているところに偶然行き当たったんだ。姉の形見である首飾りを失くして困っているというから、力になると約束した」

「……さようでございましたか」

　いつも下の者たちへの気配りを忘れない、主らしい言葉だ。

　ここ最近、塞ぎ込みがちだったルドルフの顔が心なしか明るく見え、ベルトラムは「何か心境の変化でもあったのだろうか」と考える。しかしあえて踏み込むようなことはせず、彼が元気そうな様子に安堵しながら、恭しく答えた。

「承知いたしました。使用人たちに、よく申し伝えておきます」






＊第六章









　イェンシュ城の二階には、大規模な晩餐会を開催するための広いダイニングルームがある。そこで使われるのは、最高級のクリスタルガラスや銀製の美しい食器だ。

　午後一時に昼食を済ませたあと、ニーナはダイニングルームでそれらの高級食器を磨く仕事を与えられた。

「真鍮の器もお願いね。それが終わったら、水の容器とランプの手入れよ」

「はい、わかりました」

　しばらくすると一緒に仕事をしていた召使い二人が廊下から呼ばれて出ていき、そちらで何か話している。

　一人になったニーナは、しばらく真面目に銀器を磨いていた。しかしふと欠伸が出てしまい、慌てて気を引き締める。

（いけない。新人のわたしが欠伸しているのを見られたりしたら、他の召使いたちの不興を買ってしまうわ）

　強い眠気の理由は、ここ二日ほど深夜に城の探索をしているからだ。

　一昨日は二階の東側、昨夜は西側を調べた。しかし収穫はまったくなく、ニーナの中に焦りばかりが募る。

（でも旦那さまから、衛士の巡回のタイミングを教えてもらえて助かったわ。西側を見回っていないときは東に行ってるってことだし、見回りは二時間おきだって言ってたし）

　一昨日の夜のでき事を思い出すたび、ニーナの心は少し落ち着きをなくす。

　ホールを巡回していた衛士に見つかりそうになったとき、偶然そこに居合わせたルドルフは三階の「王のサロン」にニーナを連れ込んで助けてくれた。そしてその場しのぎで口にした「姉の形見の首飾りを探している」という言い訳を信じ、深夜に城内をうろついているのを不問にしてくれた。

　それどころか「もし見つけたら自分のところに届けてもらえるよう、ベルトラムに申しつけておく」とまで言ってくれ、ニーナは胸にこみ上げる罪悪感を押し殺す。

（わたしの不審な行動を見逃してくれるなんて……旦那さまはきっと、心が広い方なんだわ）

　言葉を交わしたのは二度目だが、ルドルフは相変わらず気さくで優しかった。端正な顔立ちや泰然とした雰囲気を前にすると過剰に緊張してしまい、結局姉に繋がることは何も聞けなかった自分がニーナは情けなくなる。

（「身内を亡くす悲しみは理解できる」って、あの方は言っていた。あれはやはり、妻であるお姉さまのこと？）

　ニーナの印象では、ルドルフはとても優しい男に見える。だが明るく健康だったエルヴィーネが、アルノルト伯爵領を旅立ってわずか三ヵ月で亡くなってしまったことは動かしがたい事実で、その死因が事故と自殺、他殺のどれかなのは確実だ。

（あの方は、お姉さまの死について何かを知っている。もしかして眠れないのはそのせい……？）

　ルドルフがエルヴィーネの死因に関わっているかもしれないと考えると、ニーナの心はざわめく。だが侯爵たる彼には気軽に近づけず、他のルートから探ったほうがよさそうだ。

（連日寝不足になるのはつらいけど、今夜もまた城の内部を調べてみよう。自分の足で探すことでしか、真実には近づけないんだもの）







　そう決意も新たにした日の夜、深夜の探索に出掛けたニーナは、中庭付近で思いがけない人物に遭遇した。

「──あ」

「やあ、また会ったな」

　ちょうど中庭に出ようとしていたのは、ルドルフだ。見回りの衛士がいないとすっかり油断していたニーナは、慌てふためいて言い訳する。

「あのっ、わたし、首飾りが見つからなくて、それで──」

「ああ、まだ探していたのか。そういえば私のところにも、報告がきていない。ベルトラムには話をしてあるんだが」

　彼は微笑み、ニーナを見下ろして言う。

「大方昼間は忙しくて、なかなか城内を探せないんだろう？　小間使いなら、あちこちで用事を言いつけられて引っ張りだこだものな」

「はい、そうです……」

　嘘をつくことに申し訳なさをおぼえつつ、ニーナはモソモソと答える。

　ルドルフが開きかけた中庭への扉から、外の空気がかすかに吹き込んできていた。それを見たニーナは顔を上げ、彼に問いかける。

「あの、旦那さまはまた眠れなくてここに……？」

「ああ。ちょうどいい、君には少し話し相手になってもらおうか。おいで」

　突然思いがけない提案をしたルドルフが、さっさと中庭に出る。彼はこちらを振り返り、驚いて立ち尽くすニーナを見つめて言った。

「ほら、こっちだ。この辺りのベンチなら陰になっていて、たとえ見回りが来ても見つからない」

　ルドルフに勧められるまま、ニーナは建物の庇が掛かった部分に置かれたベンチに歩み寄る。戸惑いながら腰を下ろし、居心地悪くうつむくニーナに、彼が不思議そうな顔で問いかけてきた。

「なぜそんなに端に座るんだ？　余裕があるんだから、もっとこちらに来たらどうだ」

「あ、あの、恐れ多くて……」

　ニーナの返答を聞いたルドルフが一瞬目を丸くし、そして笑う。こちらの緊張はある程度仕方がないと思ったのか、彼はそれ以上突っ込まずに言った。

「君がこの城に来て、そろそろ一週間だったな。どうだ、仕事には慣れたか？」

「はい。お城の広さや中の豪華さには驚きましたけれど、皆さん親切な方ばかりで、何とかお仕事をさせていただいています」

　イェンシュ城は使用人たちの雰囲気が悪くなく、職場として申し分のないところだ。

　食事は品数が多い上、三食おなかがいっぱいになるほどの量を出してもらえる。制服は洗い替え用に充分な枚数を支給されて、部屋も相部屋とはいえ清潔だった。

　ニーナがそう言うと、ルドルフは微笑んで言った。

「なるほど。そう言ってもらえると、うれしいものだな。ベルトラムがしっかりやってくれているおかげだ」

　彼はゆったりと脚を組み、寛いだ様子で中庭を眺めている。

　広い中庭には数日前ニーナが収穫をしていた林檎の木の他、欅や楠などが何本も植えられ、昼間は芝生の上に心地よい日陰を作っている。ハーブ類が数多く茂り、聖人の胸像が置かれた空間は、緑が旺盛で美しかった。

　こうした眺めを前にすると、ニーナはアルノルト伯爵家で働く養父のハンスを思い出す。

（お父さんの造る庭とは少し雰囲気が違うけど、ここのお庭もすごくきれいだわ……）

　慣れ親しんだ土地を離れてまだ半月ほどのはずなのに、もうかなりの時間が経ってしまったような気がする。

　しかしここに来た理由は、姉のエルヴィーネの死因を探るためだ。郷愁を心の奥底に押し込めたニーナは、頭の中で言いたいことを整理する。そして勇気を出して口を開いた。

「あの、旦那さま」

「うん？」

「一昨日の夜、旦那さまはお身内を亡くされたとおっしゃっていましたけれど……それは一体、どなたのことなのですか？」

「────」

　何も知らないふりをして繰り出した質問に、ルドルフがしばし沈黙する。やがて彼は、目を伏せて答えた。

「そうか、君は何も知らないんだな。……亡くなったのは、私の妻だよ」

「奥さま……？」

「ああ。先月の末に、亡くなったばかりだ」

　ニーナはドクドクとなる胸の鼓動を押し殺し、わざと驚きの表情を作る。そして急いで謝った。

「申し訳ございません……！　お城の方たちは、奥さまに関しては何も話してくれなくて」

「いや、当然だ。使用人が主人に関する噂をすることは、どこの家も家令が厳しく禁じている。規律がしっかり守られているということなんだろう」

　互いの間に、重い沈黙が満ちる。

　ニーナがエルヴィーネの話題を出したのは、いちかばちかの賭けだった。さりげなく話題を振って、彼女に関する情報を引き出せたらいい。ニーナにとってルドルフはいつでも会える相手ではないため、せっかくのチャンスを生かすべきだ。

（でも……）

　そう考えていたものの、やはりこんな質問は不躾だっただろうか。

　ルドルフの反応が怖くて、ニーナはチラリと隣の彼を窺う。不興を買ってしまったのかもしれないと考えると、なぜかひどく落ち着かない気持ちになっていた。

　そんなニーナの葛藤をよそに、ルドルフが静かな口調で言った。

「──妻の死に関しては、実はまだ自分の中で整理がついていない。毎日、後悔や自己嫌悪に苛まれて……夜も眠れなくなっている。情けないだろう？」

「そ、そんな。当然です、大切な方を亡くされたのですから」

　ルドルフの声音には苦渋がにじんでいて、ニーナはたった今自分がした質問を恥じる。

　エルヴィーネに関する情報欲しさに、妻を亡くしてまだ日が浅い彼の心の傷を抉ってしまった。ルドルフの態度からは思いのほか彼がエルヴィーネを想っていたことが伝わってきて、ニーナはいたたまれなさをおぼえる。

「本当に申し訳ありません。わたし、旦那さまのお気持ちも考えずに……失礼なことを」

「気にするな。話したのは私のほうだし、君に悪気がないのはわかっている」

　かすかな風が、木々の葉を揺らす。

　サワサワという葉擦れの音を聞いていたニーナは、ふと思い出してポケットに手を入れた。

「あ……旦那さま。些末なものですけれど、これを」

「何だ？」

「ラベンダーのサシェです。香りには安眠効果があるといいますから、庭師の方の許可を得て、お庭のラベンダーを少し分けていただいたんです」

　──休憩時間に端切れを縫い、小さなクッションの形に作った。花を乾燥させた期間が一日だけのため、香りの持続期間が短いかもしれないとニーナが説明すると、ルドルフが手渡されたものをじっと見下ろす。

「……わざわざ私のために作ってくれたのか？　君が？」

「はい。旦那さまが、眠れないとおっしゃっていたので……。お会いできる機会は、もうないかもしれないとは思ったのですけど」

　じわじわと恥ずかしさをおぼえ、ニーナはうつむく。

　会う予定もないのにこんなものを作っていた自分が、急に滑稽に思えてきていた。

（そうよ……この方の立場なら、きっともっといいものを手に入れられるんだから）

　わざわざ小間使いが作った拙いものを、使うことはない。そう考え、ニーナは小さな声で言う。

「あ、あの──やっぱりいいです。旦那さまには、もっとちゃんとしたものがふさわしいと思います。わたしのような者が作ったものは……」

「なぜだ？　せっかく手間暇かけて作ってくれたものを、そのように卑下することはない」

　ルドルフは鼻先にサシェを持っていってその匂いを確かめ、微笑む。

「うん、いい香りだ。確かにこうした匂いを嗅いでいると、よく眠れそうだな」

「旦那さま、でも──」

「早速今夜から、枕元に置いてみることにする。ありがとう、ニーナ」

　こちらを気遣った優しい言い方に、ニーナの胸の奥がきゅっとする。

（この方に、気を使わせてしまって……わたしは）

　まだ会話をするようになって日が浅いが、ルドルフが誠実で気配りができる人物だということは、言葉の端々から伝わってくる。

　だからこそニーナは、「探し物をする」と嘘をついてこの場にいることに、強い罪悪感をおぼえていた。

（でも、そもそもお姉さまのことを調べるために、このお城に潜入したんだから──）

　何としても、手がかりを見つけなくてはならない。そう自分に言い聞かせ、ニーナはベンチから立ち上がる。

「申し訳ございません、旦那さま。そろそろお暇させていただきます。もう時間も遅いですし……」

「──待ってくれ」

　ふいに手首をつかんで引き止められ、ニーナはドキリとして立ちすくむ。こちらを見る眼差しがひどく真剣で、後ろ暗いところのあるニーナは、それにすっかり動揺してしまった。

「あ、の……何か」

「君に頼みがある。夜に城内をうろつくことを許す代わりに、私の気晴らしにつきあってくれないか」

「き、気晴らし、ですか？」

「ああ。実は一昨日の夜、君と会話をしたあとで部屋に戻ると、すんなり眠りにつくことができたんだ。普段話す機会のない立場である君が相手だから、いい気分転換になったんだと思う」

　思いがけない提案に、ニーナは混乱しながらルドルフを見下ろす。そして小さな声で問いかけた。

「気晴らしとおっしゃいますけれど、具体的には何を……」

「今日のように、しばらく他愛のない話につきあってくれればいい。疲れているときもあるだろうし、私も所用で帰りが遅い日もあるから、本当に互いの都合のいいときだけで構わない。どうだ？」

「────」

　ニーナは咄嗟にどう答えるべきか迷った。

　気晴らしのため、話し相手になってほしいとルドルフは言う。彼は本来ニーナが気軽に話せるような人間ではなく、正直なところ気後れを感じていた。

（……でも）

　話し相手になれば、ルドルフはニーナが深夜に城内をうろつくことを黙認してくれるという。それは万が一、衛士や他の使用人に見つかってしまった場合、強力な保険になるのではないだろうか。

　迷っていた時間は、おそらくほんのわずかだった。ニーナは目まぐるしく頭の中で考えながら答えた。

「……わかりました。旦那さまのお話を、お受けいたします」

「本当か？」

「はい。わたしでお役に立てるのであれば」

　ルドルフがうれしそうに破顔する。彼は上機嫌で言った。

「では夜十二時半に、中庭のこのベンチで待ち合わせをしよう。ここならちょうど柱の陰になっていて、深夜はまったく人目につかないはずだ。五分待って来ない場合は、諦めて帰る。いいか？」

「はい。承知いたしました」





　　　＊＊＊






　八月も終わりに差しかかってくると、厳しかった暑さが徐々に和らいでくる。

　午後の時間帯、ルドルフは執務室で会計士から財務に関する報告を受けていた。そこでドアがノックされ、従兄弟のイアンが入ってくる。

「おっと、取込み中か」

　イアンはそう言って立ち止まったが、ルドルフは手元の書類にサインをして会計士に手渡しながら答えた。

「いや、もう終わったから大丈夫だ。ケストナー、ご苦労だった。引き続きよろしく頼む」

「はい、旦那さま」

　会計士が退室していき、イアンが執務机に歩み寄ってくる。

「オスヴァルト公爵から連絡がきた。先日仕入れたというカトゥッロの彫刻を、ぜひ見せてもらえないかと」

「そうか」

　貴族や中流階級の人々の中で、美術品蒐集を趣味としている人間は多い。フリードハイム家は諸外国で買い付けた美術品の鑑賞会を定期的に開催しており、毎回盛況だ。

　中には会の前に仕入れの噂を聞きつけ、他者に先んじて連絡をしてくる者もいて、今回のオスヴァルト公爵もそうした一人だった。

　イアンが上機嫌で言った。

「夜会で餌を撒いた甲斐があったな。オスヴァルト公爵は素封家だし、多少値段に色をつけてもきっと承諾する。一番いい買い手なんじゃないか？」

「ああ。君の手柄だ」

　ルドルフの事業の補佐をしているイアンは、普段からまめに夜会に出掛け、仕入れた美術品の噂を意図して流している。社交的で如才ない彼に、ぴったりの役どころだ。

「明日か明後日に時間が取れるから、公爵にそのように手紙を出しておこう」

「そうしてくれ。ところで二週間後に予定している、美術品の鑑賞会はどうする？　もしお前がその気でないのなら、延期したほうがいいんじゃないか」

　イアンの言葉を聞いたルドルフは、すぐに首を振る。そして机の書類の束を片づけながら答えた。

「いや、大丈夫だ。既に招待状も送付済みだし、予定どおりに行おうと思う」

「そうか」

　ルドルフの言葉を聞いたイアンが、意外そうに目を瞠る。彼は探るような目つきでこちらを見ながら言った。

「少し元気になったか？　心なしか表情が明るく見える」

「だいぶ眠れるようになってきたからな。まだ気持ちの整理はつかないが、いつまでも塞ぎ込んではいられない」

　妻のエルヴィーネが亡くなって以来、不眠症気味だったルドルフだが、ここ数日それは改善傾向にある。

　理由はおそらく、深夜の気分転換だ。ふとしたことから知り合った小間使いの娘と言葉を交わすことが、今のルドルフのささやかな楽しみとなっていた。

　会って話す内容は、他愛のないものばかりだ。その日の天気、日常にあった些末なでき事、互いの家族についてなど、さほど実のある話はしていない。

　だが侯爵という立場にあり、気軽に話せる相手がいないルドルフにとって、そうした話をするのはひどく新鮮だった。生真面目で純朴な小間使いはいつも誠実な言葉で受け答えをしてきて、とても印象が良い。彼女が手ずから作ってきたラベンダーのサシェも、安眠に一役買っているのかと思う。

（……ベルトラムには、不思議そうな顔をされたがな）

　ルドルフの枕元に置かれた手作りのサシェを見つけたベルトラムは、すぐに「旦那さま、これは……？」と問いかけてきた。

　落とし物の首飾りについて話をした小間使いに、お礼代わりにもらったものだと説明すると、驚いた顔で「さようでございますか」とつぶやき、それ以上は追及してこなかった。

　ルドルフの顔をしばらくじっと見つめていたイアンが、小さく息を吐いて言う。

「まあ、お前が元気になってきたのなら、何よりだ。とりあえずはオスヴァルト公爵との商談だな。日程が決まり次第、教えてくれ」

「ああ、わかった」

　イアンが執務室を出て行き、ルドルフは一人となる。

　鑑賞会の招待客について確認しておこうと机の引き出しを開けたルドルフは、ふと懐紙の包みに目を留め、それを手に取った。

（……エルヴィーネ）

　中はリボンで結わえられた遺髪で、金糸のごとき艶やかな髪が波打っている。

「────」

　ほんの少し気持ちが浮上したかと思えば、すぐにこうして後悔の沼に引き戻される。ニーナという話し相手ができ、夜に少しずつ眠れるようになってきたルドルフだったが、そうした現実の中で妻を失った痛みを束の間忘れていた。

　自分の薄情さを思い知らされた気がして、ルドルフはじっと目を伏せる。

（私は……）

　十代の半ばで母親を亡くしたとき、そして一年余り前に父親を亡くしたときも、ルドルフはしばらく喪失感に苦しんだ。しかし今回はそれとはまた違った痛みが、じりじりと心を苛んでいる。

（君は私を、許さないかもしれない。妻を失ったのにたやすく日常に戻ろうとする私を、薄情だと思うかもしれない……）

　──それとも彼女は、こちらに対してそんな感情すら抱きはしないだろうか。

　物憂げな表情になったルドルフは、遺髪を懐紙に丁寧に包み直す。そして元の場所にそっと置き、無言で引き出しを閉めた。






＊第七章









　その日は朝からホールに下級使用人が集められ、女中頭のイザベラから説明があった。

「来たる九月十三日、当家にたくさんのお客さまをお招きし、美術品の鑑賞会が開催されます。つきましてはその日までの約二週間、城内すべてのシャンデリアや暖炉など、普段やらない部分の掃除まで徹底するように。それぞれ担当を決め、班長は私の元まで報告に来なさい。以上です」

　イザベラが去っていくと、ホール内は一斉にざわめき出す。

「うわあ、大変。暖炉の担当だけにはなりたくないわ」

　隣でエッダがそうつぶやき、ニーナは彼女に問いかける。

「やっぱり暖炉が一番大変なの？」

「そうよ。城内全部なら数が相当あるし、汚れるから皆やりたくないの。まあ、時季的に寒くなってくるから、そろそろかなとは思っていたけどね」

　古参の召使いたちが話し合って班分けをしたあと、それぞれ今日の仕事を割り振りされる。ニーナは洗濯室の手伝いに行くように言われ、城の敷地内にある小さな建物に向かった。

　建物内には大きなストーブがあり、中はひどく暑い。作業に携わっている使用人の数は二十人ほどで、それぞれ煮洗いや搾り、広げて干す係などに分かれ、奥の部屋ではアイロンをかけている者がたくさんいた。

　一五〇人超いる使用人たちの分まで洗濯をするため、一日を通して洗う量はかなりのものだ。ニーナは重曹で煮洗いしても落ちなかった染みを、一枚ずつ石鹸で揉み洗いする作業を言いつけられた。

（ふう、暑い……）

　金属製の盥に水を張り、石鹸を使って一枚ずつゴシゴシ揉む。洗濯板を使ったり、ブラシで擦ったりと、汚れに応じてやり方を変えるため、結構な重労働だ。

（でもこうして身体を使っているほうが、眠くなくていいかも。銀器の磨きとかだと、すぐに欠伸が出ちゃうし……）

　ここ数日、ニーナは深夜の時間帯、城主のルドルフの「気晴らし」につきあっていた。失くした首飾りを探すため、夜に城内を探索するのを許す代わりにと提示された条件だ。

　最初にルドルフからそんな提案をされたときは、本当に驚いた。彼の話し相手になりたい人物は他にいくらでもいると思うが、侯爵という地位にある彼は存外孤独らしい。

　あれから五日間、ニーナは毎晩深夜のおしゃべりにつきあっている。話す内容はごく他愛のないもので、はたしてあんな会話で気晴らしになっているのかは甚だ疑問だ。

　ルドルフは貴族でありながら偉ぶったところは微塵もなく、穏やかな人間だった。その人となりを見るにつけ、ニーナは「彼とエルヴィーネの結婚生活は、一体どんなものだったのだろう」と想像してしまう。

（あれほどの容姿で性格も優しい方なんだから、お姉さまとはお似合いだと思うんだけど……）

　こちらに来てからのエルヴィーネは、部屋に閉じこもりがちだったという。彼女は幼い頃から婚約していたルドルフに悪い印象を抱いておらず、輿入れのために旅立つときも終始笑顔だった。そのため、ニーナは姉の変化に違和感を拭いきれない。

　当初、彼からエルヴィーネに関する情報を引き出そうと考えていたニーナだったが、ここ数日はまったく話題に出せずにいた。それは初めて彼女に関する話題を振った際、ルドルフがひどくつらそうな表情を見せたからだ。

（旦那さまは……お姉さまを愛していた？　ならばお姉さまの死因には、直接関わっていないってこと……？）

　ルドルフの会話につきあう傍ら、ニーナは深夜の探索を続けている。だが収穫はまったくなく、焦りばかりが募っていた。

（お姉さまのお部屋に行ってみたいけど、やっぱり鍵がかかっているかしら。……日記や手紙とか、手がかりが残っているかもしれないのに）

　ルドルフやエルヴィーネ、上級使用人の部屋がある東側の三階は敷居が高く、なかなか踏み込む勇気が出ない。

　だがこれまでの捜索で成果が上がっていないのだから、そろそろあの階を調べることも考えなければならないのかもしれない。

（とにかく何か、情報が欲しい。……お姉さまに繋がる何かが）







　──そうして悶々としていた日の夜、ニーナは思わぬタイミングで手がかりをつかんだ。

（あら……？）

　午後十時半、食堂で食器洗いを手伝っていたニーナは、ふと窓越しに古参の召使いがお盆を手に外を歩いていくのに気づいた。

　手に持ったお盆には、パンとスープ、そして水差しだけが載っているように見える。既にすべての使用人たちが食事を済ませ、もう食器洗いも終わるところだ。それなのに召使いは、城の敷地内のどこかに食事を運ぼうとしている。

（門衛たちへの食事？　でも彼らは交代で城内に食事を取りに来るし、あんな量では男の人は到底足りないはず……）

「──……ナ、ニーナ？」

　ふいに横から呼ばれているのに気づき、ニーナは我に返って返事をする。

「は、はいっ？」

「どうしたの、ぼーっとして。もう上がっていいわよ」

　年嵩の召使いが、エプロンで手を拭きながらそう告げる。ニーナは慌てて答えた。

「あっ……では、失礼します。お疲れさまでした」

「待って。あんたはいつも頑張ってくれてるから、これをあげるわ。部屋でこっそり食べなさい、いいわね？」

　召使いが持たせてくれたのは、レープクーヘンと呼ばれる焼き菓子だ。小麦粉と砂糖、蜂蜜に、シナモンなどの香辛料とレモンの皮などを入れて作る。

　ささやかな心遣いにうれしくなったニーナは、笑顔でお礼を言った。

「ありがとうございます。大事にいただきます」

　布に包んだ焼き菓子をエプロンのポケットにしまい込み、廊下を歩きながら、ニーナは先ほど見た光景について考える。

（お盆を持った召使いは、城の敷地の西側に向かってた。あの方向にいる誰かに、食事を運んでるってこと……？）

　城に隣接した土地には洗濯室や酪農室、それに厩舎などがあるのは知っている。だが敷地内のすべてをくまなく見て回ったわけではないため、他に建物があるかどうかはわからない。

（……あの召使いが向かった方向を、調べてみよう）

　城には正面の入り口以外にいくつか通用口があり、そこから外に出られる。行ってみる価値はあると、ニーナの直感がささやいていた。

　その数時間後、部屋でわずかな仮眠を取ったニーナは、深夜十二時半に中庭まで来ていた。満月である今晩は雲ひとつなく、辺りはひどく明るい。風はかすかに吹く程度で穏やかな天気だったが、ここ数日は夜になるとだいぶ気温が下がってきている気がする。

（明日からは、上に何か羽織ってきたほうがいいかしら。でも旦那さまの「気晴らし」って、一体いつまで続くんだろう……）

　エルヴィーネの死に関して、まだ心の整理がついていないのだとルドルフは言っていた。後悔や自己嫌悪に苛まれ、夜も眠れなくなっているのだと。

　それほどまで夫である彼に愛されていたのなら、エルヴィーネは幸せだったのではないだろうか。それとも死因に裏があると思うのはこちらの勝手な想像で、彼女は本当に突発的な事故で亡くなったのだろうか。

（でも……だったらこちらに来たあとのお姉さまの変化に、説明がつかない。お姉さまには確実に何か悩みがあって、塞ぎ込んでいたはず）

　考えているうちに時間が経っていて、気づけば十二時半を八分ほど過ぎていた。かすかな風に吹かれたニーナは、小さく息をつく。

（旦那さま、来ない。……きっと今日はお忙しかったんだわ）

　最初に決めたルールでは、五分過ぎても相手が現れない場合、諦めて帰ることになっている。

　侯爵である彼は社交で出掛けることが多々あり、日中も執務をしていることを考えれば、疲れもあるだろう。そう考え、ニーナはベンチから立ち上がった。

　このあとは厨房の勝手口から外に出て、数時間前に召使いがお盆を持っていった方角を調べようと考えていた。外を調べるのは初めてで見回りの衛士の存在が気になるものの、行ってみるしかない。

　城内に戻ろうと歩き出した瞬間、前方に人影が見えた気がして、ニーナはドキリとして立ちすくんだ。誰かが来たのかと考えて肝が冷えたが、姿を現したのはルドルフでホッとする。

「旦那さま……」

「ニーナ、遅れてすまない。商談で人と会っていたんだが、帰り際に引き止められて、急遽晩餐会に出席することになってしまって」

　ルドルフは今しがた帰ってきたばかりで、自室でくつろぐ間もなく中庭まで来たらしい。ニーナは驚いて言った。

「お疲れなのですから、無理に来てくださらなくてよかったのです。わたしも今帰ろうとしていたところですし」

「今日は昼間に比べてだいぶ気温が下がっているし、こんな中で君が待っているのかと思うと、居ても立ってもいられない気持ちだった。間に合ってよかったよ」

　ルドルフが微笑み、それを見たニーナの胸がきゅっとする。そしてそんな自分に、戸惑いをおぼえた。

（どうしてわたし……こんな）

「座らないか？　せっかく会えたんだ、このまま帰るのも何だろう」

　ルドルフが笑いながらそんな誘いをかけてきて、ニーナは言われるがままベンチに座る。隣に腰掛けた彼に、遠慮がちに問いかけた。

「お忙しくて……いらっしゃるのですね。ご領地の運営の他に社交や商談もなさるだなんて、ご自分の時間はなかなか持てないのではありませんか？」

「よく知っているな。君たちの目線では、私は毎日夜会や狩猟で遊んでいるように見えているのだとばかり思っていたよ」

「そ、そのようなことはございません。爵位を持つ方々は国の大事の際に戦場に赴き、最前線で指揮を執られるために、戦死なさる方も多いと聞きます。そんなご立派な志を持つ方が、ご領地を運営するためにたくさんの人々を雇用し、その者たちの生活をも成り立たせてくださっているのです。何をしていても、能天気に遊んでいるなどと考えるはずがありません」

　ニーナがそう熱弁をふるうと、ルドルフは面映ゆそうな表情になる。

「……そう言ってくれるとありがたい。頑張る甲斐があるというものだ」

　中庭に、皓々とした月明かりが降り注いでいる。芝生の上には建物や木々の影が落ち、胸に染み入るような美しい光景だった。

　ふとニーナはポケットの中に入っているものに気づき、それを取り出した。

「旦那さま、お疲れなら甘いものなどいかがですか？　これをどうぞ」

　差し出したのは、洗い場でもらったお菓子だ。包みを開いてみると、ポケットに入れていたせいかいくつか割れてしまっていて、ルドルフが目を丸くする。

「……これは」

「あっ、す、すみません！　もらったときはちゃんとしていたのですけど、ポケットの中で割れてしまって」

　恥ずかしさで、一気に顔が赤くなる。こんな割れた状態のものを主人に差し出すなど、言語道断だ。

　しかも動揺の余り、本来「申し訳ございません」と言うべきところを、うっかり「すみません」と言ってしまった。重ね重ねの失態に、ニーナは泣きたい気持ちになる。

（わたしの馬鹿。穴があったら隠れてしまいたい……）

　慌てて包みを隠し、場を取り繕おうと試みる。しかし次の瞬間、突然ルドルフが噴き出した。唖然とするニーナの目の前で、彼は楽しそうに言う。

「何というか君は、人の心を和ませる名人だな」

「あ、あの……」

「隠さなくていい。割れていて構わないから、ひとつくれないか」

　ニーナの膝の上からレープクーヘンをひとつ取ったルドルフが、それを口に放り込む。咀嚼した彼は、微笑んでこちらを見た。

「うん、美味い。夜中に甘いものを食べるというのも、なかなか乙なものだ」

「旦那さま……」

「ほら、君もひとつ食べるといい」

　そう言ってルドルフは、手に取ったレープクーヘンをニーナの口に入れてくる。拒否できずに受け入れてしまったニーナは、火照った頬を持て余しながらモソモソと咀嚼した。

「お、美味しいです……」

「ああ」

　ルドルフがこちらの様子を愛でるように見つめてきて、ニーナはいたたまれなさをおぼえる。思わずうつむくと、ふいに彼が手を伸ばし、顎に触れてきた。

「──欠片が付いてる」

「……っ」

　お菓子の欠片を自分の指先で取ったルドルフが、何気ないしぐさで口に入れた。それを見たニーナはぎょっとし、まじまじと彼を見る。

「あ……あの……」

「ああ。すまない。つい」

　あっさりと謝ったルドルフは、まったく意に介した様子がない。言葉が出ないニーナを尻目に、彼は膝の上のお菓子の包みを見つめて言った。

「残りは全部もらっていいか？」

「は、はい。もちろん」

「ありがとう。さて、私はそろそろ行くよ。寒くなってきたし、君も探し物は早く切り上げて、部屋に戻るように」

　ルドルフはそう言って立ち上がり、こちらを見下ろしてくる。彼は笑いをにじませた目で言った。

「ではニーナ、おやすみ」

「はい、……おやすみなさいませ」

　去っていくルドルフの背中を見送りながら、ニーナは火照ったままの頬にそっと触れる。

（旦那さま、どうして……あんな）

　まるで恋人にでもするかのような、親密なしぐさだった。ルドルフが軽い気持ちでした行動なのはわかっていつつも、男性に免疫のないニーナは心臓のドキドキが治まらない。

　一方でこんな胸の高鳴りをおぼえる自分を、ひどく不謹慎だと感じた。彼は雇い主で、姉の夫だ。異性として意識するのは間違っている。

　ニーナは深呼吸し、気持ちを入れ替えた。くだらないことを考えている暇はない。今夜のニーナには、行かねばならないところがある。

（そうよ。召使いが向かった方角に何があるかを、この目で確かめなくては）

　建物の中に戻ったニーナは、辺りに目を配りながら厨房を目指す。

　火が落とされ、真っ暗な厨房は、人がいないとひどくガランとして見えた。勝手口は内側から鍵がかかっていて、それをはずして外に出る。

　外に出るとひんやりとした風が髪を巻き上げ、ニーナはそれを押さえながら周囲を見回した。

（確か召使いは、こっちの方角に向かっていたはず。見回りの衛士に見つからないように、物陰に身を隠しながら歩こう）

　草を踏みしめ、ニーナは歩き出す。

　城の壁沿いに歩くと、前方に穀物貯蔵庫が見えてきた。その向こうには家畜小屋がいくつか連なり、鶏や豚、牛が飼育されている。

（そっか。厨房の近くだから、こういう建物があるんだ……）

　敷地内には小さな建物が多く存在し、中には相当古く崩れかけているものもあった。ひとつひとつ確認していったニーナは、やがて少し離れたところにある納屋のような建物に、ぼんやりと明かりが灯っているのに気づく。

（何だろう。誰かいるの……？）

　──ひょっとしてそこにいるのは、召使いが食事を運んでいた人物だろうか。

　ドクドクと鳴る心臓の音を意識しながら、ニーナは足音を立てないよう、そっと納屋に近づく。明るい満月の光で、地面に落ちる自分の影がやけにはっきりと見えた。ニーナは窓枠に手を掛け、中の様子を窺ってみる。

（カーテンが閉まっていて、よく見えない。……他にも窓はあるかしら）

　建物の周囲を回り込み、もうひとつ窓を発見する。そこもカーテンが閉まっていたが、わずかな隙間があり、中の様子が見えた。

　どうやらここは納屋ではなく、誰かが寝起きしているようだ。といっても造りはひどく狭く、手前に簡素なテーブルと椅子、そして奥にベッドとチェストがあるだけの小さな部屋だった。おそらく宿直の衛士などが、仮眠を取るために使用している建物なのだろう。

　目を凝らしたニーナは、明かりの正体がチェストの上の小さな燭台だと気づく。そして薄暗い室内に視線を巡らせ、ベッドの上に横たわって眠る人物を見つけて息をのんだ。

（……テレーゼさま？）

　燭台の明かりはごくささやかで、ベッドの上の人物の顔には濃い陰影が差している。だがそこにいるのは、間違いなくエルヴィーネの側仕えであるテレーゼだ。

　ニーナは急いで周囲を見回し、人がいないのを確かめると、小屋の入り口に向かった。なぜこんな粗末な小屋にテレーゼがいるのか、わからない。だが見つけたからには、彼女から話を聞かずにはいられなかった。

　入り口には南京錠がかかっていて、ニーナは焦りをおぼえる。もしかしてテレーゼが監禁されているのかと考え、こうしているあいだにも彼女をそんな目に遭わせた人間が来るかもしれない気持ちにかられて、心臓がバクバクしていた。

　周囲に視線を巡らせたニーナは、すぐ近くに自分の拳より大きい石を見つける。拾い上げ、数回打ちつけるうちに錠が土台の木の部分ごと落ちて、扉が軋みながら開いた。ニーナは逸る気持ちを抑え、建物の中に入る。

「……テレーゼさま……？」

　ゆっくりとベッドに歩み寄ると、テレーゼは目を覚ましていた。彼女はいきなり暴漢が入ってきたと思ったのか、恐怖に顔を歪めている。だがニーナを見た瞬間、驚きに目を瞠った。

「……っ」

「テレーゼさま、ニーナです。アルノルト伯爵家で働いていた、エルヴィーネお嬢さまの侍女の」

　──約四ヵ月ぶりに会った彼女は、以前とはかなり様子が違っていた。

　テレーゼはアルノルト伯爵領を旅立った当時、六十歳という年齢を感じさせないほど元気で矍かく鑠しゃくとした人物だった。しかし今ニーナの目の前にいる彼女はひどく痩せ衰え、髪も乱れて、十も年を取ったように見える。

「お嬢さまのばあやであるテレーゼさまが、一体なぜこのような粗末な部屋に閉じ込められているのですか？　すっかりお痩せになって……おいたわしい」

　ニーナはベッドに歩み寄り、躊躇ためらいながらテレーゼの手に触れる。

　始めは信じられないという表情でニーナを見つめていたテレーゼだったが、彼女はみるみる目を潤ませ、涙をこぼし始めた。ニーナはテレーゼが言葉を発しないのを不審に思い、彼女に問いかけた。

「テレーゼさま、何かおっしゃってください。旦那さまもわたしも、お嬢さまの訃報を聞いて、とてもショックを受けたんです。突然塔から落ちて亡くなられたという手紙を受け取りましたが、旦那さまは『どうしても納得できない』とおっしゃって……。わたしはアルノルト伯爵家で働いていた事実を伏せ、お嬢さまの死因を探るべく、小間使いとしてここに潜入しました。テレーゼさまからは一度も連絡がなかったため、まだこのお城にいるのだと思い、ずっと探していたのです」

　ニーナの言葉を聞いたテレーゼが苦しげな顔をし、喉元に手をやる。そしてしゃがれた声で何か言った。

「……っ……ぅうっ……」

「えっ？　何ですか？」

　テレーゼは口を動かすが、喉からは唸り声しか出ない。それを見たニーナは、青ざめながらつぶやいた。

「……まさか、声が出ないのですか……？」

　テレーゼが頷き、あまりのことにニーナは絶句する。

（どうして……一体なぜ、こんな）

　想像もしていなかった事態に、顔から血の気が引いていく。

　エルヴィーネの輿入れに随行したテレーゼは、彼女の死後に一度も伯爵家まで連絡を寄越さず、こんな粗末な小屋に閉じ込められていた。

　しかしこの状況を見れば、テレーゼが自分の意思で連絡を寄越さなかったのではなく、誰かによって故意に外部との接触を断たれていたのがわかる。しかも声まで奪うという念の入れように、ニーナは冷たい確信が心を満たしていくのを感じた。

（やっぱりお姉さまの死は──事故じゃないんだわ。誰かが殺害し、その事実を隠蔽するために、事情を知るテレーゼさまを閉じ込めた……）

　ニーナはテレーゼの手を強く握り、彼女に向かって言った。

「テレーゼさま、やはりお姉さまは殺されたんでしょう？　犯人は一体誰なんですか？　お願いです、教えてください……！」

「……っ」

　テレーゼが身体を震わせ、ベッドの上に起き上がろうとする。ニーナがその背中を支えて手伝うと、こわばった表情の彼女が突然手をつかんできた。

「テレーゼさま、一体何を──……」

　テレーゼが急いだ様子で手のひらに文字を書き出したのに気づいたニーナは、ふと口をつぐむ。枯れ枝のような指が綴る文字を繋げ、小さく問いかけた。

「『このじかんは、もうすぐみまわりがくる』……？　テレーゼさま、そう書いたのですか？」

　テレーゼが頷き、ニーナはみるみる青ざめる。

（嘘……せっかくテレーゼさまを見つけたのに、そんな）

　ここに彼女を閉じ込めた人間と衛士は繋がっているのだと、ニーナは気づいた。ならばここに侵入しているのが見つかった場合、ただでは済まないはずだ。

　テレーゼが続けて綴った。

「『あなたに、つたえなければならないことがある』、『でもいまはじかんがない　すぐにもどりなさい』……？　テレーゼさま、ではテレーゼさまは、犯人を知っているんですね？」

　勢い込んで問いかけると、彼女が頷いた。ニーナはぎゅっと唇を引き結ぶ。

（やっぱり……お姉さまは殺された。そしてテレーゼさまは、犯人を知っているからこうして閉じ込められたんだわ……）

　テレーゼは一度書き出すと歯止めが利かなくなったように、「おじょうさまは、しんじてはならないにんげんをしんじてしまった」「あのかたは、けっしてみずからしぬつもりはなかった」──と続けざまに綴る。

　そしてハッとした顔で我に返り、こちらを見て激しく首を振った。そのしぐさに、ニーナは時間的にかなり切羽詰まっていることを悟る。

（どうしよう、早く逃げなきゃ……でもテレーゼさまをこのままにしておいて、大丈夫なの？）

「テレーゼさま、わたし──」

　言いかけたニーナに向かってテレーゼが口を動かし、声を出さずに「明日」と言った。

「明日？　……明日、必ず来いということですか？」

　頷くテレーゼの顔を、ニーナは食い入るように見つめる。

（明日──）

　こんな状況でなければ真実が聞けるのにと、ニーナはもどかしさをおぼえる。しかし今は、衛士に見つからずに逃げるのが先決だ。もし発見されれば、テレーゼの二の舞にならないとも言い切れない。

　ニーナは目の前の彼女の手を強く握り、早口でささやいた。

「明日の夜、必ずここに来ます。絶対に見捨てたりしませんから、どうかわたしを信じてください」

　テレーゼが複雑な表情でこちらを見つめ、そして頷く。ニーナは名残惜しさをぐっと抑え、立ち上がった。

　そうっと扉を開け、周囲を窺う。幸い辺りに人影はなく、足音を忍ばせて外に出た。後ろ髪引かれる思いで歩き出したニーナは、元来た道を戻りながら猛烈な焦りをおぼえていた。

（さっき小屋に入るために、南京錠を壊してしまったのは……やっぱり失敗だったわ。テレーゼさまを閉じ込めた人間は、警戒するに決まってる）

　もし彼女が監禁した人間にひどい目に遭わされたり、他の場所に移されたりしたら、どうしたらいいのだろう。そう考え、ニーナは胸が潰れそうになる。

　何としても、テレーゼをあの場から連れ出す方法を考えなくてはならない。しかし先ほど見た彼女はかなり弱っていて、自力で歩行できるかどうかは疑問だ。本来この城に潜入した目的はエルヴィーネの死の真相を探ることだったが、まずはテレーゼを連れて逃げるのを優先すべきかもしれない。

（ここから連れ出すにしても、行き当たりばったりでは確実に失敗する。ちゃんと計画を立てないと……）

　それまでテレーゼは、無事でいてくれるだろうか。そう思い、ニーナはぎゅっと顔を歪める。

（お姉さま、どうかテレーゼさまをお守りください。無事にアルノルト伯爵家に戻れるように、力を貸して……）

　ふいに吹き抜けた風は冷たく、思わず身震いした。少し湿った夜の空気の中、勝手口から厨房へ入りながら、ニーナは胸に渦巻く不安をじっと押し殺した。






＊第八章









　曇り空のその日は朝から重い雲が立ち込め、今にも雨が降り出しそうだった。

「──今、何と言った？　もう一度始めから話せ」

　風が強くなってきた午後の時間帯、執務室にいたルドルフは、目の前に立つ家令のベルトラムを注視する。直立不動の彼は、表情が読めない顔で口を開いた。

「奥さまの側仕えとしてアルノルト伯爵家から随行されたテレーゼどのが、今日未明に死亡しているのが発見されました。奥さまが亡くなられて以降に体調を崩しておりましたが、医師の見立てでは老衰ではないかと」

　ルドルフは眉をひそめ、彼に問いかける。

「ちょっと待て。体調を崩していたというが、私は何も聞いていない。確かにエルヴィーネが亡くなったあと、テレーゼの顔を見なくなっていたが……」

「奥さまの葬儀のあと、ショックと心労で倒れたのです。その後は城の一室で療養しておりました」

　ベルトラムの言葉を聞いたルドルフは、不可解さを強める。

　エルヴィーネが亡くなった直後は混乱していて、テレーゼのことにまで気が回らなかった。だが彼女が体調を崩したと報告された記憶がなく、納得のいかない気持ちがこみ上げる。

「ベルトラム、やはり私は何も聞いていない。そんな状況になっているのなら、なぜ私は彼女の様子を見に行くなり、アルノルト伯爵に事情を説明する手紙を書いていないんだ？」

「それは……」

　ベルトラムが言いよどんだ瞬間、別の声が割り込んでくる。

「──それはお前が、混乱していたからだ。ベルトラムはきちんと報告していたよ、僕が保証する」

「……イアン」

　執務室に入ってきたのは、従兄弟のイアンだ。彼はこちらに歩み寄ってくると、ルドルフを見下ろして言った。

「エルヴィーネが亡くなった直後のお前は、抜け殻のようになっていた。かろうじてこちらの問いかけに返事をし、何とか葬儀を執り行ったが、正直言って記憶があやふやな部分もあるだろう？　ベルトラムが報告をしたのも、そんなときだよ。あまり彼を責めてはいけない」

「…………」

　──イアンの言うとおりなのだろうか。エルヴィーネが亡くなった直後は悲しみと混乱がない交ぜになったひどい精神状態で、今細部まで思い出せるかと言われれば、それは難しい。

　ルドルフはしばらく目を伏せて考え込む。やがて顔を上げ、ベルトラムに告げた。

「すまない、ベルトラム。イアンの言うとおりかもしれない。今回の件に関しては私の記憶にないだけで、普段から職務を全うしてくれているお前は、きっとテレーゼについてもきちんと報告してくれていたんだろう。疑った私を、許してほしい」

「旦那さま、そのような」

「テレーゼの遺体は、今どこにある？」

「はい。ご報告してから埋葬しようと考えておりましたので、今は礼拝堂に安置しております」

「そうか。では行こう」

　立ち上がったルドルフは、城に隣接する小さな礼拝堂へ向かう。

　棺の中に横たわるテレーゼは、ルドルフの記憶よりだいぶやつれて見えた。年齢のわりに元気な印象の老女だったが、今は一気に年老いたように見える。

　ルドルフは手にした白い花を棺に入れ、つぶやいた。

「こんなに痩せて……エルヴィーネが亡くなったことで、さぞ気落ちしたのだろうな」

「最近は食が細くなり、パンとスープくらいしか口にしなかったようです」

　ベルトラムの言葉に、ルドルフは胸の痛みをおぼえる。

（エルヴィーネだけではない。テレーゼも──私が死なせたのと同じだ）

　エルヴィーネのばあやである彼女は、おそらく自分よりはるかに若い主人を亡くして、言葉にならないくらいのショックを受けたのだろう。年齢を考えれば、気力の衰えが死に繋がっても何ら不思議ではない。

「……丁重に弔ってやってくれ。テレーゼはエルヴィーネの側仕えだった人間だ、けっして軽々しく扱ってはならない」

「はい、承知いたしました」

　ルドルフは沈んだ気持ちで、テレーゼの死に顔をじっと見つめる。執務室から一緒に来たイアンが、後ろから棺を覗き込んで言った。

「元気でシャキシャキしたご老体だったんだがな。元々は、エルヴィーネの母君の乳母だったんだろう？　赤ん坊の頃から世話してきた、孫のような令嬢が突然亡くなったんだ。すっかり気が抜けて当たり前か」

「…………」

　重苦しい気持ちになったルドルフは、小さく息をつく。そしてイアンの顔を見ずに言った。

「私はアルノルト伯爵に手紙を書くため、執務室に戻る。エルヴィーネのみならず、テレーゼまで死なせてしまったことを、伯爵に深くお詫びしなければならない。……許してもらえるかはわからないが」

「ああ、わかったよ」
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　礼拝堂から、沈んだ面持ちのルドルフが出ていく。

　それを目礼して見送ったベルトラムは、テレーゼの葬儀の手配をするため、神父の元に行こうとした。そのとき背後から、「おい」と声が響く。

「礼はないのか？　ベルトラム。先ほど君が追い詰まった場面で、僕は効果的な助け船を出してやったと思うんだが」

「…………」

　ベルトラムはゆっくりと振り返る。そこにはイアンがいて、こちらを見ていた。彼は微笑んで言った。

「ルドルフが信じてくれてよかったな。テレーゼが実際にどんな扱いを受けていたかを知ったら、彼は君を許さないはずだ」

「……イアンさま、それは」

　反論しようとしたベルトラムだったが、結局何も言えず、言いよどむ。

　イアンの言うとおりだ。テレーゼが本当はどんな扱いを受け、そしてどんな死に方をしたのか。それを知ったら、ルドルフは決してベルトラムを許さないだろう。

（……私は……）

　家令という立場からすれば、城内で起こったでき事はすべて主人に報告するのが正しい姿勢だ。

　家内の一切の雑務を取り仕切る家令の権限は大きく、その分責任も重い。気苦労も多い職種だが、代わりに主からの全幅の信頼という、得難いものを手にすることができる。

　だからこそ、ベルトラムはあの場ではっきりと言えなかった。ルドルフが自分に対して怒りを向け、これまでの信頼や評価を失うかもしれないと思うと怖くて、彼に真実を伝えることができなかった。

　自責の念にかられ、うつむくベルトラムに、イアンがゆっくりと歩み寄る。彼は気安い感じでポンと肩に手を置き、笑って言った。

「まあ、そんな顔をするな。少し意地悪を言ったが、君の立場は充分理解している。今までいかに忠実にフリードハイム家に仕えてきたのかもね」

「…………」

「つまり僕が言いたいのは、これからも職務に励んでほしいってことさ。僕の意見としては、日常の些末なでき事まで逐一主の耳に入れなくてもいいと思ってる。今回の件は、もう取り返しのつかないことじゃないかな。たとえ君が真実を告げたとしても、テレーゼは生き返りはしない」

　ベルドラムは胸にズキリと痛みをおぼえる。確かに今さら真実を告げても、テレーゼの死は揺るがない。彼女の運命を変える機会は、とうに過ぎてしまった。

　ベルトラムは押し殺した声で問いかける。

「なぜ……そのような話を、私になさるのですか？　正直申し上げて、イアンさまのお考えがわかりません」

「僕は他家の人間とはいえ、フリードハイム家の事業を手伝っている身だ。家令の君に恩を売っておくのも、悪くないと考えてね。それにルドルフはあのとおり忙しく、妻のエルヴィーネを失った傷もまだ癒えていない。些末なことで煩わせないほうがいい」

　イアンが微笑み、肩をつかんでいた手にぐっと力を込める。そしてベルトラムの顔を覗き込んで言った。

「──僕らは互いにルドルフを支えたいと思っている、いわば『同士』だ。彼の気鬱を深めるような案件は、耳に入れるべきではない。君もそのつもりでテレーゼの件を黙っていたんだと思うが、違うか？」

　問いかけられ、ベルトラムは「そうだ」とも「違う」とも言えず、押し黙る。沈黙をどう捉えたのか、イアンは肩に置いていた手を離して言葉を続けた。

「僕は今回のことについて、ルドルフに何も言うつもりはないよ。それはこれまでの君の実績を、高く評価しているからだ。テレーゼの遺体を診た医師には、僕のほうから言い含めて小金を握らせておく。君はルドルフの意に沿うよう、彼女の葬儀をきちんと執り行ってやってほしい。それが僕らそれぞれの役割だ。いいか？」

　ベルトラムはしばし迷った末に、無言で頷く。イアンがホッとした顔でこちらを見た。

「よかった。では、僕はもう行くよ。今夜の夜会の準備があるからね」

　イアンが礼拝堂から出ていき、ベルトラムは一人になる。

　彼の「寛大さ」によって、自分の行動は見逃してもらえた。しかしそれが本当に正しいことだとは思えず、ベルトラムの忠誠心がズキズキと疼く。

（私の振る舞いは……やはり正しくない。誰よりも旦那さまに忠実であるべき立場なのに、今こうしてあの方に言えない秘密を抱えている……）

　だがベルトラムは、動けない。今の地位を失うかもしれないと思うと途端に身がすくんでしまい、冷たい汗がにじみ出していた。

　外は重い曇り空で、礼拝堂の中は薄暗い。棺の中のテレーゼの顔を正視できず、ベルトラムは無言で目をそらした。
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　雨がポツポツと降り出した夕方、城内各所で働く使用人たちに、家令のベルトラムから連絡事項が通達された。ニーナはその場にいた年上の召使いから、話を聞かされる。

「奥さまの側仕えで、伯爵家から随行されていたテレーゼさんが、今朝未明にお亡くなりになったそうよ。葬儀は明日で、今は礼拝堂に棺が安置されているから、使用人はそれぞれ手の空いたときに献花に行くようにって」

「────」

　あまりのショックに、言葉が出てこない。

　ニーナが城の敷地内にある小屋を見つけ、そこで数ヵ月ぶりにテレーゼと会ったのは、昨夜のことだ。以前と比べてひどく痩せ衰えてはいたものの、あれからたった数時間で亡くなるようには見えず、ニーナは愕然とする。

（テレーゼさまが……死んだ？　まさかわたしが小屋に侵入したことがばれて、それで……）

　みるみる涙が盛り上がり、頬を伝って落ちる。そばにいた召使いが、ぎょっとした顔でこちらを見た。

「ちょっとあなた、何で泣いてるの？　新人なら、テレーゼさんのことは知らないわよね？」

「あ……すみません、最近姉を亡くしたばかりなので。そのときのことを思い出して、つい涙が出てしまって」

　咄嗟にそうごまかすと、周囲の召使いたちは皆一様に同情の色を浮かべる。

「まあ、そうだったの。お姉さん、お気の毒だったわね」

「まだ若かったんでしょう？」

　ひとしきり慰めてもらったあと、彼女たちに誘われ、ニーナは一緒に礼拝堂に向かう。入り口には献花用の花が用意されていて、一人一本ずつ持って棺に向かった。

（……テレーゼさま）

　棺の中の彼女は、すっかり物言わぬ存在となっていた。

　血の気のなくなった顔はやつれ、瞼は固く閉ざされている。棺は決して粗末ではなくきちんとしたもので、身に纏っている衣服といい、侯爵夫人のエルヴィーネのばあやとしてふさわしい待遇を受けているように見えた。ニーナは心の中の荒れ狂う気持ちを、じっと押し殺す。

（あんなにも粗末な部屋で監禁しておいて──死んだらこうして体裁を取り繕うの？　都合の悪いことは喋らないように、声まで奪ったくせに……？）

　しばらくテレーゼの顔を見つめていたニーナは、棺に花を入れ、踵を返す。

　怒りと悲しみがない交ぜになった、複雑な感情が胸に渦巻いていた。テレーゼの死のきっかけが、昨夜ニーナが小屋に侵入したことであるのは間違いない。おそらく監禁した人物はテレーゼがエルヴィーネの死に関する秘密を漏らすのを恐れ、その命を奪ったのだろう。

（わたしが考えなしに錠を壊したから、テレーゼさまは殺されてしまったんだわ。わたしがあの方の命を、縮めてしまった……）

　助けられたかもしれない命だった。もっと上手く立ち回り、テレーゼをあの状況から連れ出せていたら。そもそも小屋への侵入の痕跡を残さなかったら、こんな事態にはならなかったかもしれない。

「……っ」

　顔を歪め、召使いたちの集団の最後尾からはずれて物陰に入ったニーナは、口元を押さえてしゃがみ込む。「必ず行くから、信じてほしい」と言って無駄な希望を与えてしまった自分の罪深さを、そして事態を最悪な結果に結びつけてしまった責任を、嫌というほど感じていた。

　こみ上げる嗚咽と、次々と溢れる涙を止められず、ニーナは膝に顔を伏せて心の中で謝罪する。

（ごめんなさい。ごめんなさい──テレーゼさま）







　その後、城の中で言いつけられた仕事をこなしつつ、ニーナはテレーゼの件について考え続けていた。

（テレーゼさまを監禁できる人間は、この城に何人いるだろう。一介の使用人には無理だから、たぶん上級使用人以上……）

　かつて同室のエッダが教えてくれたところによると、家令のベルトラムを筆頭に女中頭のイザベラ、料理長のゲラルト、そしてエルヴィーネの侍女だったダニエラが、主な上級使用人らしい。

（一番確率が高いのは、ベルトラムさまだわ。城内のことを一手に取り仕切っているんだし、やろうと思えば使用人の一人や二人、簡単にどうにかできるはず）

　城内を知り尽くしているという点では、女中頭も同じかもしれない。そこまで考え、ニーナはふと、この城でもっとも力を持っている人物に気づく。

（ベルトラムさまやイザベラさまより力があるのは──旦那さまだ。もしあの方がお姉さまの死に関わり、テレーゼさまの口を封じたいと考えていたのなら、すべて辻褄が合う……）

　ルドルフならばテレーゼを人目につかない場所に監禁することも、彼女の命を奪ったあとに何食わぬ顔で葬儀を行なうのも、たやすいことだろう。

　しかしニーナの目から見た彼は、妻であるエルヴィーネの死を心から悲しんでいるように見えた。もしあれが演技だったらと考え、ニーナは信じられない気持ちでいっぱいになる。

（わたしに見せていた顔は、嘘だった？　気さくで優しいところも、お姉さまの死を悔やんで、眠れないと言っていたのも……）

　雑巾を洗う手を止め、ニーナはぐっと顔を歪める。

　この城で起こったでき事について、主である彼が知らないのは不自然だ。そう思うのに、ニーナは何度か言葉を交わしたときのルドルフの優しさを信じたくてたまらなくなっている。

　外は夕方から雨が降り出し、風も吹いていた。夜が更けるにつれて雨足はどんどん強くなり、嵐の様相を呈していたが、ニーナは深夜十二時半に中庭に向かう。

（旦那さまに、直接聞きたい。……テレーゼさまとお姉さまのことを）

　中庭に出ると、外は強風が吹き荒れていた。ベンチ付近の上には屋根があるため、直接雨は掛からないものの、吹き込んだ水飛沫が全身を少しずつ濡らしていく。

　こんなにひどい天気なのだから、ルドルフはやはり来ないだろうか。寒さをおぼえたニーナが二の腕をさすった瞬間、横から声が響いた。

「──ニーナ」

「旦那さま……」

　強風が吹きすさぶ中、髪を乱したルドルフとニーナは、束の間見つめ合う。先に口を開いたのは、ルドルフのほうだった。

「こんなにひどい天気なのだから、今夜は来なくてもよかったんだ。なぜ来たんだ？」

「旦那さまこそ……わざわざいらっしゃらなくてもよかったのです。こんな天気なのですもの」

　ニーナの言葉を聞いたルドルフが、苦笑いする。彼はニーナのそばまで歩み寄ってきて言った。

「万が一、君が待っているかもしれないと考えたら……どうしても確認せずにはいられなかった。案の定いたんだから、来て正解だったな」

　ニーナの胸が、ぎゅっと強く締めつけられる。

　たかが小間使いにこんな気遣いをする人間が、本当にテレーゼを手にかけたのだろうか。ルドルフが二人の人間の死に関係しているとは、ニーナはどうしても考えたくはなかった。

　ニーナは重苦しい気持ちで口を開いた。

「今日……奥さまの側仕えでいらしたという、テレーゼさまが亡くなられたと聞きました」

「……ああ」

「奥さまが亡くなられてそれほど日が経っていないのに、お付きの方まで亡くなられるだなんて。原因は一体、何だったのですか？」

　ルドルフが物憂げに目を伏せて答える。

「老衰だと聞いている。エルヴィーネが生まれたときから仕えていた者だが、彼女が亡くなった際にかなりのショックを受け、以来ずっと臥せっていたと。最近は食も細くなっていたらしい」

「…………」

　嘘だ──とニーナは思った。

　テレーゼの死は、決して老衰ではない。数ヵ月ぶりに会った彼女は確かにひどく痩せていて、起き上がるのにも苦労するほど筋力が衰えていたが、すぐにどうにかなるようには見えなかった。

　ニーナの胸を、悲しみと失望が真っ黒に塗り潰していく。ルドルフはテレーゼに関して、嘘をついた。それは彼自身が二人の死に関わっていたという、確かな証拠にならないだろうか。

　押し黙るニーナの横で、ルドルフがポツリと言った。

「……さっきは『嵐の中で君が待っているかもしれないから、確認しに来た』と言ったが、それは半分嘘なんだ」

「えっ？」

「いろいろと気鬱が尽きなくて、正直参っていた。これまで信頼していた人間に対して疑いの気持ちを抱いたり、周りの誰も信用できないと考えたり……。そんなときに思い浮かんだのが、君の顔だった。──君に会いたいと思った」

　ニーナは驚き、ルドルフを見る。そして小さな声で問いかけた。

「なぜ……わたしなのですか？　わたしは旦那さまに、何も……」

「眠れない私のために、サシェを作ってくれただろう？　それから毎晩他愛のない話につきあい、笑顔でお菓子を差し出してくれた。そんな君の素朴な心遣いが、とてもうれしかった」

　ニーナは何と答えていいかわからず、押し黙る。

　ルドルフの印象は決して悪くなく、地位に驕らない部分も、雰囲気が穏やかなところにもホッとしていた。これまでの夜の「気晴らし」が、楽しくなかったと言ったら嘘になる。

（でも……）

　──彼はエルヴィーネとテレーゼの死に、関わったかもしれない。そう思うと、ニーナは何を信じていいのかわからなかった。この優しい顔の下は、実は冷酷なのだろうか。こうして小間使いである自分に構うのは、ただの気まぐれなのだろうか。

（わからない……この方の本心は、一体どこにあるの……？）

　ふいにルドルフが片方の腕を上げ、ニーナの頬に触れた。彼は濡れて貼り付いた髪をそっと払って言う。

「……濡れてる」

　突然触れた体温に、心臓がドキリと音を立てる。ルドルフの指がそのまま頬をなぞり、ニーナは戸惑って顔を上げた。途端に彼の瞳と合い、目をそらせなくなる。

（あ……）

　吸い込まれそうなくらい、深く青い瞳だ。風に乱された髪は彼の端麗な容貌を微塵も損なわず、ニーナはのまれたように言葉を失った。

　ルドルフが屈み込み、顔を傾ける。気づいたときには唇が触れ合っていて、ニーナは驚きに目を見開いた。

「……あ、の」

「嫌か？」

「い、嫌って……んっ」

　再び触れてきた唇に、言葉を封じられる。濡れた舌が合わせをなぞり、そっと中に押し入ってきた。ぬめる舌先の感触に、ニーナはビクッと身体を震わせる。口づけを解いたルドルフが、間近でささやいた。

「ずっとこうして触れたかった。会うたびに君の柔らかな雰囲気に癒やされて……毎晩離れがたい気持ちになっていた」

「だ、旦那さま……」

「君に頼みがある。話すだけでは足りないから──この身体で、私を癒やしてくれないか」

　ルドルフがニーナの手をつかみ、自らの口元に持っていく。あまりに急な展開に、ニーナは思考が追いつかない。ただ目の前のルドルフを見つめると、彼が言葉を続けた。

「決して乱暴にはしない。姫君を扱うような丁寧さで、君を大切にすると約束するから」

「あ、あの……」

　予想外の申し出にニーナは驚き、ひどく動揺していた。じわじわと顔が赤らむのを感じながら、つかまれた手を取り戻そうとする。

「だ、旦那さま、困ります。こんな……」

「金でも宝石でも、欲しいものがあるなら何なりと言ってくれ。すべてに応えられるかどうかはわからないが、できるかぎり君の意に沿うよう努力する」

「そ、そんなものは欲しくありません。あなたには、奥さまがいらっしゃるでしょう……!?」

　ニーナの言葉を聞いたルドルフが、虚を衝かれた様子で目を見開く。しばらく沈黙していた彼は、やがて何ともいえない表情でニーナを見つめ、苦く笑った。

「妻か。……そうだな、もう傍にはいないが、確かに私は妻帯者だ。妻を亡くしたばかりの身で他の相手に迫る私を、君は不実な男だと思うか？」

　ニーナは答えられずに押し黙る。ルドルフがようやくつかんでいた腕を離し、ポツリと言った。

「私のそばには、誰も残らない。大切なものほど……この手をすり抜けて、消えてしまう。父も母も、妻もだ」

　その声からは彼の抱える孤独が痛いほど伝わってきて、ニーナは強く胸が締めつけられた。

（ああ、この方は……寂しいんだ。わたしにすがらずにはいられないくらい）

　容姿にも家柄にも、商才にも恵まれていながら、本当に心を許せる人間がそばにいない。周囲に対して気を張り続け、自分のような小間使いにすがりたくなるほどに、神経がすり減ってしまっている。

　ふいに雨の勢いが強くなり、足元にザアッと雨粒が叩きつけられた。ルドルフが小さく息をつき、ニーナに言った。

「突然図々しい申し出をして、悪かった。私の立場で君にこんなことを頼むのは、地位を笠に着たずるいやり方だな。最初に頼んだ『気晴らし』は、今夜で終わりでいい。これまでつきあってくれたことに、心から礼を言うよ。……本当にありがとう」

「…………」

「じゃあ」

　ルドルフが踵を返し、去っていく。しばらく無言でその背中を見送っていたニーナは、勇気を出して口を開いた。

「……あのっ！」

　ルドルフが足を止め、こちらを振り返る。ニーナはうるさいほどに鳴る心臓の音を持て余しながら、彼に問いかけた。

「旦那さまは──その、先ほどの申し出を了承すれば、少しは心が癒やされるのですか？　……わたしがお相手でも」

　ルドルフがこちらに向き直って頷く。

「ああ。他の誰でもない、君がいいと思っている」

「二人だけの、秘密なのでしょうか。ベルトラムさまや従者の方にばれるようなことは……」

「君が望むなら、誰にも明かさない。秘密の関係にしよう」

　ニーナは目まぐるしく考える。

　ルドルフの誘いに乗ることには躊躇いがあるが、彼の懐に入るチャンスだ。上手く立ち回れば、ルドルフがエルヴィーネとテレーゼの死に関わったという確証を得られるかもしれない。

（でも……）

　ルドルフは、姉の夫だ。いくらエルヴィーネがもういないとはいえ、そんな相手と関係を持つことに、ニーナは強い背徳感をおぼえる。

　しかし真実に近づくためには、形振り構っていられなかった。エルヴィーネとテレーゼが殺された事実に対して、ニーナは悲しみと強い憤りを感じる。何としても犯人の正体を暴き、相応の報いを与えてやりたくてたまらなかった。

（お姉さまの仇を打つためなら、何だってする。もし旦那さまが犯人だとわかったら……そのときは）

　──そのときは、姉に代わって自分が痛みを思い知らせる。たとえ刺し違えてでも、彼女の仇かたきを打つ。ニーナはそう決意した。

　吹きすさぶ風の中、ニーナはゆっくりとルドルフに歩み寄る。そして悲壮な覚悟を胸に、彼に向かって告げた。

「わたしでよろしければ……旦那さまの『癒やし』になります。ただしこの関係は、誰にも言わないと約束してください。それが条件です」

「……本当にいいのか？」

　ルドルフの慎重な問いかけに、ニーナは頷く。そして身の内から湧き起こる怯えを必死に押し殺しながら、ささやかな嘘をついた。

「はい。わたしは旦那さまを……お慕いしていますから」
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　夕方から降り出した雨は時間が経つにつれて激しさを増し、一向に止む気配がない。

　暗い城内を歩いて三階にある自室に入ったルドルフは、戸口で所在なげに佇む小柄な小間使いを振り返った。

「遠慮せずに、入ってきていい。ほら」

「は、……はい」

　扉を閉め、おずおずと歩み寄ってくるニーナは、室内の豪奢な内装に気後れしているようだ。純朴なその反応を微笑ましく思いつつ、ルドルフは自分のそばまで来た彼女の頬にそっと触れる。

「髪も服も、湿って冷たくなってる。……寒いか？」

「少し……」

　小柄な小間使いは、ひどく緊張しているらしい。無理もない──とルドルフは思う。突然雇い主である自分からあんな誘いを受ければ、戸惑うのは当然だろう。

　本当は今夜、ニーナは中庭には来ないかもしれないとルドルフは考えていた。何しろ外は、この嵐だ。普通なら来るはずがない天気なのに、気づけばルドルフはあの場所に向かっていた。

（来ていないなら、諦めようと考えていた。……それなのに）

　強風が吹き荒れる中、ニーナは不安そうに中庭を見つめながらルドルフを待っていた。それを見た瞬間、ルドルフは彼女の律義さに胸が締めつけられるのを感じた。

　おそらく言葉を交わすたびに、少しずつ心惹かれていたのだと思う。初めて出会ったときのニーナは、梯子から転落しかけたことに動揺し、こちらに噛みついてきた反応が新鮮だった。

　二度目に会ったときは深夜で、彼女は眠れないというルドルフを心配し、安眠の方法を真剣に考えてくれた。次に顔を合わせたときは手作りのサシェを差し出してきて、そんな素朴な気遣いに心が温かくなった。

　十七、八歳に見えるニーナは、可憐な容貌の持ち主だ。淡い栗色の髪は柔らかそうで艶があり、緑の瞳は聡明な色をたたえている。顔立ちは愛らしく、生真面目な性格がにじみ出て見え、話し方に小間使いらしからぬ品があった。華奢で小柄なのにいつも一生懸命に立ち動いている印象があり、どこか小動物めいたその様子に庇護欲をそそられる。

「あ……っ」

　引き寄せて腕の中に抱きしめると、骨格の細さがつぶさにわかる。しばしその感触を堪能したルドルフは、ニーナに覆い被さるようにして口づけた。

「……っ」

　腕の中の身体が、ビクリとこわばる。ルドルフは彼女を怖がらせないよう、触れるだけのキスを何度か繰り返し、吐息の触れる距離でささやいた。

「……口を開けて」

「はっ、ぁ……っ」

　ほんのわずかに開いた唇の隙間から、口腔に押し入る。舌先をそろりと舐め、小さく柔らかな感触を味わいながら、徐々に口づけを深くした。ニーナの手が自分の衣服をぎゅっと握りしめてきたのに気づき、ルドルフは苦笑いする。

「そんなに硬くならないでくれ。口づけは初めてか？」

「……は、い」

　頬を紅潮させ、目を潤ませた様子に、いとおしさがこみ上げる。

　ルドルフはニーナの膝をすくい、その身体を抱き上げた。部屋の奥の寝台に向かうと、腕の中の彼女が必死に訴えてくる。

「だ、旦那さま、自分で歩けますから……っ」

「気にするな。君の身体は軽いから、抱えてもまったく苦ではない」

　柔らかな寝具の上に下ろした途端、ニーナは居心地悪そうに足先を動かす。そしてモソモソと言った。

「わたしの服のせいで、寝具が湿ってしまいます……」

「ならば脱いでしまえばいい」

　ルドルフは簡素なドレスのボタンに手を掛け、次々とはずしていく。緩んだ衣服からニーナの腕を抜き去り、脱がせて床に落とすと、彼女はシュミーズ一枚になった。

「……っ」

　ニーナの目元、熱くなった頬に口づけ、ルドルフは間近から甘く彼女を見つめる。ニーナの大きな緑の瞳には、戸惑いが色濃く浮かんでいた。

　彼女がふいに、ポツリと言った。

「あの……」

「うん？」

「旦那さまの、奥さまも……この寝台に」

　この寝台でエルヴィーネを抱いたのかと、ニーナは問いたいらしい。ルドルフは目を伏せ、苦い気持ちで答えた。

「──いや、それはない」

「えっ……？」

「妻の話はいい。今ここにいるのは、私と君だ。そうだろう？」

　ルドルフは目の前の華奢な身体を、ベッドに押し倒す。シュミーズ越しに胸のふくらみに触れた途端、ニーナが息をのんだ。弾力のある丸みを揉みしだきつつ、ルドルフは彼女の首筋に唇を這わせる。

「は……っ」

　張りのあるふくらみは少女らしい硬さがあり、手にしっくりと馴染む。首筋から喉元、鎖骨を唇で辿ったルドルフは、シュミーズの肩紐をずらした。

　こぼれ出てきた白い胸は清楚で美しく、肌に口づけてささやく。

「──可愛い」

「ぁ……っ」

　桜色の頂に、舌先で触れる。ビクリとわななく身体をやんわりと抑え込み、ルドルフは繰り返しそこを舐めた。刺激を受けた先端が芯を持ち、硬くたち上がる。少しきつめに吸い上げた瞬間、ニーナが高い声を上げた。

「っ、あ……っ！」

　色めいた響きの声に、劣情を強く煽られる。

　ルドルフはニーナの両の胸のふくらみを揉みしだき、それぞれを唇で愛した。細い二の腕にも口づけの痕を残し、背中にもキスの雨を降らす。

　胸を手のひらで包み込みながら肩甲骨の窪みを舐めると、ニーナが敷布をつかんで切れ切れの声を上げた。

「はぁっ……ぁ、旦那さま……」

「──ルドルフ、だ。二人きりのときは、そう呼んでほしい」

　初う心ぶな身体はひどく敏感で、些細な刺激にもビクビクと反応する。ルドルフは彼女のうなじにキスをしながら太ももを撫で上げ、下着の中に手を入れた。

「あっ……！」

　脚の間に触れると、そこは既に愛液がにじみ出していた。ぬめる感触を指で広げ、ゆるゆるとなぞる。ルドルフの指が花芯をかすめた瞬間、ニーナの腰が大きく跳ね、彼女が身を硬くした。

「……っ……や、そこ……っ」

「ああ、ここがいいのか」

　ルドルフは愛液を纏わりつかせた指で、快楽の芽を押し潰す。ニーナが「んっ」と声を上げ、そこはみるみる硬くなった。指先で転がす動きに、彼女の呼吸が荒くなる。

「んっ……ぁ、や……っ」

　触れれば触れるだけ潤んでいく目の前の身体に、ルドルフは夢中になる。溢れ出た愛液はじわじわと下着を濡らし、指を動かすたびに淫らな水音が立った。

　ニーナの秘所を嬲りながら、ルドルフは彼女の身体を仰向けにする。そして口づけるために屈み込もうとした瞬間、顔を紅潮させ、目にいっぱい涙を溜めているニーナに気づいた。

　異性と触れ合ったことがない彼女は、おそらくこちらの行為を受け入れるだけで精一杯なのだろう。その表情には未知の感覚に対する怯えが強くにじんでいて、ルドルフの中で罪悪感が疼いた。

（私は……）

　──今まで信頼してきた人間への不信、そして日々のフラストレーションが溜まり、ルドルフはそうした苛立ちをニーナに触れることで発散しようとしていた。

　だがそれは、あまりにも独り善がりな行動だ。いくら彼女に対する好意があるとはいえ、これほど性急に事を進めれば怖がられるのも無理はなかった。

「……すまない、ニーナ」

　ルドルフはニーナの身体を嬲るのをやめ、彼女の火照った頬をそっと撫でた。

「君を怖がらせたいわけじゃない。……だから今日はもう、終わりにしよう」
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　突然ルドルフが、行為を中断することを告げる。ニーナは驚いて彼を見上げた。

「あの……終わりって、どうして」

「君を傷つけるのは、本意じゃないんだ。そんなふうに泣きそうな顔をさせるつもりはなかった。……堪え性がなくて、本当にすまない」

　どうやらルドルフは、ニーナが涙ぐんだのを見て、罪悪感をおぼえたらしい。

　ニーナは寝台の上に身体を起こし、シュミーズの胸元を掻き寄せた。確かに先ほどまで、初めての行為にいっぱいいっぱいだった。ルドルフがエルヴィーネの死に関係しているかどうかを探るため、悲壮な覚悟を持って受け入れた関係だったが、男女の秘め事がこんなにも恥ずかしいものだとは思わなかった。

　ルドルフは最初から一貫してこちらを気遣い、充分すぎるほど優しい。しかしニーナの心には、やはりエルヴィーネへの後ろめたさがある。

（この方は……お姉さまの夫。いくら真実を探るためとはいえ、そんな人と関係するのは、本当に正しいことなの……？）

　ルドルフは鬱屈した日々の中、毎晩ニーナの素朴な雰囲気に癒やされていたのだという。「君に会いたかった」と言ったときの真摯な眼差しを思い出し、ニーナはぎゅっと胸が締めつけられるのを感じた。

（旦那さまはテレーゼさまの死に関して、「老衰だ」と嘘をついた。でもわたしに向けてくれた言葉が、すべて嘘だったとは思えない……）

　ニーナの目から見たルドルフは、いつも誠実だ。ときおり見せる笑顔が優しく、決して裏がある人物には見えない。

（ああ、……そうか）

　だからこそ、「ルドルフが姉の死に関わっていない」という確証を得たかったのだと、ニーナは理解した。非道な真似ができる人物だとは思えず、彼を疑いの眼差しで見るのが、苦しくてたまらない。

　そして唐突に気づく。ルドルフに口づけられたとき、驚きはしたものの、嫌悪は感じなかった。「私のそばには、誰も残らない。大切なものほど、この手をすり抜けて消えてしまう」というつぶやきを聞いたとき、彼を抱きしめてあげたいと強く思った。

（そうか。わたし……この方が、好きなんだ）

　──「姉の夫」で、もしかしたら彼女の死に関わったかもしれない男。そんな人間に、恋愛感情を抱いている。

　自覚した瞬間、エルヴィーネに対してひどい裏切りをしている気持ちになり、ニーナの胸に鋭い痛みが走った。

（だから旦那さまの申し出を……拒否できなかったんだ。わたしもこの方に惹かれていて、無実を信じたくて……だから）

　涙がこぼれ、頬を伝って落ちる。それを見たルドルフが、狼狽した顔で言った。

「泣かないでくれ、これ以上は何もしない。君が嫌なら、もう二度と無理強いはしないから──」

「……嫌では、ありません」

「えっ？」

「旦那さまが嫌で、泣いているのではありません。わたしが……不相応なことを求めすぎているだけなのです」

　ニーナの抽象的な言葉を聞いたルドルフが一瞬押し黙り、慎重に問い返してくる。

「……それは私が言葉を尽くせば、解決できることか？　もし私を信じられなくて、それでこの関係に腰が引けているなら」

「……そう、かもしれません」

　曖昧な答えを返すと、ルドルフがニーナの手を取る。そして甲に唇を押し当て、真摯な口調で言った。

「──ニーナ、君は私にとって、一番ホッとできる存在だ。鬱屈していた気持ちも、ささくれ立っていた神経も、君といるといつのまにか静まって穏やかになっている。邪心がなく、利害や損得など関係なしにまっすぐに私に接してくれていると、信じることができるんだ」

「……旦那さま」

「他の人間には、こんなふうには思わない。一緒にいるだけで癒やされて、離れがたくなるなど……。だからどうか私が触れることを、許してくれないか？　決して傷つけず、宝物のように大切に触れると誓うから」

　こちらを見つめるルドルフの眼差しには押し殺した熱情があり、ニーナの胸が高鳴る。心には彼の言葉を信じたい気持ちと信じきれない気持ち、両方があった。

（でも……）

　ルドルフへの想いを自覚した今、ニーナは彼を拒めなくなっている。本当はルドルフが言うように、まったく邪心がないわけではない。こんなふうに疑いの気持ちを抱きながら接している自分は、彼に対して誠実ではないとも思う。

（これが恋だとしたら……何て苦しい感情だろう。お姉さまへの罪悪感と、旦那さまへの慕わしさと、そして疑いの気持ちを……いっぺんに抱かなきゃならないなんて）

　いつかエルヴィーネが、「恋をするのって、どんな感じかしら」と言っていたのを、ニーナは思い出す。あれからまだ数ヵ月しか経っていないのに、まるで遠い昔のでき事のようだ。エルヴィーネはもうこの世にはおらず、ニーナは思いがけず生まれた恋に翻弄されている。

　ニーナは重苦しい気持ちで口を開いた。

「わたしも旦那さまとお話しするのは……とても楽しい時間でした。侯爵でいらっしゃるのに気さくで、物腰が穏やかで……優しくて」

「本当か？」

「はい。お慕いしていると申し上げたのは、嘘ではありません。これほど身分に差があり、ましてや奥さまを亡くされたばかりの方に……分不相応な想いを抱いてしまったのです。お許しください」

　涙がこみ上げるのを、ニーナはぐっとこらえる。

　もっとも許されないのは、ニーナが一介の召使いではなく、エルヴィーネの妹であることだ。夫であるルドルフにこんな気持ちを抱く自分を、エルヴィーネは一体どんなふうに思うだろう。

（浅ましいって、思うかしら。それとも裏切られたと……？　誰よりも信頼してくれたお姉さまに、わたしは後ろ足で砂を掛けるような真似をしている……）

　一番の目的は、エルヴィーネの死因を探ることだ。それはまったく揺るがないと、ニーナは自身に再確認する。何があっても、その目的だけはどうしても捨て去ることができない。

　一方で胸に燻る想いも、簡単に手放せそうになかった。

（お姉さまの夫であるこの方を、完全に自分のものにしたいなんて考えたら罰が当たる。そもそも身分が違いすぎて、未来など望めるわけがないんだから。……だから）

　──二人の死の真実を突き止めたら、アルノルト伯爵家に帰る。ルドルフとの関係は、それまでの期間限定のものだ。ニーナはそう心に決めた。

　深呼吸し、目の前のルドルフを見つめる。そしてじっとこちらの言葉を待っている彼に、ニーナは勇気を出して告げた。

「旦那さまが向けてくださる気持ちは、とてもうれしいです。だからやめるなどと言わず、どうか……触れてください」

「いいのか？」

「はい」

　姉の夫にこんなふうに情事をねだる自分を、ニーナは心底浅ましく思う。だが気持ちはもう止めようもなく、身の内から溢れ出そうとしていた。

　ルドルフがニーナの身体を引き寄せ、腕の中に抱きしめる。彼が耳元でささやいた。

「うれしい──ニーナ」

「…………」

　ルドルフの身体つきは男らしくしっかりしていて、女とは違う硬さをまざまざと感じる。

　一体終わりは、いつ来るのだろう。さほど遠くない未来かもしれないし、ひょっとしたら予想外に時間がかかるかもしれない。自分がどちらを望んでいるのかわからず、考えるのを放棄したニーナは、目を閉じてルドルフの口づけを受け入れた。







「ぁ……っ」

　外の嵐はまだ静まらず、ときおり吹きつける強い風が窓をガタガタと揺らしている。

　寝室の中には、ニーナが漏らす切れ切れの喘ぎ声が響いていた。蜜口から挿入されたルドルフの指が、根元まで深く埋められている。

　入っているのは一本とはいえ、男の指だけに長く硬い。始めは道をつけるようにゆっくりと行き来していたそれは、やがて中を掻き回す動きに変わった。聞くに堪えない淫らな水音が響き、ニーナは息を乱しながら訴える。

「ぁ……っ、旦那さま、待っ……」

「よく慣らさないと、あとでつらくなる。……指を増やすよ」

「んぁ……っ」

　一旦引き抜かれた指が、本数を増やして再び体内にもぐり込んでくる。

　強烈な圧迫感に、ニーナは顔を歪めた。ゴツゴツとした感触が内襞をなぞり、ときおり奥を押し上げる。そのたびに怖いような感覚がこみ上げ、思わず中の指を締めつけてしまった。

「ぅっ、あ……っ」

　体内の指を緩やかに動かしながら、ルドルフがニーナの胸に舌を這わせてくる。

　先端を舐め、音を立てて吸われるとじんとした愉悦がこみ上げて、隘路がじわじわと潤んでいくのを感じた。気づけばルドルフの指の動きがスムーズになり、喉奥から甘い声が漏れている。

「はっ……ぁ、あ……っ」

「悦くなってきたか？　奥のほうがビクビクしてる。──ほら」

「んっ、ぁ……っ！」

　掻き回す動きが執拗になり、粘度のある水音が響く。

　根元まで深く指を挿れられ、最奥をぐっと押された瞬間、鋭い快感が突き抜けてニーナは達していた。頭が真っ白になるほどの感覚に、中がきつく収縮する。初めての感覚はあまりにも強烈で、ニーナは息を荒げて目の前のルドルフを見つめた。

「……っ……旦那、さま……」

「ルドルフだ、ニーナ。先ほどそう教えただろう？」

「ルドルフ、さま……っ、ん……っ」

　唇を塞がれ、押し入ってきたぬめる舌を受け入れる。

　身体がじんわりと汗ばみ、与えられる快感を受け止めるだけで精一杯だった。ゆっくりと舌を絡められ、なすがままになったニーナは、交じり合った唾液を飲み下す。ルドルフが「ご褒美だ」と言わんばかりに唇の表面を優しく吸い、身体を起こした。

（あ……）

　シャツを脱ぎ捨てた彼の身体はしなやかで、無駄なく引き締まっている。思いのほか男らしいその身体に、ニーナは束の間見惚れた。

　下衣をくつろげたルドルフがニーナの膝をつかんで脚を広げ、その間に自身の欲望をあてがった。

「……っ」

　硬く熱い感触に割れ目をなぞられ、思わずビクッと腰が跳ねてしまう。愛液を纏わせるように何度か擦りつけられて、その硬さと重量感が怖くなった。

「ぁ……ルドルフさま、待っ……ん、っ」

　丸みのある先端が快楽の芽を押し潰し、甘い愉悦が走る。くびれの部分に引っかけるようにされたり、少し強めに擦りつけられるうち、心地よさをおぼえて蜜口から愛液がトロトロと溢れ出した。

（やだ……わたし、こんな……っ）

　擦りつけられる大きさと張り詰めた重みが怖いのに、身体の奥が疼いている。ときおり蜜口に先端がめり込むたび、最奥がきゅんとして息が乱れた。

　やがてルドルフが、ニーナの膝をつかんでささやいた。

「いい子だ。……そのまま力を抜いていろ」

「っ、あ……っ！」

　灼熱の杭のような屹立が、容赦なく体内に侵入してくる。

　先端が蜜口にもぐり込み、次いで太い幹の部分が隘路を拡げながらじりじりと奥へと進んだ。押し込まれる圧倒的な質感に苦しさをおぼえ、ニーナの息が上がる。狭い内部は受け入れる大きさに軋み、引き攣るような痛みがあった。

「あ……っ……ぅっ、や……っ」

「ニーナ……」

「ん……っ」

　無意識に逃げるニーナの腰を押さえつけ、何度か抜き差しをしたルドルフが、最奥まで自身を押し込んでくる。彼の腰が密着し、ニーナは痛みと共に、ルドルフのものが全部自分の体内に収まったのだとわかった。

　熱い息を吐いたルドルフがこちらを見下ろし、問いかけてくる。

「……苦しいか？」

「……っ」

　涙が勝手にポロポロとこぼれて、ニーナは無言で頷く。裂けそうな痛みと強烈な圧迫感で、呼吸が浅く速くなっていた。

　ルドルフが屈み込み、ニーナの上気した頬を手のひらで包みながら謝ってくる。

「すまない。痛みを与えるつもりはなかったのに、結局君を苦しめているな。……しばらく動かずに、このままでいるから」

　ルドルフの唇が涙を吸い取り、目元や頬、髪にキスをしてくる。

　優しいそのしぐさに胸がきゅうっとし、ニーナは彼の身体に遠慮がちに触れた。

「ルドルフ、さま……ん、っ」

　目を合わせたまま口づけられ、間近でルドルフの端正な顔を見たニーナは、じんわりと頬を赤らめる。

　体内で脈打つものは硬く張り詰めていて、その大きさが怖い。拓かれた隘路がずっと鈍い痛みを訴え、わずかでも動かれたら入り口が裂けてしまいそうな恐怖があった。

　しかし舌先をゆるゆると舐められ、何度も唇を吸ったり、ときおり口腔に深く押し入られるうち、身体のこわばりが解けていく。ルドルフを受け入れたところがヒクリと蠢き、彼がぐっと息を詰めた。

「……っ、我慢しているのだから、あまり締めつけるな」

「も、申し訳ありませ……でも……っ」

　ルドルフを好きだと思うたび、中が蠢くのを止められない。

　快感をこらえるように顔を歪めた彼が、熱っぽい息を吐く。そして押し殺した声でささやいた。

「……そろそろ動いていいか？」

「あ……っ！」

　奥を突き上げられ、ニーナは思わず声を上げる。ルドルフがこちらの様子を見ながら、緩やかに律動を開始した。

　彼は決して乱暴な動きはせず、挿入したものの先端で奥を掻き回してくる。徐々ににじみ出した愛液がルドルフの動きを助け、最初に感じた苦しさは治まりつつあった。

　だが圧迫感は相変わらずで、ほんのわずかな動きでも声が出てしまう。入り口や擦られる内壁もひりつくような痛みを訴え、ニーナは律動のたびに涙目で喘いだ。

「ぁ……っ……ぅっ……んっ……あっ」

「……っ、ニーナ……」

　吐息交じりの声で名前を呼ばれると、切なさで胸が疼く。

　たとえ姉の夫でも、自分のものにはならない存在でも、今このときだけはルドルフの目に自分が映っている。そう思うと何よりも得難い瞬間に感じて、ニーナは彼に向かって腕を伸ばした。

「ルドルフさま……っ、ぁ……っ」

　しがみつくのと同時にルドルフの腕がニーナの頭を抱え込み、汗ばんだ額にキスをする。彼は律動を緩めないままささやいた。

「外が嵐でよかった。……隣の部屋にいるハーロルトに、君の声を聞かれずに済む」

「えっ……？」

　一瞬考えたニーナは、それがルドルフの従者だという少年の名であることに気づき、パッと顔を赤らめる。慌てて口をつぐむと、ルドルフが笑って言った。

「彼は眠りが深いから、たぶんまったく気づいていない。君の可愛い声を聞いているのは、私だけだ」

「あ……っ！」

　彼の動きが激しさを増し、ニーナはそれに翻弄される。

　何度も身体の中を行き来する肉杭に息が止まりそうになり、接合部から漏れる水音に羞恥が募った。奥まで入り込まれるたびに隘路が異物をきつく締めつけ、呼吸が乱れる。

「はぁっ……ルドルフさま……も……っ」

「……っ」

　激しい律動に耐えかね、ニーナがルドルフの二の腕に爪を立てた瞬間、体内から屹立を引き抜いた彼が腹の上に精を放つ。

　自分の上に吐き出される白濁した体液を、ニーナは息荒く見つめた。霞がかったような頭で、初めての情事が終わってしまったのだと、ぼんやりと理解していた。







　薄暗い寝室の中、ニーナはうつむいて身支度をする。外はまだ風が止まず、ときおり雨粒がガラスを叩く音がしていた。指を動かすのも億劫なほど疲れていたが、ルドルフの私室であるこの部屋に長居するわけにはいかない。

（急いで戻って休まないと、明日に差し支える。……部屋を抜け出したことを、エッダに気づかれてしまうかもしれないし）

　衣服のボタンを閉めたニーナは、振り返ってルドルフに暇を告げようとする。その瞬間、寝台から強く腕を引かれて、彼の胸に倒れ込んだ。

「あ……っ」

「──帰したくないな」

　裸の胸に抱きしめられて、素肌の感触にニーナの頬がじんわりと赤らむ。ルドルフが抱きしめる腕に力を込めてささやいた。

「身体はつらくないか？　……だいぶ無理をさせた」

「それは……」

　まだ全身が熱を持っていて、ルドルフを受け入れたところがじんじんと鈍い痛みを訴えている。何より倦怠感が激しく、まったくつらくないとは言いきれない状態だった。

（でも……）

「……平気、です。旦那さまが気遣ってくださったので、それほどつらくはありません」

　身体のつらさより甘い余韻のほうが勝り、ニーナは小さくそう答える。ルドルフが微笑む気配がし、抱きしめる力が緩んだ。

「また『旦那さま』に戻っている。二人きりのときは名前で呼ぶようにと言ったろう？」

「ぁ……」

　大きな手で顔を包み込まれ、上から覆い被さるように口づけられる。

　先ほどの情事を思わせる甘く執拗な口づけに、ニーナはすぐ息が上がった。

「……っ……ルドルフ、さま……」

「私の気持ちは、さっき言ったとおりだ。気まぐれに君に手を出したのではない。……信じてほしい」

「…………はい」

　ニーナの胸が、シクリと疼く。

　ルドルフを信じたい気持ちがあるのに、信じきれない。エルヴィーネの夫である彼は、彼女を愛していたのではなかったか。だとしたら妻を亡くしてこんなにも早く、他の人間に愛をささやけるだろうか。

　そしてもし愛していなかったのなら、彼は見た目どおりの誠実な人物ではないことになり、エルヴィーネの死に関わったという大きな証拠にならないだろうか。

　そんな疑問が渦巻き、ニーナは苦しくなる。

（わたしはどっちを望んでいるんだろう。お姉さまを愛しているルドルフさま？　それともわたしへの好意が本物だけど、お姉さまの死に関わったルドルフさま……？）

　──そんなはずはない。もしルドルフがエルヴィーネの死に関わったことが確定なら、彼を愛せるわけがない。そう考え、ニーナはかすかに顔を歪める。

「なぜそんな顔をする？　身体がつらいなら、もう少しここで休んでいったほうが……」

　ルドルフが心配そうにそう提案してきて、ニーナは首を横に振る。

　そして彼の腕の中からそっと抜け出し、慕わしさと疑念を同時に感じながら、立ち上がってささやいた。

「大丈夫です。明日もありますし、そろそろ自室に戻らせていただきます。──おやすみなさいませ」






＊第十章









　九月に入ってからもイェンシュ地方は日中の気温が高く、夏を思わせる気候が続いた。

　しかしここ一週間ほどは朝晩の気温差が大きくなり始め、少しずつ秋の気配が漂ってきている。午後三時少し前、執務室にいたルドルフは、ベルトラムから報告を受けていた。

「明日の美術品鑑賞会ですが、招待状を出した方々からは、九割ほど出席のご連絡をいただいております」

「そうか。あとで出席者の名前に目を通しておく。その後のパーティーの準備は」

「ホールでの立食形式で、約一二〇名分のお料理を用意しております。メニューはこちらです」

　明日イェンシュ城で開催される美術品の鑑賞会には、貴族と地主といういわゆる上流階級から、事業で財を成した者や弁護士、医者などの中流階級まで、多くの人々が招かれている。

　フリードハイム家が諸外国で仕入れた美術品を披露し、その後売買に関する商談をするのが主な目的だが、さまざまな職種の人間が交流して顔繋ぎをするためのサロン的意味合いも兼ねていた。

　ベルトラムが言葉を続ける。

「明日は大ホールの他、庭園や皆さまがおくつろぎいただける応接室、ご婦人のための控えの間などを多く解放いたします。ご宿泊を希望されるお客さまのお部屋の準備も、既に完了しているとの報告を受けております」

「ご苦労。明日は招待客に不自由をかけないよう、よく目を配ってほしい。それからこのあと午後三時から予定している外出についてだが、馬車ではなく馬で出掛ける旨を、馬丁に伝えておいてくれないか」

「かしこまりました」

　ルドルフが別の書類に目を通し始めると、ベルトラムは何か物言いたげな顔をする。しかし結局無言で頭を下げ、そのまま退室していった。

「…………」

　閉まった扉を見つめ、ルドルフはため息をつく。

　家令である彼とぎくしゃくし始めて、既に半月以上が経っていた。きっかけはこちらへの情報伝達に、不信を抱いたことだ。ベルトラムは「テレーゼはエルヴィーネが亡くなった直後から臥せるようになり、城内の一室で静養していた」と言っていたが、ルドルフは報告を受けた記憶が一切ない。

　イアンが「ベルトラムはきちんと報告していた」と発言したため、その場は納得したふりをしたものの、今も釈然としない気持ちが燻っている。

（この城内で起きたでき事に関して、なぜ私に嘘をつく必要がある？　隠したい何かがあったということなのか……？）

　長いつきあいであるベルトラムには、家令として全幅の信頼を置いていた。それだけに今回の件はどうしても納得いかず、鬱々とした気持ちを味わっている。

　腹を割って話そうにも、立場に差がある以上、ベルトラムはこちらに反論しないかもしれない。これまでの仕事ぶりを高く買っていただけに、もし辞められた場合の痛手が大きく、ルドルフはうかつに彼を問い詰めることができずにいた。

（忙しさにかまけず、一度しっかり整理するべきなのかもしれないな。ベルトラムと、……エルヴィーネのことを）

　妻のエルヴィーネの顔を思い浮かべたとき、今までルドルフの中では悔恨と重苦しい気持ちに直結していた。最近はそれに、後ろめたさも加わっている。

　ため息をついたルドルフはハーロルトを呼び、外出の身支度をした。明日この城に来られない相手との商談のためで、イアンとも出先で合流することになっている。

　部屋を出て廊下を進むと、こちらに気づいた使用人たちが脇に控えて頭を下げてきた。階段を下りたところにある玄関ホールでは、多くの召使いが明日に備えて調度磨きの真っ最中だ。

　その中に見知った者の姿を見つけ、ルドルフはふと立ち止まった。召使いたちが手を止めて次々と頭を下げる中、しゃがみ込んで飾り棚を磨く彼女は、まったくこちらに気づかない。額に汗して働くその様子は生真面目な性格を如実に表していて、好感が持てた。

（……城の中で見かけるときは、いつも一生懸命に何かをしているな）

　雑巾を手に一心に棚を磨いていたニーナが、近くにいた召使いに袖を引かれ、ようやくこちらを見る。

　慌てて立ち上がった彼女は、顔を赤らめながら頭を下げてきた。それを微笑ましく見つめ、ルドルフは作業の指揮をしていた女中頭に声をかける。

「ご苦労。明日は来客が多く大変だろうが、皆よろしく頼む」

「はい。心得ております」

　いくら自分とニーナが特別な関係だとしても、こんなところで声をかけるわけにはいかない。

　玄関ホールから外に出て厩舎へと向かいながら、ルドルフは気づけば微笑んでいた。その様子を見たハーロルトが、不思議そうに言う。

「旦那さま、今日はずいぶんご機嫌でいらっしゃいますね。商談のお相手は、それほど楽しみな方なのですか？」

「うん？　……まあ、そうだな」

　本当はニーナのことを考えて頬を緩めていたが、ルドルフはそう言葉を濁す。

　彼女と想いが通じ合い、深夜に秘密の逢瀬を重ねるようになって、半月余りが過ぎていた。可憐な容姿と素朴な雰囲気を併せ持つニーナは、今ルドルフがもっとも大切にしている相手だ。

　初めルドルフの告白に驚いていた彼女は、戸惑いながらも「わたしも旦那さまをお慕いしています」と応え、気持ちを受け入れてくれた。初心な身体を拓き、その体温と柔らかさを堪能するひとときはルドルフに深い安らぎと充足感を与え、もはや手放せなくなっている。

　厩舎でハーロルトに見送られたルドルフは、馬に騎乗して城を出る。そしてイアンと合流して商談に臨み、その後はヴェンツェルにある社交クラブに顔を出した。

　喪中で華やかな場は遠慮しているため、夜会に出席する予定はない。クラブにいる紳士たちと会話して数時間過ごしたあと、約束していた友人宅を訪れて夕食を共にし、ルドルフは深夜十二時近くに城に戻った。

「お帰りなさいませ、旦那さま。ご入浴の準備ができております。すぐお入りになりますか？」

「いや、あとにする。ハーロルト、遅くまでご苦労だった。もう下がっていい」

「はい。おやすみなさいませ」

　いつも入浴のときは手伝いを求めないため、ハーロルトの仕事はルドルフの着替えを用意して終わりになる。彼が退室していき、私室で一人になったルドルフは、小さく息をついた。ソファに座って酒の入ったグラスを傾けつつ、しばし読書に没頭する。

　やがて三十分ほどが経過し、部屋を出たルドルフは、同じ階にある「王のサロン」に向かった。中は無人で月明かりが差し込んでおり、窓からぼんやりと外を眺める。

　さほど待たず、部屋の扉がそっと開いた。

「……申し訳ありません。お待たせしてしまいましたか？」

「いや、今来たばかりだ」

　顔を出したのは、待ちかねていた「恋人」だ。最近は夜に冷え込むようになってきたため、待ち合わせ場所を中庭ではなくこの「王のサロン」に変更していた。

　ルドルフは微笑んで彼女に手を差し伸べた。

「──おいで」

　歩み寄ってきたニーナを引き寄せ、腕の中に抱きしめる。

　彼女の身体の細さとぬくもりを感じ、思わず充足の息が漏れた。

「ルドルフさま、あの──……ん、っ」

　何か言いかけたニーナの唇を塞ぎ、柔らかい感触を堪能する。もう何度も抱き合っているのに、毎日触れても飽きない。むしろ「欲しい」という気持ちは日毎に増して、いとおしさは募るばかりだった。

　ぬめる甘い舌を舐め、彼女が漏らすかすかな吐息すら封じ込める。ようやく唇を離した途端、ニーナが謝ってきた。

「ルドルフさま、今日は……申し訳ありませんでした」

「何がだ？」

　突然謝罪されて、ルドルフは不思議に思う。ニーナがキスで上気した顔のまま、小さく答えた。

「お出掛けになる際、わたし、ホールにルドルフさまがいらっしゃっているのに気がつかなくて……失礼なことを」

「ああ、一生懸命に飾り棚を磨いていたな。慌てて頭を下げてくる様子が、可愛かった」

　城内は広く、日中に二人が同じ場所に居合わせることはほとんどない。

　聞けばニーナはあのあと女中頭から、「仕事熱心なのはいいが、旦那さまがいらしたときは素早く立って頭を下げるように」と注意されたという。ルドルフは笑って言った。

「君が注意されたのなら、謝るのは私のほうだ。普段はあのように立ち止まり、わざわざ仕事中の召使いたちに声をかけることはないのだから」

「そうなのですか？」

「ああ。君の姿が見えて、思わず立ち止まってしまった」

　ニーナがじんわりと顔を赤らめる。そしてモソモソと言葉を続けた。

「ルドルフさまが出掛けられてから……召使いたちは大騒ぎだったんです。『こっちを向いて笑ってくださったわ』、『いいえ、私のほうよ』って」

「ほう、意外に私は雇い主として慕われているのだな。だが彼女たちの予想ははずれだ。私が笑いかけたのは、もちろん君だよ」

　髪を撫でて甘くささやくと、ニーナは恥ずかしそうにうつむいてしまう。

　もっと恥ずかしがる様子が見たくなったルドルフは、彼女に向かって提案した。

「──今日は一緒に入浴しようか」

「えっ……？」

「浴室に、入浴の用意がしてある。私は先ほど帰ってきたばかりでまだ入っていないから、お湯は冷めてなくてきれいなままだ」

　ニーナの手を取って指先に口づけ、ルドルフは彼女に誘いをかけた。

「お互いの身体を、洗いっこしよう」







　社交で城に戻る時間が不規則なルドルフのため、浴槽にはいつも熱湯が張られている。入るときは差し水をして、適温に調節する仕組みだ。

　今日は水を入れなくてもちょうどいい熱さに冷めていて、浴室は湯気で仄かに白くなっていた。

「あ……っ」

　パシャッという水音と共に、浴室内にあえかな声が響く。

　向かい合う形で二人で浴槽に入り、ルドルフは抱き寄せたニーナの胸に唇を這わせていた。小柄な体型のために大きさは小ぶりだが、彼女の胸は張りがあって形が美しい。おまけにひどく感じやすく、愛撫に素直な反応を返す。

「は……っ……ぁ、ルドルフ、さま……」

　ふくらみをつかんで先端を舐めると、そこはすぐに芯を持って硬くなる。吸い上げた途端にニーナの声が甘くなり、それに煽られるようにルドルフは彼女の胸を嬲り続けた。

「感じやすい、可愛い身体だ。肌もきれいで、ずっと触っていたくなる」

「あ……っ」

　片方の腕で彼女の腰を抱き寄せ、残った手で胸のふくらみを包み込みながら、首筋に唇を這わせる。かすかに身体を震わせたニーナが、切れ切れに言った。

「……っ……ルドルフさまのお身体を、洗わせてください……」

「あとでいい、今は君に触れたい。……ああ、もう濡れてるな」

「んん……っ」

　脚の間に触れると、そこはもう愛液をにじませている。

　ルドルフは割れ目をなぞり、蜜口から中に指を挿入した。熱くなった内襞がきゅうっと締めつけてきて、中から粘度のある愛液が溢れ出る。狭い内部で緩やかに指を抜き差ししつつ、ルドルフはささやいた。

「指が好きか？　中がビクビクと震えてる」

「ぁ、違……っ」

　指の動きを止めないまま、目の前で揺れる胸の先端に吸いつく。途端に隘路がビクリと反応し、内部の潤みが増した。

「はっ……ぁ、ルドルフ、さま……っ」

　指を動かすたびに漏れる水音が大きくなり、ニーナの喘ぎも甘くなる。根元までねじ込み、奥の感じやすいところを刺激すると、彼女がルドルフの頭にきつく抱きついてきた。

「や、ぁっ、それ……っ」

　ニーナの胸に顔を埋めたまま、ルドルフはねじ込んだ指で奥の一点を強く押し上げる。その瞬間、彼女は大きく身体を震わせて達した。

「んぁっ！　は、ぁ……っ……」

「……おっと」

　一気に力が抜けたらしい華奢な身体を、ルドルフは抱き留める。頬を紅潮させ、息を乱したニーナが、小さく謝ってきた。

「も、申し訳ありませ……、んっ」

　後頭部を引き寄せ、唇を塞いで舌を絡める。角度を変えるたびに彼女が吐息を漏らすのが可愛らしく、ルドルフは何度も執拗に口づけた。

「……はっ……」

　唇を離した途端、透明な唾液が糸を引いた。

　ニーナの潤んだ瞳には自分しか映っておらず、こちらの手管にあっさり陥落する様子に、征服欲を満たされる。彼女の髪を撫でたルドルフは、その細い身体をひっくり返して姿勢を変えた。

「ル、ルドルフさま……？」

　彼女を後ろ向きにさせ、壁に手をつかせる。そしてこちらに突き出す形にさせた脚の間に、舌を這わせた。

「ぁっ……！」

　ビクリとおののき、逃げようとする腰をつかんで、ルドルフは蜜口から溢れた愛液を舐め取る。ニーナが狼狽して言った。

「お、おやめください。そんな……っ」

「君の身体なら、どこだって愛したい。ほら、ここも好きだろう？」

　舌を伸ばし、敏感な尖りを舐める。ニーナの腰が大きく跳ね、蜜口が明らかに潤みを増した。

「や……っ、ぁ、はぁっ……」

　快楽の芽を舐められるのは刺激が強すぎるのか、彼女は壁にしがみついてすすり泣きに似た声を漏らす。

　しかし感じているのは明らかで、透明な愛液がトロトロと溢れ出てきていた。ときおり蜜口がヒクリと震えるのが淫らで可愛らしく、ルドルフは花弁を押し広げると、舌先をねじ込んで中を舐める。

「あっ……！」

「どんどん溢れてくる……君の身体は素直で、本当に可愛い」

「んん……っ」

　舌と指で啼かせるうち、感じすぎたニーナがぐったりとする。顔が赤いのは半身がお湯に浸かっているせいでもあるのに気づき、ルドルフは彼女の身体をタオルにくるみ込むと、抱き上げて浴室を出た。

「……っ……ルドルフ、さま……？」

「少しのぼせてしまったな。つい夢中になって、すまない」

　寝台の上にニーナの身体を下ろし、ルドルフは枕元の水差しに手を伸ばす。そしてコップに中身を注ぎ、一口含んで彼女に口移しで飲ませた。

「は……っ」

「まだ飲むか？」

「いいえ、もう……」

　グラスを置いたルドルフはニーナの上に覆い被さり、再び口づける。素肌に手のひらを這わせると、彼女は熱っぽい吐息を漏らした。

　全身を丹念に愛撫し、一度冷めかけた熱を再び高める。ニーナがすっかり蕩けたところで、ルドルフはようやく彼女の中に押し入った。

「……っ、ぁっ、ルドルフ、さま……っ」

　ニーナの中は濡れそぼっているが狭く、入り込んだルドルフをきつく締めつけてくる。絡みつく熱い内襞は、ルドルフに眩暈がするような愉悦を与えた。

　彼女の脚を広げ、腰を押しつけて、根元まで深く挿入する。ゆっくり腰を引くと愛液にまみれた幹の部分が見え、ひどく淫靡だった。

　再び根元まで埋め込み、何度かその動きを繰り返す。突き入れるたびに中がぎゅっと締まり、ルドルフは得も言われぬ快楽を味わった。律動のたびに隘路の潤みが増し、動きがスムーズになる。ニーナの様子に苦痛がないのを確認したルドルフは、体重を掛けて自身を深く彼女の中に押し込んだ。

「んぁ……っ！」

「ニーナ……」

「ぁ、やっ、深……っ」

　最奥がわななき、中が強く収縮する。あやうく達してしまいそうな快感を息を吐いて逃がし、ルドルフはニーナの目元に口づけた。

「わかるか？　……君の一番奥に当たってる」

「ぁっ、は……っ」

　突き入れたものの先端で小刻みに最奥を抉ると、ニーナが悲鳴のような声を上げる。内部が一気にぬかるみ、彼女は悦楽に潤んだ瞳でルドルフにしがみついてきた。

「はぁっ……ぁっ、ルドルフさま……」

「苦しくないか？」

　ニーナが頷き、ルドルフは彼女の身体を腕の中に抱き込みながらささやく。

「君の中は狭くて温かくて、とてもいい。……毎日抱いても足りないくらいだ」

　深い挿入は激しい動きをしなくても快感があり、ルドルフは緩やかな律動でニーナを啼かせ続けた。やがて彼女が小さな声を上げて達し、その耳元で問いかける。

「……私も達っていいか？」

　ニーナが頷いた瞬間、ルドルフは彼女の脚を抱え上げ、一気に律動を激しくした。

　濡れそぼった接合部から淫らな水音が立ち、達したばかりの内部を揺さぶられたニーナが高い声で喘ぐ。打ちつける勢いで果てを目指したルドルフは、射精する寸前に自身を引き抜くと、彼女の腹に精を放った。

「……っ」

　欲望の証がドクリと吐き出され、ニーナの腹を汚す。彼女が上気した顔で息を乱し、こちらを見ていた。ルドルフは甘い疲労と充足が全身を満たしていくのを感じながら屈み込むと、その唇に口づけた。







　濡らした布で丁寧にニーナの身体を拭き清め、甲斐甲斐しく世話を焼く。ルドルフにとってまったく苦ではない作業だったが、彼女のほうはそうではないらしく、寝台の上で恐縮して言った。

「ル、ルドルフさま、わたし、自分でできますから……」

「いいんだ。好きでやっているのだから、気にしなくていい。最初に言ったろう？　姫君を扱うような丁寧さで、君を大切にすると」

　ニーナがきまり悪げに押し黙る。彼女はどうにも落ち着かないようだが、普段傅かれるのに慣れているルドルフには、新鮮で楽しい作業だ。

　ニーナの全身を清め終えたルドルフは、彼女の身体を掛け布と一緒に抱き込むと、寝台のクッションにもたれる。そして苦笑いして言った。

「……君は私に、何も求めないんだな」

「えっ？」

「金でも宝石でも、欲しいものは何でもやるというのに。たまには何かおねだりしてくれないか」

　ニーナが戸惑った様子でこちらを見上げ、「……あの」と言いよどんだ。

「宝石があっても、わたしは着ける場面がありませんし……お金もいただいているお給金で、充分ですから。申し訳ありません」

「君にもっと甘えられたい、喜ぶ顔が見たいと思うのは、私の我が儘なのか？」

　ルドルフが食い下がるとニーナは困った顔をし、しばらく考えたあとで、おずおずと答えた。

「では、あの──ぎゅっと、してくださいますか？」

「うん？」

「抱きしめていただきたいなって……、あっ！」

　ルドルフは笑い、ニーナの身体を強く抱きしめる。腕の中の彼女が心底いとおしく、その無欲さに愛情がふつふつと湧いていた。

「これでいいのか？」

「んんっ……もう少し、緩く……」

「無理だ。君がそんなに可愛いことを言うのがいけない」

　──自分でも呆れるくらいに、ニーナに夢中になっている。彼女の素朴さや慎み深さ、野の花のように可憐な容姿やときおり見せる笑顔にすっかり魅了され、こんなわずかな時間の逢瀬では足りなくなっている。

　息を詰まらせるニーナを見たルドルフは腕の力を緩め、提案した。

「では、小さなアメジストの首飾りならどうだろう。君が普段、衣服の下に着けられるような」

「えっ？」

「姉君の形見は、結局見つからなかったんだろう？　代わりというのはおこがましいが、似たような品を私から君に贈らせてくれないか」

「────」

　ルドルフの言葉を聞いたニーナが、表情をこわばらせる。彼女はうつむき、硬い口調で小さく言った。

「それは……ご遠慮させていただきます。ルドルフさまに贈っていただくいわれはない品ですから」

「だが」

「本当に申し訳ありません」

　急にニーナを取り巻く空気が頑なになった気がして、ルドルフは戸惑いをおぼえる。彼女が身じろぎし、掛け布で身体を隠したまま寝台から下りようとした。

「そろそろ戻らせていただきます。もう時間も遅いですし──」

「待ってくれ」

　ニーナの手首をつかみ、ルドルフは彼女の身体を引き止める。

「私は何か、君の気に障ることを言ったか？　決して君の姉君を軽んじたわけではない。ただ、普段から衣服の下に形見の首飾りを身に着けていたというから、それと同じようなものならと……」

「わかっております。ルドルフさまが……そのような意味で言ったわけではないのは」

　ニーナは何かを我慢しているような、どこかつらそうな表情をしている。

　これまでも彼女は、ときおりそうした顔をすることがあった。理由を考えたが何も思いつかず、ルドルフは釈然としない気持ちを味わう。

（身分の違いを気にしているのか？　確かに私は貴族で、ニーナは平民だが……）

　彼女のことを、手慰みの相手とはまったく考えていない。今は喪中のため、すぐにどうこうとは言えないが、いずれきちんとした形にしたいと思っている。

「ニーナ、私は……」

　言いかけたルドルフの手に、ニーナがそっと触れてくる。彼女が微笑んで言った。

「ルドルフさまのお気持ちは、とてもうれしく思います。ですが、わたしは何もいりませんので、どうかお気になさらないでください」

「でも」

「こうして優しくしていただけるだけで、充分です。本当は……そのようなことを、望める立場にないのですから」





　　　＊＊＊






　外はよく晴れているものの、今朝は気温がぐっと下がり、気づけば木々が少しずつ紅葉し始めている。

　午後に美術品の鑑賞会を控えるイェンシュ城は、準備で慌ただしい雰囲気になっていた。

「通常の清掃業務は、すべて午前中に済ませておくようにとのお達しよ。かといって手抜きは許されないから、皆そのつもりでね」

　その日の午前、ダニエラは三階の東側にいた。上級使用人であるため、実際に掃除をしたりという汚れ作業はしない。各部署を回って指示を出したり、きちんと業務が遂行されているかという監督が主な仕事だ。

　城の東側の三階は、ルドルフの私室をはじめとした豪奢な内装の部屋が多くあり、掃除の際は必ず上級使用人が立ち会うことになっている。寝室の中に入ったダニエラは、一人掛け椅子の横に置かれていた本を手に取って片づけた。あとから入ってきた召使いたちが掃除を始める中、何気なく寝乱れた寝台に近づき、ふと動きを止める。

（……これは……）

　枕元に置かれていたのは、小さなサシェだ。クッションの形をしていて、かすかにラベンダーの香りがしている。

（一体誰が、こんな……？）

　縫い目はきれいだったが、どうやら手作りのようだった。重厚なルドルフの部屋にはまったくそぐわない素朴なもので、ダニエラは出所を不審に思う。

　寝台の周りを注意深く観察したダニエラは、やがてシーツに付着する髪の毛を見つけた。つまみ上げてみると、長いそれは細くしなやかで、艶のある栗色をしている。

（旦那さまのものじゃない……あの方の髪は、淡い金色だし）

　──ルドルフは、この部屋に女を連れ込んでいる。

　それに気づき、ダニエラはすうっと表情をなくした。頭の中で、目まぐるしく考える。

（誰？　この城の内部の人間なら、使用人しかいない。栗色の髪の、若い女……？）

　咄嗟に周囲を見回したものの、今室内で作業している者たちは金髪や赤毛で、栗色の髪の者は一人もいない。

　城内の使用人は、相当な人数に及ぶ。しかし栗色の髪の女の数はかなり限られるはずだ。時間はかかるかもしれないが、この部屋に入り込んだのが誰かを特定するのは可能かもしれないと思う。

（男や年齢が高い女を除外していけば、残る人数はそう多くない。見つけたら……そのときは）

　そのときは──どうしようか。

　拾った髪の毛を握り込み、ダニエラはじっと思案する。背後の慌ただしい雰囲気の中、しばらく寝台を見つめたまま、そこに佇んでいた。
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　城の門扉が開け放され、立派な造りの馬車が次々と入ってくる。

　着飾った招待客が多く訪れる城内は、華やぎに満ちていた。絵画や彫刻、陶器などが展示された部屋はどこも人で溢れ、皆興味深そうにそれらを眺めている。

　一方の使用人たちは客の案内をしたり、応接室や撞球室などでくつろぐ紳士たちに飲み物の給仕をしたり、このあとの立食パーティーの準備をしたりと、あちこちで忙しく立ち動いていた。

　廊下の片隅でワゴンの整理をしていたニーナの横で、三十代の召使いがため息をつく。

「こんな忙しさも久しぶりよ。奥さまが亡くなられて以降、このお城では夜会や晩餐会が開かれていないし」

「そうなんですか？」

　召使いいわく、今回は侯爵家の事業に関わる催しであること、そして二ヵ月前に招待状が発送されていたため、予定どおり開催されたものらしい。

　今日のニーナは朝からあらゆる部署で用事を言いつけられ、城内を走り回っていた。着飾った貴婦人や令嬢を見ると、アルノルト伯爵家での暮らしを思い出し、懐かしくなる。

（……あの頃は毎日お茶会や夜会に出掛けるお姉さまのお支度に、いつも頭を悩ませていたっけ。お姉さまは着るものに関して、かなりのこだわりがあったから）

　そんなことを考えていると、廊下の向こうから一人の召使いがやってくる。彼女は使用済みの茶器が載ったお盆を手に持っていて、ニーナに向かって言った。

「厨房から、控室の飲み物の追加を取ってきてくれるかしら。まだ残っているけど、あまり少なくなると見た目が悪いから」

「はい、わかりました」

　ニーナは控室の中に入り、何の飲み物が足りないかを確認する。

　室内には四十代とおぼしき夫人が数人と、彼女たちの娘とみられる年若い令嬢がおり、女しかいない気安さで会話に花に咲かせていた。

「いつ来てもこのお城は壮麗で素敵ですわね。今回の美術品の素晴らしさはもちろんだけれど、ご覧になった？　フリードハイム侯爵の端正なお姿」

「最近は喪中のために夜会にはまったくお出ましにならなくて、久しぶりにお顔を拝見いたしましたわ。相変わらず美男でいらっしゃること」

　彼女たちはルドルフの容姿を口々に褒めそやしていて、ニーナは居心地の悪い気持ちを味わう。一人の夫人が言った。

「奥さまを亡くされたばかりのせいか、どこか憂いを帯びた表情なのが女心をくすぐりますわね。でも今日は皆さま、それぞれ思惑があって来た方が多いのではなくて？」

「思惑って？」

「まあ、とぼけるのがお上手ですこと。侯爵の後添えのことですわ。あの方はまだお若くていらっしゃるし、フリードハイム家は後継ぎが必要な名家。ご本人は商才がおありになり、経済的にも申し分のない方でしょう？　今日はうちの娘をそれとなく印象づける、絶好の機会だと思っておりますのよ」

　娘らしき令嬢が頬を染め、「お母さまったら」と小さく抗議している。しかしその表情は満更でもなさそうで、ニーナはそれ以上聞いていられずに頭を下げ、控室を出た。

（ルドルフさまに後添えを考えるのは……当たり前だわ。あの方は侯爵家の当主で、いずれ後継ぎをもうけなくてはならないんだから）

　家柄と容姿に優れ、かつ商才もあるのなら、周りが放っておくわけがない。侯爵夫人であるエルヴィーネが亡くなったことは、多くの人間にとって既に「過去のでき事」であるのだと理解し、ニーナは悔しさに似た気持ちを噛みしめた。

　確かに意識して見ると、今日の城内は若い令嬢の姿があちこちで目につく。つまりは先ほどの夫人たちのように、娘を後添えとして売り込みたいと考える人間が多いということだ。

（わたしがこんなふうにモヤモヤするのは、お姉さまの存在が忘れられていくのがつらいから？　それとも、ルドルフさまの後添えを狙っている人々がたくさんいるから……？）

　ニーナがルドルフの秘密の恋人になって、半月余りが経つ。

　彼は最初からずっと優しく、いつもこちらへの気遣いを忘れない。初めて抱き合った次の日はニーナの体調を慮って手を出そうとはせず、「今夜は話をしよう」と提案してきた。

　彼はソファで背後からニーナの身体を抱きかかえ、いろいろな話をしてくれた。

『この城を買ったのは、若かりし頃の祖父なんだ。彼は軍功を挙げ、大公から勲章を拝領するのが生きがいで戦に出てばかりいたから、実際にこの城に住んだことはほとんどなかった』

『そう、なのですか？』

『ああ。怪我が元で一線を退いて以降は、武器や甲冑を集めるのに凝り出してね。中にはいわく付きのものもいくつかあったらしい。それらを収蔵しているのが一階の武具展示室なんだが、夜になると何者かが動き回る気配がするという』

『えっ……』

『知らなかったか？　この城の言い伝えのひとつだよ。甲冑を身に纏った血まみれの騎士が、自分の首を探してさまよっていると言われている』

『や、やめてください。あのお部屋に入れなくなります……っ』

　ニーナが真っ青になって震え上がると、ルドルフは楽しそうに笑って言った。

『他にもいろいろある。夜になると顔が変わる西階段の肖像画や、劇場にも』

　しばらくからかっていたルドルフだったが、ニーナが本気で怖がっているのに気づき、「悪かった」と言って頬にキスをしてきた。

『夜の城内を歩き回ったりと大胆なことをするのに、君は存外怖がりなのだな』

『それは……そうしたお話を、知らなかったものですから』

『反応が素直で、本当に可愛い』

　それ以外にルドルフが話してくれたのは、イアンのことだ。同い年の従兄弟である彼とは幼い頃から親しくしていたらしく、言葉の端々から信頼していることが伝わってきた。

『私は昔から「自分が侯爵家を継ぐ」という意識が強かったせいか、少し堅苦しいところがあったんだ。イアンはそんな私とは正反対に明るく闊達で、人づきあいの面では学ぶところが多々あった。何しろ彼は、人の警戒心を解くことにかけては天才だからな。今、私が如才なく人と話せるようになったのは、彼のおかげだ。身近にいいお手本がいてくれて、とても幸いだったと思っている』

　ルドルフに名前を出されたニーナは、アルノルト伯爵領まで迎えに来たイアンの顔を思い出した。

　ルドルフが語る人物像とかつて見かけた彼の実像は齟齬がなく、ここまで信頼されているのだから、おそらく裏表のない人間なのだろう。

（でも……わたしはお姉さまの侍女として、イアンさまと顔を合わせてる。うっかりこの城内で会わないよう、気をつけなくては）

　翌日もルドルフはニーナを抱こうとはせず、「今日は私に、膝枕をしてほしい」と言って、二人で話をした。そして三日目に身体の痛みが消えたのを確認し、「王のサロン」でニーナを抱いた。

　彼は毎回丁寧に愛撫し、初めてのとき以降はまったく苦痛を与えないよう心を砕いてくれている。その優しさ、細やかさに溶かされ、いつしかニーナは行為に快感をおぼえるようになった。そして抱き合う回数に比例して、ルドルフにますます惹かれていく自分を感じる。

（このままじゃいけない。これ以上好きになったら……あの方と、離れられなくなる）

　ニーナがイェンシュ城に潜入した理由は、姉のエルヴィーネの死因を突き止めるためだ。そこにテレーゼの死も加わり、事態は一層昏迷を極めている。

　しかしそれ以上の手掛かりは何も手に入れられず、袋小路に入り込んでいた。「お嬢さまは、信じてはならない人間を信じてしまった」と、テレーゼは言い残した。それが誰かと考えたとき、真っ先に思い浮かぶのは夫であるルドルフだ。だが彼の人となりを知った今、ニーナはルドルフがそんなことができる人間だとは思えずにいる。

（ルドルフさまに、直接聞くしかないのかもしれない。……お姉さまのことを）

　こちらの本当の素性を明かせば、彼は真実を話してくれるだろうか。それとも、嘘をついていたニーナに不信感を募らせ、拒絶するだろうか。

　そう考えながらニーナは厨房へ向かい、飲み物が入った水差しをお盆に載せて控室に戻る。すると控室の中が、何やら騒がしい雰囲気になっていた。

「どうかなさいましたか？」

　ニーナが声をかけると、夫人や令嬢たちが一斉にこちらを見る。

　彼女たちの真ん中には、十六歳くらいの令嬢がいた。見ればドレスの腰の辺りに飲み物をこぼしていて、赤い染みが広がっている。

「たった今、葡萄のジュースをこぼしてしまったの。あなた、何か拭くものを持ってきていただけるかしら」

「はい、ただいま」

　ニーナは急いで清潔な布を持ってくるが、染みはかなり目立ち、拭いただけでは落ちそうになかった。令嬢が顔を覆い、わっと泣き出す。

「こんな姿じゃ恥ずかしくて、人前に出られないわ。せっかく侯爵さまにご挨拶できるはずだったのに」

　母親が慌てて慰めるが、令嬢は泣き止まない。ニーナは周囲を見回し、事態に対処できそうな使用人が近くにいないのを確認すると、意を決して言った。

「お嬢さま、どうぞこちらへ」

　隣の控室に令嬢と母親を連れていき、ニーナは二人を一旦座らせる。そして室内に飾られていた花々を集め、ポケットにあった鋏で長さを切り始めた。

　母親が不思議そうに問いかけてくる。

「あなた、一体何を……」

「染みを隠すため、お花のコサージュを作ります。ドレスのデザインを邪魔しないように、白い花をメインで、色味は押さえて……。横から少し生地を寄せて飾れば、自然に汚れを隠せると思うのです」

　バランスを整えて仕上げた小さめのコサージュを、ドレスに縫い付けていく。同じようなものをもうひとつ作って胸元にも飾ると、まるで誂えたようにしっくりときた。

　ニーナは夫人を振り仰ぎ、問いかける。

「できました。いかがでしょう」

「素敵……さっきよりいいわ。染みもまったく見えなくなったし」

「よろしければ、お髪のほうも整えましょうか。少し形を変えて同じお花を飾ると、ドレスとのまとまりが出るかと」

「ええ、お願いするわ」

　やがて身支度を終えた令嬢が控室に姿を現すと、連れの者たちは一斉に感嘆の眼差しを向けてきた。

「まあ、素敵」

「先ほどより格段に良くなったわ。これはあなたがやったの？」

「はい。及ばずながら、お手伝いさせていただきました」

　──かつてエルヴィーネの世話をしていた経験が、思わぬところで役に立った。

　彼女は同じドレスを何度も着るのを嫌ったため、ニーナは毎回趣向を凝らしてアレンジを加えるのが常だった。花やリボンで作ったコサージュを飾るのは、もっともスタンダードなやり方だ。たまたま控室に花がふんだんに生けられていたからよかったものの、もしなければ対応は難しかったかもしれない。

「──失礼いたします。何かございましたか？」

　ふいに澄んだ女の声が割り込んできて、ニーナは振り返る。

　そこには氷のように整った容貌を持つ、二十代半ばの背の高い召使いがいた。お仕着せではなく少し上等な服を着ているため、上級使用人だ。令嬢の母親が答えた。

「わたくしの娘がドレスに飲み物をこぼして困っていたのだけれど、こちらの召使いさんが処置をしてくださったのよ。生のお花でコサージュを作って、髪まできれいに結い上げてくれて。フリードハイム家は、良い使用人をお持ちね」

　背の高い召使いがかすかに眉を上げ、チラリとニーナを見る。彼女は夫人に向き直り、微笑んで答えた。

「ありがとうございます。過分なるお褒めのお言葉、誠に勿体なく存じます」

　夫人と令嬢たちが連れ立って控室を出て行き、ニーナと召使いは頭を下げてそれを見送る。顔を上げようとした瞬間、隣から冷ややかな声が響いた。

「──どういうこと？　あなた、上の者の指示も仰がずに勝手なことをしたの」

　ニーナはドキリとして顔を上げる。そして急いで答えた。

「あの……近くに誰もおらず、ご令嬢がひどく取り乱していらっしゃったので、わたしが対応したのです。隣のお部屋のお花を勝手に切ってしまったのは、お詫びいたします。すぐに新しいものを生け直しますから」

「小間使いの身分で出しゃばるなんて、ずいぶんと余裕があるのね。本来なら私がすべき仕事を、まんまと掠め取るなんて」

　その口ぶりから、ニーナは目の前の召使いが誰なのかを悟る。

（この人──お姉さま付の侍女だった人だわ。名前は確か、ダニエラさん……）

　確かに侯爵夫人の侍女なら、先ほどの事態に対応するのに最適な人物だろう。ニーナは目を伏せ、ダニエラに向かって真摯に頭を下げた。

「申し訳ありません。身分をわきまえず、勝手なことをいたしました」

「まったくよ。令嬢の高価なドレスに手を加えるなんて、無謀にも程があるわ。それにドレスが汚れたのならば、奥さまのものを提供すればよかったのよ。何しろもう使い道はない、宝の持ち腐れなのだから」

　ダニエラの言葉を聞いたニーナは、目を見開く。そして彼女を見上げて口を開いた。

「──お言葉ですが、奥さまの持ち物をお客さまに提供するのは、まったく適切だとは思えません。本来奥さまのドレスや装身具はお嫁入りの道具であり、固有の財産であるはず。お亡くなりになられたのならば、すみやかに生家にお返しになるべきお品かと」

　ダニエラがピクリと眉を動かし、ニーナを見下ろしてくる。彼女は低く言った。

「……わかったような口を利くのね。あなた、名前は？」

「ニーナ・レンバッハです」

「そう。ではニーナ、上級使用人の権限をもって命じます。あなたは今すぐこの部屋を出て、厩舎の掃除をしていらっしゃい」

　ニーナは驚き、ダニエラを見つめる。

「厩舎って……今からでしょうか」

「もちろん。あなたに仕事を選り好みする権利はありません。わかったら早くお行きなさい」

「────」

　厩舎には馬丁がおり、馬の世話や管理を一手に担っている。本来召使いが入る余地のないところだが、ダニエラはわかっていて命じているに違いない。

（わたしが気に食わないからって……わざとそんなことを）

　先ほどの自分の発言がダニエラを怒らせたのだと、ニーナにはよくわかっていた。新参の小間使いごときに言い負かされたとあっては、上級使用人の面目丸潰れだ。しかしニーナは、エルヴィーネを軽んじる発言だけは断固として容認できなかった。

「……わかりました。行ってまいります」

　頭を下げ、控室を出る。

　着飾った人々で華やぐ城内、他の使用人たちが忙しく動き回る中でただ一人厩舎に行かされるのは、惨めで納得がいかない。だが勝手な判断で分を超えたことに手を出したのは事実で、ダニエラを怒らせる言い方をした自分がきっと悪いのだろう。

（……そうよ。お姉さまのドレスを守ることはできたんだから）

　一連の行動は、決して間違っていなかった。そう自身に言い聞かせ、ニーナは唇を引き結ぶ。

　そして目を伏せて階段を下り、厩舎を目指した。
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　朝の六時半、部署によってはもっと早くから仕事を始める使用人たちは、八時に作業を一段落させて朝食を取る。

　ただ広くて殺風景な下級使用人の食堂とは違い、上級使用人の食堂は床に絨毯が敷かれ、壁には絵画が掛かっていて、とても居心地がいい空間だ。

　テーブルの席次は厳密に決められており、上座には家令のベルトラムが座っている。ダニエラは自分の席に座って、黙々とスープを口に運んでいた。

「昨日はたくさんのお客さまが来城されましたけど、こちらの予想より人数が多かったようですね。厨房は大変だったとか」

　向かいの席で旺盛な食欲を見せながら話しているのは、従者見習いのハーロルトだ。ダニエラの隣で、女中頭のイザベラが答える。

「ええ、召使いたちも対応にてんやわんやでしたよ。おそらく令嬢を同伴されたお客さまが多かったためでしょう」

「なぜ令嬢ばかりなんです？　言われてみたら、確かに令息を連れられている方よりも多かったような」

　ハーロルトがきょとんとしてそんな発言をし、ダニエラは口を開いた。

「それはどの方も、旦那さまに自分の娘を引き合わせたかったからよ。旦那さまは最近、夜会には出られていないから」

　ハーロルトはしばらく沈黙したあと、ようやく合点がいった様子で「ああ！」と声を上げた。

「そうか、旦那さまの後添え候補として、いろんな方がご自分の娘さんを推しているってことですね？　なるほど」

「──ハーロルト、声が大きい。少し抑えなさい」

　ベルトラムがたしなめ、ハーロルトは慌てて「……はい」と答える。しかし元来おしゃべりな彼は、すぐに違う話題を振ってきた。

「たくさんの方々が旦那さまとお話しされてましたけど、中でもシッテンヘルム伯爵夫人がとてもご機嫌で驚きました。何でもうちの召使いの一人を、大層気に入られたとか」

　ダニエラはピクリと眉を動かす。イザベラが頷いて言った。

「ええ、令嬢がドレスを汚してしまったのを、うちの召使いが機転を利かせて目立たなくしたと聞いています。髪結いのやり方も都会的でとても洗練されていて、侍女並みの腕前であったと。年若い召使いだったというのだけど、ダニエラ、あなた誰なのか心当たりはない？」

　ダニエラは口元をナプキンで押さえ、淡々と答える。

「さあ。……私はあちこちでお客さまの応対をしていて、すべてに目が行き届いていたわけではありませんから」

「そう。実はその召使いが誰か調べて報告するようにと、旦那さまに申し付けられているのよ。お客さまからお褒めの言葉をいただくのは、当家にとって誉れですからね」

　ダニエラは目を伏せ、お茶を口に運ぶ。ふつふつと苛立ちが募り、それを顔に出さずにいるので精一杯だった。

（……気に食わない）

　本当はイザベラのいう召使いが誰なのかを、ダニエラは知っている。

　彼女──ニーナ・レンバッハは、新参の小間使いだ。年の頃は十七、八歳で、城に雇われてからまだ日が浅いという。

　ダニエラがニーナと言葉を交わしたのは、昨日の美術品鑑賞会の最中だ。女性用の控室のひとつで、何やら騒ぎになっているのを不思議に思って声をかけたところ、その場にいたのが彼女だった。

　どうやらニーナは、令嬢がドレスを汚した場面にたまたま居合わせ、独断で対応したらしい。染み自体は消せずに応急処置的なものだったが、コサージュで隠して整えたドレスの出来栄えは、確かに目を瞠るものがあった。

（ただの小間使いにしては、令嬢の髪の結い方も上手かった。……一体何者なの？）

　本来その役割をするべきだったのは、侍女であるダニエラだ。侯爵夫人エルヴィーネ付の召使いという立場上、上流階級の女性の身繕いをするのに慣れている。

　そんなダニエラの目から見ても、昨日の令嬢の仕上がりは文句のつけようのないものだった。始めにニーナにぶつけた言葉は、八つ当たりといっても過言ではない。

　しかし一番にダニエラを苛立たせたのは、その後のニーナの発言だった。

（「奥さまの持ち物をお客さまに提供するのは、まったく適切だとは思えない」？　……一介の小間使いが、わかったような口を）

　冷静になって考えてみれば、昨日のニーナの言い分のほうが正しかったのだとわかる。エルヴィーネの部屋にあるドレスや装身具は、ほとんどが彼女が輿入れの際に持参した嫁入り道具だ。そんな品を勝手に客に貸し出したりすれば、あとでルドルフの不興を買うのは間違いない。

　だがあのときは冷静になれず、侍女としての矜持を傷つけられたダニエラは、苛立ちのままニーナに厩舎の掃除を言いつけた。彼女はあちこちの部署で重宝されていて、その後は行方を捜す者が多くいたが、ダニエラは素知らぬふりをした。

　しかしルドルフがニーナについて調べるように言ったのは、少々厄介だ。付随して昨日の忙しい最中、自分が彼女に厩舎の掃除をさせていたと周囲にばれるのは、極力避けたい。

（……そういえば、あの子も栗色の髪だったわ）

　ふとその事実に気づき、ダニエラは眉をひそめる。

　ルドルフの寝台に残された長い髪の毛は、そこで情事が行われていたのを如実に表していた。ダニエラは彼と関係している使用人が誰なのかを調べようとしていたが、その候補の中にニーナが入ってきたのはひどく不快だ。

（旦那さまが栗色の髪の女と会っているのは、おそらく夜。……今夜調べてみようかしら）

　二人がどのくらいの頻度で会っているのかはわからないが、幸いダニエラの私室はルドルフと同じ階にある。深夜に彼の部屋の様子を窺えば、何か手がかりが得られるかもしれない。

　差し当たっては余計なことを話さないよう、ニーナに口止めをしておくべきだろうか。そう考え、食事を終えて立ち上がったダニエラは、物憂いため息をついた。
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　昨日イェンシュ城で行なわれた美術品の鑑賞会は盛況に終わり、現在商談の予定が複数詰まっている。執務室でイアンと仕事のことで話し込んでいたルドルフは、横にお茶を置かれたのに気づき、ふと顔を上げた。

「ありがとう」

「いえ」

　給仕をしてくれたのは、ベルトラムだ。彼はイアンの前にもお茶のカップを置き、ルドルフに言った。

「昨日、シッテンヘルム伯爵夫人がお気に召したという当家の召使いについてですが、イザベラが調べた結果、名前がわかったそうです」

「そうか」

　昨日は多くの人間がイェンシュ城に集まったが、中でも立食パーティーの際に言葉を交わしたシッテンヘルム伯爵夫人は、ひどく上機嫌だった。

　彼女は十代半ばの令嬢を連れており、「こちらはわたくしの娘のアデリナです」と紹介したあと、この城の召使いについてルドルフに語った。

『実は先ほど娘がドレスを汚してしまったのですが、たまたま居合わせたそちらの若い召使いが、この子の身なりをとてもきれいに整えてくれましたの。言葉遣いもしっかりしておりましたし、あれほど有能な者なら、娘付きの侍女として拙宅に迎えたいくらいだと考えているのですけれど、いかがかしら』

　ルドルフは即答を避け、微笑んで「お役に立てたなら何よりです」とかわしたあと、伯爵夫人の言う召使いについて調べるようイザベラに申し付けていた。

　お茶を一口飲んだルドルフは、ベルトラムに問いかける。

「それでその者は、それなりの経験のある召使いか？」

「いえ、まだこの城で働いて間もない小間使いです。名前はニーナ・レンバッハと」

「────」

　思わぬ名前が出てきたことに驚き、ルドルフは口をつぐむ。イアンがカップを持ち上げながら言った。

「伯爵夫人がそれほど買ってくれているなら、その小間使いはシッテンヘルム家に送り出してあげたほうがいいのじゃないか？　令嬢付の侍女になれるなんて、大出世だろう」

　イアンの言葉に、ルドルフは努めて何食わぬ顔を作り、答えた。

「いや、優秀な人材をむざむざ手放すわけにはいかない。ベルトラム、その者は現状の小間使いの身分から、召使いに格上げしてやるのはどうだろう。今より給金を上げるだけの働きを、充分にしてくれていると思うが」

「はい。よく働くと評判のようですし、それがよろしいかと存じます」

　ルドルフは知らず微笑む。昨日、伯爵夫人から話を聞いたときは優秀な使用人を誇らしく思い、「もし本人が希望するなら、シッテンヘルム家に送り出してあげたほうがいいだろうか」と考えていた。しかしそれがニーナだったとは、うれしい驚きだ。

（仕事に真面目に取り組んでいるのは知っていたが、こんなふうに頭角を現してくるとはな。……面白い）

「何だ、ずいぶん機嫌がいいな。お前のそんな表情は久しぶりに見るよ」

　イアンの言葉に、ルドルフはさらりと答える。

「他家の人間に自分のところの使用人を褒められるのは、当主として悪い気はしない。しかも予想以上の数の商談がまとまりそうなのだから、私の機嫌も上向きになるさ」

「いいことだ。さて、僕はこれからルーデン家に行って、売買契約書にサインをもらってくる。代金は現金ではなく、小切手のほうがいいんだな？」

「ああ」







　夜の「王のサロン」にはステンドグラスの窓から月光が差し込み、うっすらと明るい。

　その日の深夜十二時半、優美なソファに腰掛け、ニーナの身体を引き寄せたルドルフは、微笑んで言った。

「──君が令嬢の身支度の手伝いができるとは、驚いたな」

「えっ……？」

「昨日シッテンヘルム伯爵夫人が、君をとても褒めていたよ。ドレスの染みを目立たなくしてあげたんだろう？」

　ニーナがきまり悪そうな顔になり、小さく答える。

「確かにわたしのしたことですが……今は少し、後悔しています」

「なぜだ？」

「もっとふさわしい役職の人に、あの場をお任せすべきではなかったかと」

　ルドルフは笑い、ニーナの髪を撫でた。

「そんなことはない。現に夫人は、君に感謝していた。令嬢付の侍女として、シッテンヘルム家に迎え入れたいくらいだとね」

「そんな……」

「もちろん断るつもりだが。しかしよく対処できたものだ。令嬢の高価なドレスは、普通は触れるのを躊躇うものじゃないか？」

　ニーナが「……それは」と口ごもり、歯切れ悪く答える。

「以前働いていたお屋敷で……その家のお嬢さまの、お世話をしていたからです。貴族ではありませんでしたが、裕福なご家庭で」

「ああ、アンシュッツの大農園だったな」

　中流階級の中には、貴族をしのぐほどの財力を持つ者が多くいる。そんな家の娘を世話していたのなら、確かに昨日のような状況に対処できるのも頷けるとルドルフは納得した。

　ニーナの身体を柔らかく抱きしめたルドルフは、彼女に額を合わせてささやく。

「今回君の実力が認められる機会を得たことが、私はとてもうれしい。夫人に褒められたのが君だと知ったときは、鼻が高かったよ」

「本当ですか……？」

「ああ。君は私の、自慢の恋人だ」
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　月明かりの中、ドレスのボタンが次々と外され、衣服の締めつけが緩む。

　あらわになったシュミーズの胸元に口づけられたニーナは、小さく声を漏らした。

「ぁ……っ」

　ソファに座るルドルフの膝の上に抱き寄せられた姿勢のため、ニーナはあまり身動きが取れない。引き下ろされたドレスの上部は腰の辺りにわだかまり、シュミーズの肩紐もずらされてしまう。

　こぼれ出たささやかなふくらみの谷間に、ルドルフが顔を埋めた。

「……っ」

　素肌に触れる唇の感触、彼の吐息、サラサラの髪もくすぐったくて、息が乱れる。胸の丸みに音を立ててキスをしたルドルフが、先端に舌を這わせながらこちらを見た。

「あ……」

　濡れてザラリとした舌の表面で押し潰されると、そこがみるみる芯を持ち、尖っていく。硬くなった先端を舌先で弾き、唾液でぬるぬるにされる行為は、目を合わせながらだとひどく淫靡だった。

　恥ずかしくて見ていたくないのに、ルドルフから視線をそらせない。そうするうちに硬くしこった尖りに歯を立てられ、思わず声が出た。

「ぁっ……！」

　疼痛と快感がない交ぜになったものが突き抜け、ニーナはビクリと肩を揺らす。自分の胸が彼の白い歯に噛まれる光景は煽情的で、まだ触れられていない身体の奥がじんと熱くなった。

「ル、ルドルフ、さま……」

「うん？」

「噛むのは、駄目……っ……あ……っ」

　ツキリと痛みが走るほどに噛んだあと、ルドルフは優しく慰撫するように舐め、吸い上げてくる。ニーナが思わず息を乱すと、彼はドレスの裾をたくし上げ、太ももを撫で上げながらささやいた。

「胸だけで、そんな顔をして……君は本当に可愛い」

「あ……っ！」

　下着の中に手を入れられ、脚の間を探られる。途端にぬるりと滑る感触がし、かすかに腰が揺れた。

「は……っ……ぁ……」

　そのまま蜜口から指が挿入ってきて、硬い感触にゾクゾクとした感覚が背すじを駆け上がる。柔らかい内襞をなぞる指はゴツゴツとして硬く、掻き回されるたびに淫らな水音が立った。

　膝立ちの姿勢をかろうじて保ち、ニーナがルドルフの首に腕を回すと、彼が顔を上げて言った。

「ニーナ、口を開けろ」

「んぅ……っ」

　唇を塞がれ、すぐにぬるりと舌が押し入ってくる。

　ニーナの小さな口腔はすぐにルドルフのものでいっぱいになり、絡みつく動きに息苦しさをおぼえた。顔をそらそうにもすぐに後頭部をつかんで引き戻され、よりきつく絡ませられる。蜜口から挿れられた指は相変わらず隘路を掻き混ぜていて、どこもかしこもぐちゃぐちゃにされる感覚に、ニーナは涙目になった。

　じわじわと体温が上がり、吐息が熱を孕む。中を穿つ指が感じやすい部分をかすめ、喉奥で甘く呻いたところで、ようやく唇を離された。

「んぁっ、は……っ」

「ニーナ……」

「あっ、あっ……！」

　抽送する指が激しさを増し、甘ったるい愉悦をもたらす。根元まで埋められた長い二本の指が最奥を抉って、ルドルフの唇が耳朶を噛んだ瞬間、ニーナは身体を震わせて達していた。

「っ、あ……っ！」

　頭が真っ白になるほどの快感が弾けて、力が抜けた身体をルドルフが抱き止める。彼が再び唇を塞いできて、ニーナは整わない息の中、必死に応えた。

「はぁっ……んっ……ぅ……っ」

　ひとしきり口づけ、ズルリと指を引き抜かれると、擦られる柔襞が快感の余韻でわななく。ルドルフの指はすっかり濡れそぼち、ぬらぬらと光って透明な糸を引いていた。

　ふいに彼がニーナの手をつかみ、自分の股間に導く。

「……出してくれないか」

「わ、わたしが、ですか……？」

「ああ」

　言われるがままにルドルフの上から下り、ニーナは床に膝をつく。

　おずおずと彼のスラックスを緩めると、すっかり兆した状態のルドルフのものが現れ、羞恥に顔が赤らんだ。反り返るほどに漲ったそれは幹に血管を浮き上がらせ、形がひどく淫猥だ。

「──触って」

「は、はい……」

　触れた屹立は張り詰めて熱く、不思議な弾力がある。幹を握って恐る恐るしごくと、彼が熱っぽい息を漏らした。快感があるのだと知ったニーナは、痛みを与えないよう気をつけながら、ルドルフの欲望に奉仕する。

　こんなにも大きくて硬いものが自分の中に入っているのだと思うと、気恥ずかしさがじわじわとこみ上げた。

「……っ……は……」

　かすかに息を吐くルドルフの顔は、情欲をにじませている。ひどく色っぽいその表情に見惚れていると、ふいに彼が腕を伸ばし、ニーナの唇に触れて言った。

「口でできるか？　嫌なら、無理にとは言わないが」

「えっ？　あ……」

　言われた言葉の意味を理解した瞬間、一気に頬が熱くなる。

　未経験の行為は、想像するだけでひどく淫らだ。しかしルドルフはいつもこちらが苦痛を感じないよう、心を砕いてくれている。そんな彼に喘がされるがままなのを心苦しく思っていたニーナは、勇気を出して頷いた。

「で、……できます」

　ルドルフの大きな手が頭を引き寄せ、屹立の先端が口元に寄せられる。ニーナは思い切って舌を出し、丸い亀頭をそろりと舐めた。

　切れ込んだ部分を舌先でくすぐり、くびれに舌を這わせる。剛直がピクリと震え、鈴口からじんわりと塩気のある体液がにじみ出た。不快ではないその味を舌に感じながら、しばらく先端を舐め回したニーナは、口腔にそれを含んでみる。

「……っ」

　ルドルフが押し殺した息を漏らし、ニーナの頭に触れた手に力がこもった。

　張り詰めたものは大きく、中ほどまでしか含んでいないのに、息苦しさをおぼえる。それでも一生懸命に舌を這わせていると、彼の手が優しく頭を撫でてきた。

「上手だ。……とてもいい」

　抑えた声音には確かに快感がにじんでいて、ニーナはうれしくなる。しばらく舐め続け、やがて顎が疲れて屹立を口から出した途端、ルドルフが顎をつかんで口腔に指を入れてきた。

「ぅっ……ふ、っ……」

　硬い親指が舌をこね回し、くすぐってくる。こみ上げる唾液を懸命にのみ込んで潤んだ瞳で見つめると、彼が腕を引いてきた。

「──おいで」

　再び膝の上に載せられ、下着を脱がされる。脚の間をルドルフの手が撫でてきて、彼は熱くなっているのを確かめ、微笑んだ。

「また濡れてるな。わかるか？　トロトロになってる」

「ぁ……」

　彼のものを舐めているうちに、すっかり興奮していた自分が恥ずかしい。

　愛液を纏った指が花芯に触れて、じんと甘い愉悦が走る。ルドルフの繊細な指が快楽の芽の形をなぞり、押し潰して、ニーナは蜜口がどんどん潤んでいくのを感じた。

「あっ……ぁっ……」

　敏感なところに触れられると、きゅんと身体の奥が疼く。

　やがてドレスを腰の辺りにわだかまらせたままのニーナの蜜口に、ルドルフのものがあてがわれた。緊張で思わず身体を硬くすると、彼が耳元でささやく。

「……そのまま腰を下ろして」

「えっ……？」

「できるだろう？」

　蜜口に触れる屹立は熱く硬く、その大きさを思うと自分で挿れるのが怖くなる。

　しかし内側の奥深くで快感を得ることを知った身体は、もっとルドルフを感じたくて仕方がなかった。

「ん、っ……」

　ルドルフの肩につかまり、ニーナはそろそろと腰を下ろしていく。丸い亀頭が蜜口にめり込み、ビクッと腰が跳ねた。くびれの辺りまでのみ込み、あとは長大な幹の部分を埋めていくだけだが、強烈な圧迫感に息が上がった。

「ぁっ……はぁっ……ん……っ」

　じりじりと埋められていく屹立が内壁を擦り、肌が粟立つ。意図して息を吐き、力を抜きながら根元まで受け入れる頃には、身体がすっかり汗ばんでいた。

　奥まで突き刺さった肉杭が、体内でドクドクと脈打っているのがわかる。腰をつかんだルドルフが緩やかに突き上げてきて、ニーナは声を上げた。

「あっ……！」

　座って受け入れる体勢は自分の重みがあるせいか、ルドルフの形をつぶさに感じる。張り出した傘の部分、そして血管の浮いた太い幹が内襞を擦り上げ、最奥まで届いて、ニーナは彼の首にしがみついて喘いだ。

「ぁっ……あっ、ルドルフ、さま……っ……ん、っ」

　唇を塞がれ、押し入ってきた舌に搦め捕られながら、下から突き上げる腰遣いに啼かされる。小刻みに奥を突かれると息も止まりそうな愉悦がこみ上げ、思わず喉奥で呻くと、口づけを解いたルドルフがささやいた。

「君の気持ちいいように……動かしてみるんだ。ほら」

「あ……」

　促され、腰をわずかにグラインドさせると、挿入されたものがいいところに当たる。ニーナは彼の首にしがみつき、胸のふくらみを彼の身体に押しつけながら、ゆらゆらと腰を揺らした。

「はぁっ……あっ、ルドルフさま……っ」

「可愛い……ニーナ」

　月明かりの中、熱を孕んだ息遣いが響き、部屋の空気が濃密になる。

　見つめ合う目には互いの姿しか映っておらず、貪るような行為に夢中になった。そのときのニーナ、そしてルドルフは、こちらを覗く冷ややかな視線があることに気づいていなかった。
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　細く開けた扉の隙間から、ダニエラは無言で「王のサロン」を覗いている。

　視線の先ではソファに座ったルドルフが栗色の髪の少女を膝に抱き寄せ、熱く絡み合っているところだった。

（旦那さまの情事のお相手が……あの子だったなんて）

　──ニーナ・レンバッハ。よりによって彼女が、ルドルフと親密そうにしている。

　ニーナを抱くルドルフは、熱情を押し殺した顔をしていた。普段は穏やかで感情の乱れのない男だが、今の顔はまったく違う。彼の眼差しには目の前のニーナに対する想いが溢れ、傍目にも彼女を愛している様子が伝わってきていた。

（なぜあの子なの？　一体どんなふうに知り合って、あんな関係に……）

　ルドルフはつい最近まで、妻のエルヴィーネの死に意気消沈していたはずだ。

　今年の春にエルヴィーネと結婚して以降、ルドルフは彼女にまめに贈り物をし、折に触れて話をする機会を作っては、閉じこもりがちな新妻を気遣っていた。しかし結局心が通い合うことがないまま、エルヴィーネは亡くなった。

　その原因の一端を作ったのは、ダニエラだ。こちらに来てからのエルヴィーネが塞ぎ込み、閉じこもりがちだったのをいいことに、ルドルフが彼女に外出の誘いをかけてきた際に独断で断ったりした。

　彼が見舞いの花を贈ってきても、「奥さまは、匂いのきついお花はお嫌いだとおっしゃっております」と言って、あたかもエルヴィーネ本人が拒絶しているかのように突き返した。

　結果、二人が直接言葉を交わす機会はだいぶ減った。エルヴィーネが亡くなる少し前、彼女はルドルフとの話が噛み合わないことに気づき、ダニエラに問いかけてきたことがある。

『ダニエラ、あなたは私のことが嫌いなの？　だからルドルフさまがいらっしゃっても取り次がず、私が「会いたくない」と言っていると、嘘をお伝えしているの……？』

　ダニエラはエルヴィーネの勘の良さに内心驚きつつ、それを一切表に出さずに無表情で答えた。

『何をおっしゃっているのか、まったくわかりませんわ。奥さまは何か思い違いをしておられるのではないでしょうか』

『…………』

　エルヴィーネはしばらくそんなダニエラをじっと見つめていたが、やがて目を伏せ、「もういいわ。一人にしてちょうだい」と言って部屋から下がらせた。

　彼女が亡くなったのは、その数日後だ。主のいなくなった部屋に入ったとき、ダニエラはすっきりと爽快な気分だった。

（やっと元どおりになったわ。……これでこのお城も、旦那さまも、以前のまま）

　ルドルフはエルヴィーネの死にひどくショックを受けていたが、それは彼が持つ生来の優しさゆえだ。ほんのわずかな期間しか一緒に過ごさなかった妻のことなど、時間の経過と共にたやすく忘れる。彼の悲しみに理解を示し、その傍らに寄り添い続ければ、いつかは──とダニエラは考えた。

（あの方は、必ず気づいてくださるはず。……その傍らに寄り添うべき真の人間は、私だということに）

　あえて公言はしていないが、実はダニエラは貴族の血を引いている。母はエッフェンベルク大公の又従弟に当たるアイヒホルン子爵家に仕え、当主のお手付きとなってダニエラを産んだ。

　子爵夫人の悋気を恐れた母は、屋敷を出て遠く離れた土地で出産したため、認知はされていない。しかし母は常々「お前の本当の父親は、貴族なのよ」と言ってダニエラを育て、そのせいかダニエラは幼い頃から「自分は他の人間とは違う」という高い矜持を持っていた。

　母親は町の食堂で住み込みの賄い婦をしていて、母子二人の生活はひどく貧しかった。そんな毎日に辟易したダニエラは、父親の元に行って暮らしたいと考えたものの、血縁関係を示す証拠が何もなく、立証が難しかった。

　ならばと意識を切り替え、貴族に近づきたい一心で選んだ職場は、フリードハイム家が暮らすイェンシュ城だった。そこで出会った嫡子のルドルフは子どもながらに端正な容姿で、城で働き始めたばかりのダニエラに優しく声をかけてくれた。

『君のような年齢で仕事をするのは、つらいこともあるだろう。もし何かあったら、僕に相談してほしい。できるだけ力になれるように努力するから』

　品良く貴公子然としたルドルフに声をかけられ、十一歳のダニエラはたちまちのぼせ上った。たとえ本当の父親に認知をされなくても、ルドルフと結婚できれば自分は貴族の仲間入りができる。そもそも大公家の遠戚の血を引いている自分には、彼の花嫁になる資格が充分にあるはずだ。

　そう考えていたダニエラだったが、高すぎる矜持ゆえに、自らルドルフにアピールすることはできなかった。自分の整った容姿と有能さがあれば、いつか必ず彼のほうから求愛してくれる──そう思っていたのに、ルドルフはかねてより婚約していたアルノルト伯爵家のエルヴィーネを妻に迎え、ダニエラは誇りを深く傷つけられた。

（でも……家同士が決めた結婚なのだから、ある意味仕方がないわ。二人の間が冷え切れば、私が入り込む余地は充分にあるはず）

　ダニエラの密かな工作により、結婚した二人は仲睦まじいとは言いがたい雰囲気になった。そうするうちにエルヴィーネが亡くなり、ダニエラは今度こそ自分がルドルフに愛される番だと考え、喪が明ける頃にアプローチしようと思っていた。

　だが気づけばあんな新参の娘が、まんまとルドルフの愛を掠め取っている。

（……許せない）

　瞳に冷ややかな色をにじませ、ダニエラはそっと扉から離れる。そして自分の部屋へと向かいながら、じっと考えた。

（あの方に愛されるなんて、許せない。……身の程知らずな振る舞いを、必ず後悔させてあげる）





　　　＊＊＊






　翌日の朝、ニーナはイザベラから思いもよらないことを告げられた。

「ニーナ、あなたは先日シッテンヘルム伯爵令嬢がドレスを汚してしまった際、それをきれいにして差し上げましたね。伯爵夫妻は大層お喜びになり、あなたをあちらのお屋敷に引き抜きたいとまでおっしゃっていたそうよ」

「……あの」

　ニーナは戸惑って彼女を見つめる。

　確かにルドルフからそう聞いたが、彼は断ると言っていたはずだ。イザベラが微笑み、言葉を続けた。

「旦那さまは『優秀な使用人を手放すわけにはいかない』と、丁重にお断りするつもりだそうですけれど。──ニーナ、あなたは本日付けで小間使いから召使いに格上げになります。これからも真面目に仕事に励み、より上の役職を目指すように。期待していますよ」

「はい。ありがとうございます」

　イザベラが去ったあと、周囲の召使いたちが口々に祝福してくる。

「すごいわ。入ってまだそれほど経っていないのに」

「今までで一番早い昇格じゃない？」

「あなた、どんな仕事でも手を抜かずに一生懸命やっていたものねえ」

　ニーナは気後れしつつ、「ありがとうございます」と控えめに礼を述べる。

　これまでは手が足りない部署の仕事を場当たり的に受けていたが、今後は城内の仕事を主にすることになるらしい。早速応接間の清掃を申し付けられたニーナは、掃除道具を持って該当の部屋に向かった。

　しかしそこでダニエラの姿を見つけ、思わず立ちすくむ。

（あ……）

　彼女と顔を合わせるのは、二日ぶりだ。美術品鑑賞会の日、ダニエラを怒らせたニーナは、城の中の仕事からはずされた。

　実際に厩舎に行ってみると、馬丁は既に大まかな仕事を終えており、「仕事で粗相をしてしまい、上の者にこちらに行くように言われた」というニーナに深く同情してくれた。

　結局、馬の身体にブラシをかけることと馬丁の話し相手しかさせてもらえず、汚れ仕事はしなくて済んだために、実害は被っていない。

　ニーナはダニエラに向かって頭を下げた。

「先日は出過ぎた振る舞いをしてしまい、申し訳ありませんでした。深く反省しております」

　ダニエラはニーナを見下ろし、微笑んで答えた。

「あら、いいのよ。考えてみれば、あの場には他の使用人がいなかったのだから、あなたが対応するしかなかったんでしょうし。現にシッテンヘルム伯爵家や旦那さま、イザベラさまからは、お褒めの言葉をいただいたのよね？　召使いへの昇格、おめでとう」

「……ありがとうございます」

　ダニエラの態度が思いのほか柔らかく、ニーナは肩透かしを食う。てっきり前回の件で、自分は彼女に嫌われていると考えていた。

　ダニエラが言った。

「実はイザベラさまに、あなたを私の下に付けてくれるよう進言したのよ。あなたは手先が器用で目端が利くようだし、内向きの仕事に向いているのではないかと思って」

「……そうですか」

　他の数人の召使いと共に、掃除に取りかかる。

　ニーナは割り当てられた応接室に入り、暖炉の燃え残りと灰を掻き出した。鉄の部分に黒鉛を塗って磨き上げ、その後は調度の上の埃を落として床を掃く。

　もうすぐ朝食の時間という八時前には、ほとんどの作業が終わっていた。そこでやってきたダニエラが、室内を見分する。

「全部終わった？」

「はい。棚の上の埃を落とし、床も掃き終わりました」

「そう」

　ダニエラはゆっくりした動きで暖炉に近づくと、その前に置かれていた灰を入れる容器に足を掛けた。そして躊躇いのないしぐさで、それを床に倒す。

「あ……」

　絨毯や床に、灰や燃え残りが大きく飛び散った。ダニエラは呆然とするニーナに向かって微笑み、穏やかに言う。

「やり直し。すべてきれいにし終えるまで、朝食を取ることは許しません」

「…………」

　ニーナは言葉もなく汚れた床を見つめる。彼女の行動が信じがたかったが、目の前で起きたことがすべてだ。そして自分の立場では、ダニエラに逆らうことは許されない。

　目を伏せたニーナは、足元を見つめながら答えた。

「……わかりました」







　──それから一週間、ニーナはあの手この手でダニエラから嫌がらせを受けた。

　食事の時間の寸前に用事を言いつけられるのは日常茶飯事、掃除をし終えたところにゴミや水を撒かれたりと、彼女の行動には明らかにこちらに対する悪意がある。

（……もし親しくなれたら、さりげなくお姉さまのことを聞き出せるかと思ったのに）

　やはり最初の印象が、よくなかったのだろうか。

　確かに小間使いの分際で上級使用人に逆らったのだから、ダニエラの目に生意気な小娘として映ったとしても不思議ではない。彼女にとって一連の行動は、気に食わない部下に仕事の厳しさを教えているためだともいえる。

（でも……）

　──本当に、それだけだろうか。ダニエラの態度からはときおり憎しみに似たものを感じることがあり、ニーナは戸惑いを深める。

　そして不穏な空気は他の召使いも察しているらしく、ニーナは夜に自室に戻った際、同室のエッダに心配された。

「ねえ、ひょっとしてダニエラさんと上手くいってないんじゃない？　あの人を怒らせるようなこと、何かしたの？」

「……それは」

　何と答えようか迷い、ニーナは言いよどむ。

　きっかけは美術品鑑賞会の日のでき事だが、いたずらにダニエラの行動を言いふらすのは気が引ける。彼女はこの城で働いて十年以上になる熟練の召使いで、自分はまだ数ヵ月の新人だ。ダニエラを貶める発言をするのは得策ではないと考え、ニーナは無理やり笑顔を作って答えた。

「たぶん、わたしに至らない部分があって……ダニエラさんをイライラさせているんだと思う。もっとしっかりしなきゃ駄目ね」

「えーっ、ニーナはどこの部署に行っても、仕事をそつなくこなしていたじゃない。あんまり理不尽なことを言われるなら、イザベラさまに相談したら？　あなたは覚えがめでたいんだし、きっと考えてくれるわよ」

「うん……」

　これまで何度か食事を取りそびれたり、精神的にきつい場面があったものの、周りの召使いたちが何かと気遣ってくれるのが救いだ。

　エッダが寝息を立て始めたため、ニーナはそっと机の上のランプを消す。窓枠に座って外を眺めながら、じっと考えた。

（……今夜はどうしよう）

　ここ数日、ニーナは深夜にルドルフに会いに行っていない。

　理由は疲れのためで、連日のダニエラからの仕打ちにすっかり気が滅入っていた。

（きっとルドルフさまは……今夜もわたしを待ってる。でも仕事で悩んでいることは、あの方に悟られたくない……）

　そう考えつつも、ニーナは他の理由もあるのだと自覚している。

　ルドルフと想いが通じ合って半月余り、ニーナは身も心も彼に溺れていた。一緒にいるとうれしくて、時が経つのを忘れる。ルドルフの眼差しや言葉、何気ないしぐさに愛されている実感をし、その一方で心に刺さった棘の存在を痛いほど思い出させられていた。

（ルドルフさまはお姉さまの死について、何かを知っている。……現にあの方は、テレーゼさまの死因について、わたしに嘘をついた）

　テレーゼの死を「老衰だ」と言ったルドルフだが、実際は殺されたことに間違いない。彼女は城の敷地内にある小屋に人知れず監禁され、声を奪われていた。それはエルヴィーネの死に関して他人に話されては困るからだというのは、テレーゼとのわずかな会話でわかった。

（お姉さまは信じてはいけない人を信じたのだと、テレーゼさまは言っていた。それがルドルフさまでないという証拠は、どこにもない……）

　ルドルフがいかに誠実で優しい人間か、ニーナはよく知っている。だがそれがもし巧妙に取り繕った偽りの顔なのだとしたら、自分は姉の仇に溺れる愚かな女だ。

（ううん。そもそもあの方を好きになってしまったこと自体が……お姉さまに対する、大きな裏切りなんだ）

　胸にズキリと、痛みが走る。

　幼い頃から一緒に育ち、父親を同じくする姉妹だとわかったあとも、エルヴィーネはニーナに変わらぬ信頼を寄せてくれた。それどころか「私をお姉さまと呼んでちょうだい」と言い、姉として惜しみない愛情を向けてくれた。

　そんな彼女を、ニーナも深く愛していた。だからこそ突然の死が信じがたく、真相を探るためにこの城に潜入したものの、エルヴィーネの夫と知りながらルドルフと情を通じてしまった。そんな自分に、ニーナは忸怩たる思いを噛みしめる。

（優先すべきはわたしのことではなく、お姉さまのほうだわ。始めからルドルフさまとの関係は、お姉さまの死因がわかるまでと決めていた。だったらもう先延ばしにせず、あの方に直接問いかけてみるべきなのかも）

　彼を直接問い質すことは、すなわち蜜月の終わりを意味する。ルドルフはニーナが実は妻の妹であり、素性を偽って自分に近づいたのだと知れば、今後も関係を続けていこうとは思わないだろう。

（でも問いかけたとしても、ルドルフさまが真実を話すとは限らないわ。何の収穫も得られず、ただわたしが失望されるだけっていう展開もありえるんだし……）

　臆病な心は、ついそのときを先延ばしにしようとする。

　自分が動かなければ、ルドルフとの蜜月は続く。真実はわからないままだが、彼が飽きるまでこの関係を続けていくことはできる。

（それでいいの？　当初の目的を忘れて、お姉さまの死から目を背けて……？）

　いっそそのほうが幸せかもしれないと思うのに、ニーナは踏み切れない。それは自分のせいでテレーゼを死なせてしまったという、深い負い目があるからだ。

　考えなしに小屋の鍵を壊して侵入の証拠を残した挙げ句、「明日またここに来る」と言って、彼女にいたずらに生きる希望を与えた。その結果が、無残な死だ。テレーゼを監禁した人間は真実が発覚するのを恐れ、彼女の口を永遠に塞いでしまった。

（テレーゼさまが亡くなった原因は、確実にわたしにある。そんなわたしが、ルドルフさまと幸せな時間を持つなんて……）

　ニーナはじっと瞑目する。彼との関係に未練を持つ自分の浅ましさ、そして罪悪感で、胸が苦しくなっていた。

　最初にルドルフの手を取ったことが、そもそも間違いだったのだろうか。あのときのニーナは「上手く彼の懐に入れば、エルヴィーネの死に関わったという確証を得られるかもしれない」と自らに言い訳していた。

　しかし実際はルドルフ自身に心惹かれ、彼の無実を信じたい気持ちでいっぱいだった。そして今も、問い質して真実が明るみに出ることに恐れを抱いている。

（お姉さま……お姉さまはルドルフさまを、愛していた？　塞ぎ込み、部屋に閉じこもるくらい、何を思い悩んでいたの……？）

　明るく天真爛漫だったエルヴィーネがそんなふうに変わってしまった理由は、いまだつかめていない。彼女がそこまで思い詰めていた理由とは、一体何だったのだろう。

（お姉さまは、日記か何かをつけていないかしら。お掃除の際に、何とかお部屋に入れたらいいんだけど……）

　城主やその家族の居住区がある東側の三階は、豪奢な部屋が多いせいかなかなか新参に掃除の当番が回ってこない。

　ニーナは窓越しに暗い夜空を見つめ、ため息をついた。やはりルドルフに直接聞くことでしか、真実には近づけない。だがそれは自分と彼の関係が終わることを意味し、ルドルフの答え次第ではアルノルト伯爵家を巻き込んだ大きな騒ぎになるだろう。

　本当はすぐにでも彼と話しをしに行くべきなのに、ニーナは動けなかった。いつか終わる恋で、決して成就しないとわかっていたのに、諦めの悪い心が行動を鈍らせている。

（ごめんなさい、お姉さま。ごめんなさい、テレーゼさま。……ごめんなさい、ルドルフさま）

　──自分がここまで優柔不断で、愚かな人間だとは思わなかった。

　じわりと目に浮かんだ涙が、頬を伝って落ちた。エッダの寝息が響く静かな部屋の中、ニーナは窓辺にもたれ、じっと暗い外を見つめ続けていた。






＊第十二章









　朝の八時にベルトラムが寝室まで起こしに来て、お茶を淹れる。カーテンを開けた窓から見える外は、重い雲が立ち込めた曇り空だ。その日ルドルフは、目覚めの瞬間から気分が沈んでいた。

「旦那さま、お茶でございます」

「……ああ」

　起き上がり、カップとソーサーを受け取る。ベルトラムが寝台の脇に新聞を置き、ハーロルトはその後ろでせっせと洗顔の準備をしていた。

　お茶を一口飲んだルドルフは、目を伏せて考える。

（……昨夜も来なかった）

　──ニーナが夜に「王のサロン」に来なくなって、もう四日が経つ。

　元々「気晴らし」として会っていた頃は、「互いの都合のいいときだけ、もし相手が来なかったら五分で諦める」という約束だった。だが恋人同士になって以降、彼女は毎晩欠かさずルドルフに会いに来ていた。それだけに突然逢瀬が途絶え、ルドルフはひどく落ち着かない気持ちになっている。

（体調が悪いのか？　確かに彼女は昼間働いているし、毎晩のように睡眠時間を削られて、疲れが出たのかも……）

　それとも自分は何か、ニーナの気に障ることを言ってしまっただろうか。しかし最後に会った夜はいつもどおりの雰囲気で、取り立てて気になる部分はなかったように思う。

　自分のほうから使用人区画に出向いて会いに行こうかと思ったものの、万が一見つかると騒ぎになる。せめて元気でいるのを確認したいが顔を合わせる機会がなく、この数日ルドルフは手をこまねいていた。

「──……さま、旦那さま？」

　昼食後に執務室に戻り、ぼんやりしていたルドルフは、ふと呼びかけられているのに気づいて顔を上げる。

「何だ？」

「申し訳ございません、そろそろお昼の休憩をいただいてもよろしいでしょうか」

　時計を見ると、午後一時半となっている。使用人たちが昼食を取る時間を三十分ほど過ぎていて、ルドルフは苦笑いしてハーロルトに詫びた。

「気づかずにすまない、ハーロルト。休憩を取ってくれ」

「はい。ありがとうございます」

　ハーロルトが執務室を出ていき、ルドルフは小さく息をつく。このあとは財務のことで会計士と話す予定だが、まだ時間があった。

（気分転換に、蔵書室にでも行くか）

　椅子から立ち上がって執務室を出たルドルフは、廊下を進んで階段を下りる。ちょうど蔵書室の前まで来たところで、ふと廊下の向こうからニーナが急ぎ足で歩いてくるのに気づいた。

「……あ」

　こちらを見たニーナが小さく声を発し、慌てて脇に控えて頭を下げてくる。素早く周囲を見回したルドルフは人気がないのを確認し、大股で彼女に歩み寄ると、その腕をつかんで言った。

「──こっちへ」

「……っ」

　息をのむニーナを伴い、ルドルフは蔵書室に入る。中はしんと静まり返っていて、古い書物の匂いが漂い、窓から外の木々の緑が見えていた。

「ルドルフさま……」

　突然蔵書室に連れ込まれたニーナは、驚いた顔でこちらを見上げている。ルドルフは彼女に問いかけた。

「──体調が悪いのか？」

「えっ？」

「もう四日も私に会いに来ていない。もしかして具合が悪いのかと、ずっと心配していた」

　ルドルフの真剣な眼差しに、ニーナがきまり悪げにうつむく。

「あの、実は最近、疲れがひどくて……お約束の時間まで起きていられないのです。申し訳ありません」

「そうか。昼間働いていながら毎日あんな時間まで夜更かしすれば、疲れが溜まって当然だな。私の配慮不足ですまない」

　互いの間に、沈黙が満ちる。

　ニーナが何となく落ち着かないそぶりなのは、今が昼間だからだろうか。そう考えながら、ルドルフは口を開く。

「仕事は忙しいのか？　召使いに格上げされたと、ベルトラムから報告を受けているが」

「はい。……小間使いだったときとは、違う忙しさがあります」

　確かにニーナはあまり顔色が優れず、ルドルフは彼女の身体が心配になった。

（よかれと思って、召使いへの昇格を提案したが……逆に負担が大きくなっているんだろうか）

　本当は腕の中に囲い込んで、すべての煩わしさから解放してやりたい。だが現状では雇い主と召使いという立場を変えることは難しく、歯痒さをおぼえる。

　ルドルフは彼女を見下ろして言った。

「……抱きしめていいか」

「えっ？　ぁ……っ」

　引き寄せて抱きしめた途端、馴染んだ身体の大きさとぬくもりにホッとした。自分にとっての彼女が今やかけがえのない存在になっていると、しみじみと実感する瞬間だった。

「たかが四日なのに、君に会いたくて──落ち着かない気分だった。体調を悪くしたのではないか、それとも何か君の気に障ることをしたかと、いろいろ思い返したりして……。情けない男だな」

「そ、そんな……ご心配をおかけしたのは、わたしのほうですから。本当に申し訳ありません」

　ルドルフはニーナの身体をわずかに離し、彼女に問いかける。

「今夜は来れそうか？」

「……あの……」

　ニーナが言いよどみ、一瞬迷うように視線をさまよわせる。その表情に引っかかった瞬間、彼女は小さく言った。

「はい。……今夜は必ず、参ります」

「そうか。何やら急いでいる様子だったのに、呼び止めて悪かった。どこに行こうとしていたんだ？」

「それは……食堂です。粗相をして、時間までに仕事を終えることができなくて」

　モソモソとニーナが答え、ルドルフは微笑む。

「そうか。ならば早く行かなければならないな」

「はい」

　名残惜しさを感じながら、彼女の身体を離す。ニーナが小さな声で言った。

「……では」

「ああ」

　扉を開けたニーナが、蔵書室を出ていく。それを見送ったルドルフは、そっと安堵の息をついた。

（体調を崩したのではなくて、本当によかった。だが今までのような頻度で会い続けるのは、やはり彼女の負担になるかもしれない）

　会いたい気持ちはあっても、ニーナに負担をかけるのは本意ではない。もっと自分が大人になって、自制するべきなのだろう。

　そう考え、書架から一冊の本を抜き出したとき、背後で扉が開く気配がする。てっきりニーナが戻ってきたのだと思ったルドルフは、振り返って言った。

「どうした？　あまり頻繁に出入りしては、人目が──……」

　しかしそこにいたのは、ニーナではなくダニエラだ。思わず口をつぐむルドルフに、彼女が言った。

「どなたかとお間違えですか？　私は今来たばかりですが」

「ああ、いや、何でもない。……君はどうしてここに？」

　ダニエラはエルヴィーネの侍女を務め、現在女性使用人の中では、女中頭のイザベラに次ぐ高い地位にいる。十一歳の頃から十三年間城に勤め続けている、熟練の召使いだ。

　薄い水色の瞳と整った容貌を持つ彼女は、全体的な色素の薄さが相まってどこか冷たい印象がある。いつも淡々としてまったく表情が変わらないところも、氷の彫像めいた雰囲気を醸し出しているのかもしれない。

　ダニエラが口を開いた。

「旦那さまをお探ししておりました。奥さまがお亡くなりになってもうすぐ三月が経ちますし、そろそろご遺品を伯爵家にご返還されたらいかがと思いまして」

「…………」

「奥さまのドレスや装身具は、ほとんどが嫁入り道具としてお輿入れの際にご持参されたもの。旦那さまがお部屋をそのままにというお気持ちは理解いたしますが、伯爵家にお返しになるのが筋かと存じます」

　ダニエラの言うことは、もっともだ。エルヴィーネが持ち込んだドレスや装身具は特別に誂えた最高級の品々で、それだけで莫大な資産になる。亡くなってもう三ヵ月が経つのだから、早急に父親であるアルノルト伯爵に返還するべきだろう。

　ルドルフは手元の本を閉じて答えた。

「わかった。エルヴィーネの遺品は、アルノルト伯爵に返還する。作業は急がないが、梱包はしっかりと丁寧にし、きちんと目録も作成するように。最後に私が確認するから、ひと声かけてほしい」

「はい。承知いたしました」

　返事をしたダニエラだったが、蔵書室を出ていこうとしない。不思議に思ったルドルフは、彼女に問いかけた。

「まだ何かあるか？」

「いえ。……先日私がご提案した際、旦那さまはあれほど奥さまのお部屋を片づけることを拒まれておいででしたのに、今了承されたのには何か理由がおありなのかと思いまして」

「────」

　ルドルフは虚を衝かれて押し黙る。確かにエルヴィーネが亡くなった直後、すぐに彼女の部屋を片づけるのには抵抗があった。だが今は妻の顔を思い出しても、以前ほど胸が痛まない。

　それは時間が薬となったとも言えるが、一方で他に愛する対象ができたからだという考え方もできた。そんな自分の薄情さを噛みしめつつ、ルドルフは答えた。

「君が言うように、エルヴィーネの遺品は父君であるアルノルト伯爵にお返しするのが筋だと思ったからだ。いつまでも手元に置いておくのは、まるで私がせしめたみたいで伯爵も気分を害されるだろうしな。なぜそんなことを聞くんだ？」

　ダニエラが、ルドルフの顔をじっと見つめてくる。しばらく黙っていた彼女は、やがて微笑んで言った。

「純粋な、興味としてですわ。たった三ヵ月しかお傍にいらっしゃらなかった奥さまですけれど、旦那さまはとても大切にされて真心を尽くしておいででしたし。今もそのお気持ちに、変わりはないと？」

「……もちろんだ」

　大切だった。──夫婦として、幸せな家庭を築こうと思っていた。だが結局気持ちは通い合わないまま、彼女は亡くなってしまった。そして今ルドルフの心には、ニーナがいる。

（エルヴィーネを大切だと思う気持ちは、変わらない。……だが、私は……）

「旦那さまにそれほど想われて、奥さまはお幸せですわね。お部屋の片づけとご遺品の梱包は、私が責任を持っていたします。それでよろしいでしょうか」

「ああ。頼む」

「では、失礼いたします」

　ダニエラが頭を下げ、蔵書室を出ていく。閉まった扉を見つめ、ルドルフはじっと考え込んだ。

（エルヴィーネの部屋を片づけるのは、いい機会だ。私もいろいろと引っかかっている部分に、ちゃんと片をつけるべきなのかもしれない）

　きちんと追求しようとすれば、大きな代償を払うことになるはずの案件だ。これまでは深く考えたくない気持ちが先に立ち、問題を先送りにしてきた。しかしいい加減、ちゃんと向き合うべきときが来たのかもしれないと、ルドルフは思う。

（だが業務に影響が出ることだけは、避けなければ。ある程度準備してからでないと、あちこちにしわ寄せが来る……）

　今後降りかかるであろう問題を思うと、ひどく憂鬱な気持ちになる。いくら準備をしてもすべて今までどおりにというのは難しく、思わずため息が漏れた。

（……仕方がない。何もなかったことにはできないのだから）

　──あとは腹をくくるだけだ。そう自分に言い聞かせ、ルドルフはじっと目を伏せた。





　　　＊＊＊






　蔵書室を出たニーナは、周囲に人目がないのを確認し、素早くその場から離れる。昼間の時間帯に思いがけずルドルフに出会い、今も心臓がドキドキしていた。

（いつもは城内で会うことはないのに……今日に限って会ってしまうなんて）

　何となく後ろめたかったのは、もう四日も夜の逢瀬をすっぽかしていたからだ。てっきり咎められるのかと思いきや、ルドルフは開口一番にこちらの体調を心配してきて、ニーナは罪悪感をおぼえた。

（ルドルフさまは、いつも真っすぐにわたしを想ってくれる。でも、わたしは……）

　足早に廊下を歩いて、角を曲がる。そこでニーナは、勢いよく誰かの胸にぶつかってしまった。

「あ……っ」

「おっと」

　頭上から降ってきた声が男のもので、ニーナはドキリとして顔を上げる。

　そこには仕立てのいいシャツとタイ、そしてフロックコートを着た、二十代半ばの背の高い青年が立っていた。

「も、申し訳ございません！」

　明らかに使用人ではないその男性に、ニーナは慌てて頭を下げる。相手が鷹揚に言った。

「僕のほうこそ、前をよく見ていなくて悪かった。怪我はないか？」

「はい」

　答えながら、ニーナの心臓がドクリと跳ねた。

（この方は……）

　──ルドルフと同じくらいの年齢、整った顔立ち。明るい金髪の貴公子然とした雰囲気の彼には、見覚えがある。

（ルドルフさまの従兄弟の……イアンさまだわ。お姉さまを、アルノルト伯爵家まで迎えに来た……）

　ニーナが気づくのと同時に、彼もまた引っかかりをおぼえたらしい。イアンはニーナの顔を注視しながら言った。

「おや？　君の顔には、見覚えがあるな。確か……」

「……っ」

　ニーナはこの場から逃げ出すにはどうしたらいいか、必死に考えを巡らせた。自分がアルノルト伯爵家に縁ゆかりのある人物だとばれるのは、絶対に避けたい。だが身体が動かず、心臓の音がやけに大きく聞こえる。

　イアンは驚いた様子だったが、ニーナの蒼白な顔を見て何か思うところがあったらしい。彼は周囲をチラリと見て言った。

「──ここでは何だから、少し僕の部屋で話そうか」







　イアンの私室は、城の西側の三階にある。中は広々としていて趣味のいい調度が並び、バルコニーが外の光を取り込んで明るかった。

　こちらを振り返った彼は棚に軽くもたれると、「さて」と言ってニーナを見た。

「説明してもらおうかな。君は確か、アルノルト伯爵家にいた召使いだろう？　エルヴィーネ付の」

　そこまで思い出しているのなら、もう言い逃れはできない。ニーナは観念して口を開いた。

「……はい。わたしはエルヴィーネお嬢さまの侍女をしていた……ニーナ・レンバッハと申します」

「そのニーナが、一体なぜこのフリードハイム家にいるんだ？　アルノルト伯爵領からここは、かなりの距離があるというのに」

　イアンの口調は詰問する雰囲気ではなく、その顔には純粋な驚きがにじんでいる。ニーナは目を伏せて答えた。

「それは──お嬢さまの訃報を聞いたからです。この地に来てわずか三ヵ月で亡くなられたと聞いて、わたしは信じられない気持ちでいっぱいでした。ご結婚後のお嬢さまがどんな生活をしていたのか、そして死に至った理由が何なのかを知りたくて、アルノルト伯爵家の職を辞し、このお城に潜入したのです」

　ニーナはひどく焦っていた。アルノルト伯爵家で顔を合わせたことがあるイアンが、この城にいるのは知っていた。しかし今まで遭遇したことがなかったため、すっかり油断していた。

　イアンは素性を隠してフリードハイム家に雇われたニーナを、決して放置はしないだろう。このあとルドルフに報告がいくのは間違いなく、こんな形で自分の嘘がばれてしまうことに、忸怩たる思いがこみ上げる。

　イアンが小さく息をついて言った。

「なるほどな。かつて仕えた令嬢の死因を探りたい一心で、この城にもぐり込んだってわけか」

「…………」

「君がどれだけエルヴィーネと密な関係だったのかは、知っているよ。幼い頃から一緒に育った、腹心の侍女なんだろう？」

「それは、お嬢さまが……？」

「ああ。この世で一番信頼している者だと、イェンシュまでの道中で語っていた」

　イアンから伝えられた言葉を聞き、ニーナは重苦しいものが喉元までせり上がってくるのを感じる。エルヴィーネは心からの信頼を、自分に寄せてくれていた。だがそんな彼女を裏切り、ニーナは姉の夫であるルドルフを愛してしまった。

　イアンが探るような口調で問いかけてきた。

「エルヴィーネの死因を探りたいと言っていたな。それは彼女の死に納得していないということか？」

「はい。お嬢さまは健康で病気ひとつしたことがなく、性格も溌剌としておいででした。しかしこちらで聞いたところ、ご結婚後のお嬢さまはお部屋にこもりがちで、塞ぎ込んでおられたといいます。なぜそのようにお変わりになってしまわれたのか、きっと原因があると思うのです」

　ニーナの言葉を聞いたイアンが、じっと考え込む。彼がしばらく沈黙し、ニーナは静まり返った室内にいたたまれなさをおぼえた。

　やがてイアンが、重い口を開いた。

「……君の気持ちは、理解できる。幼い頃からずっと一緒に育った令嬢が、突然亡くなったんだ。実際に遺体を目にしたならばいざ知らず、見ていないなら、信じがたい気持ちを抱いて当たり前だろう」

　ニーナは驚き、イアンを見つめた。まさか彼が、こちらの気持ちに理解を示してくれるとは思わなかった。

　そんなニーナの顔を見て、イアンが苦笑いする。

「何だ、意外か？　僕はそんなに血も涙もない人間ではないよ。エルヴィーネをこちらに送り届ける道中、彼女の気晴らしになればと、何度か話し相手になったんだ。だからかな、君には何となく親近感というか、以前から知っていたかのような錯覚を抱いてしまう」

　イアンはしばし考え込み、押し黙る。やがて彼は、迷うような口調で言った。

「だが、そうか……。やはり傍から見ても、エルヴィーネの死は不自然に見えるんだな。確かに若く健康な花嫁が、わずか三ヵ月で亡くなるのは異様だ。この城で働く者たちも、表向きは普通に振る舞っているものの、何かを察しているに違いない」

「あの、それは一体どういう……」

　イアンの言おうとしていることがわからず、ニーナは控えめに問いかける。彼は目を伏せて答えた。

「正直この話を君に聞かせるのが適切かどうかは、わからない。だがアルノルト伯爵領からはるばるやって来て、エルヴィーネの死因を探るためにフリードハイム家に潜入までした勇気には、頭が下がる。僕もいろいろと思うところがあるものの、さまざまなしがらみから大っぴらに口に出せないことが多いんだ。だから今のところは、断片的な情報だけで許してほしい」

　ニーナは困惑しながら、イアンの言葉の続きを待つ。

　彼は一旦口をつぐみ、瞑目した。そしてニーナを真っすぐに見つめると、はっきり断言した。

「──エルヴィーネの死は、他殺だ。彼女は事故ではなく、ある人間の故意によって殺された。関わった者については……近いうちに時間を作って、改めて話をしよう」






＊第十三章









　窓から見た夜空は重い雲が立ち込め、星も月も見えない。暗い「王のサロン」に入ったルドルフは、棚の上のランプの明かりをひとつだけ灯した。

　室内がぼんやりと明るくなり、豪奢な調度が壁や床に濃い影を落とす。

（……遅いな）

　十二時半を五分ほど過ぎているが、ニーナはやって来ない。今日の昼間に話をしたときは「今夜は必ず行く」と言っていただけに、ルドルフは落ち着かない気持ちになる。

　それからしばらくして、背後で扉が開いた。振り返ったルドルフは、そこに待ちかねていた姿を見つけて微笑む。

「遅かったな。ひょっとしたら今夜も来ないかもしれないと、気を揉んでいた」

「……申し訳ありません。お待たせしてしまって」

　うつむきがちに謝るニーナは、ひどく恐縮している。扉を閉め、こちらに歩み寄ってきた彼女に、ルドルフは言った。

「──手を出して」

「えっ？」

「早く」

　ルドルフはニーナの手の上に、紙袋を置く。彼女が戸惑った顔でこちらを見上げてきた。

「あの、これは……？」

「君は以前、疲れているときは甘いものがいいと言っていただろう？　だから今日、ヴェンツェルに行った折に買ってきたんだ」

　袋の中身は、アーモンドの砂糖がけだ。大きな鍋でグルグルと回しながら作る甘いお菓子で、子どもたちにとても人気がある。ニーナがポツリと言った。

「ルドルフさまが、わざわざお買い求めに……？」

「ああ。アーモンドだけではなく、クルミも混ぜてもらっている。君は高価なものは受け取ってくれないが、これなら気軽でいいかと思って」

　──今日の昼に会った際、ニーナはこの数日来なかった理由を、「最近疲れがひどく、約束の時間まで起きていられないせいだ」と語った。

　それを聞いたルドルフは、彼女に負担をかけている現状を大いに反省した。ニーナが毎日会いに来てくれるのは、決して当たり前ではない。もっと日を開けるなど彼女の身体を気遣うべきだったのに、こちらの配慮が欠けていた。

　買ってきたお菓子は、ささやかな詫びの品だ。高価な物品を固辞するニーナでも、甘いものなら快く受け取ってくれるのではないか。そう思ってのことだった。

　ルドルフは袋を開け、中のアーモンドを一粒取り出す。そして彼女の口に入れて問いかけた。

「どうだ？」

「……美味しい、です」

　恥ずかしそうにモソモソと咀嚼する姿が小動物めいて可愛らしく、ルドルフは満足する。テーブルに向かいながら、彼女に提案した。

「今夜はシャッハをしようか。卓上でそれぞれの駒を動かして遊ぶ、対戦ゲームだ。ルールは私が教えるし、君が疲れているならこのまま部屋に戻ってもいい。どうする？」

　ルドルフは今夜、ニーナを抱くつもりはない。元々身体だけが目的ではなく、彼女と過ごす時間こそが自分の癒やしだと考えているからだ。

　振り返ったルドルフは、ニーナの顔を見てふと口をつぐむ。彼女が今にも泣き出しそうな表情をしていて、深い戸惑いがこみ上げた。

「なぜそんな顔をする？　私は君を泣かせるようなことを、何か言ったか」

「……いいえ」

　答えた瞬間に涙がひとしずくこぼれ、ニーナが急いでそれを拭う。驚いたルドルフは彼女の二の腕をつかんでその顔を覗き込み、重ねて言った。

「ニーナ、どうか言葉にしてほしい。何も言ってくれなくては、君が泣いている理由がわからない」

　ニーナが首を横に振り、小さく答えた。

「ルドルフさまが、優しくしてくださるので……うれしくて涙が出ただけです。申し訳ありません」

「私の目から見た君は、うれしいというより、どこかつらそうに見えるが」

「そんなことはございません。甘いものは、お休みの日に買いに行かなければ口に入らないので、とてもうれしいです。……ありがとうございます」





　　　＊＊＊






　胸がいっぱいで、言葉が上手く出てこない。今夜悲壮な決意をしてこの部屋を訪れたはずのニーナは、思いがけないルドルフの行動にすっかり出鼻を挫かれていた。

（……こんなにわたしを気遣ってくれる人が、本当にお姉さまの死に関わっているの？）

　──今日の昼間、ニーナは城内で偶然出くわしたイアンと話をした。

　彼に問い詰められたニーナは、エルヴィーネの死に関して調べるためにこの城に潜入したことを白状した。するとイアンはこちらの気持ちに理解を示した上で、はっきりと告げた。

『エルヴィーネの死は、他殺だ。彼女は事故ではなく、ある人間の故意によって殺された』

　彼は詳細については語らず、「近いうちに時間を作って、改めて話をしよう」と言った。あれからニーナは、ずっと深い悩みの中にいる。

　エルヴィーネが誰かに殺されたかもしれないという推論は、以前テレーゼと話をした時点で既に確定となった。だが彼女以外の人物から肯定された今、ニーナは手を下した人間がルドルフである可能性が高まったと感じている。

（イアンさまは、「自分も思うところがあるものの、さまざまなしがらみがあって口に出せない」と言っていた。もしそれにルドルフさまが絡んでいるなら、イアンさまの言い方に説明がつく……）

　彼はハイデンライヒ伯爵家の次男で、ルドルフの父方の従兄弟に当たるという。

　同い年とはいえ立場は侯爵位を持つルドルフのほうが上になり、イアンはいわばこの城の居候だ。ルドルフの不利になるような話を口にできるはずがなく、だからこそ言葉を濁したのかもしれない。ニーナはそう考えていた。

（でも……）

　覚悟を決めてこの部屋に来たはずのニーナは、ルドルフに直接会い、その優しさに触れて、彼を問い質すことができなくなっていた。

　エルヴィーネの死因を解き明かしたい気持ちに嘘はないのに、ルドルフへの恋心がそれに歯止めをかけ、何も質問できない。彼が関与を認めても認めなくても、疑惑を口にした瞬間に蜜月は終わりとなる。それを思うと苦しくて、気づけば涙がこぼれていた。

（わたしは……ずるい。自分の気持ちばかりを優先して、お姉さまの件をうやむやにしようだなんて……）

　ニーナはじっと目を伏せる。そして顔を上げ、精一杯の笑顔で告げた。

「申し訳ありません。やはり、疲れがひどくて……今夜はこれで戻らせていただいてもよろしいでしょうか」

「もちろんだ。君の体調が一番なのだから」

　ルドルフが気遣わしげにニーナを見つめ、そっと頬を撫でてくる。

「今後は君の体調を考慮し、少し間を開けて会おう。万が一君が倒れるような事態になったら大変だ」

「……ルドルフさま」

「それからこれだけは言っておきたいんだが、私は君を都合のいい存在だとは思っていない。今すぐは無理でも、いずれきちんとした形にしたいと考えている」

　ニーナは驚き、ルドルフの顔を見つめる。まさか彼が、自分との将来的なことを口にするとは思わなかった。ルドルフは熱情を孕んだ眼差しでこちらを見下ろし、言葉を続けた。

「だからどうか、私の気持ちを疑わないでほしい。私がもっとも大切にしたい存在は君だ。……嘘偽りなく、真っすぐに君を想っているから」







　暗い廊下に出たニーナは、「王のサロン」の扉を閉め、音もなく歩き出す。心がじんと熱を持ち、強く締めつけられていた。

（ルドルフさまは、本当にわたしとの将来を考えているの？　わたしは一介の召使いで……あの方の妻の、妹なのに）

　結局彼を問い質せず、こんなふうに逃げ出す自分に、ニーナは不甲斐なさをおぼえる。一方で先ほどのルドルフの言葉をうれしく思う気持ちも確かにあって、自己嫌悪がこみ上げていた。

　使用人区画がある城の西側に行くには、一旦二階に降りなければならない。ニーナが階段を下りようとしたとき、背後でゆらりと空気が動いた気がした。不審に思い、振り返ろうとした瞬間、勢いよく背中を押される。

「あ……っ！」

　バランスを崩したニーナは、階段を転がり落ちた。段に何度も身体を打ちながら、十数段下まで一気に転がる。さらに下まで行きそうだったが、途中の踊り場の壁に当たって身体が止まり、何とか持ちこたえた。

「……ぅっ……」

　左肩に一番強い痛みがあり、それ以外もあちこち打ちつけてズキズキしている。ポケットからお菓子の紙袋が転がり出て、辺りに中身が散乱していた。ニーナが呻きながら身体を起こそうとしたとき、上から声が響いた。

「──あら、そこで止まってしまったの？　なかなか下までは簡単にはいかないのね」

「あなたは……」

　ゆっくりと階段を下りてきたのは、ダニエラだ。暗がりに目を凝らして彼女の姿を確認したニーナは、混乱しながらつぶやく。

「どうして、こんな……」

「誤って階段から落ちたあなたが、打ちどころが悪くて死ぬっていうのを想定していたのだけど。やはり図太い神経の持ち主は、一筋縄ではいかないものなのね」

　心臓がドクドクと鳴り、冷たい汗がにじみ出す。ダニエラは、自分に殺意を抱いて背後から突き落とした。そう悟り、ニーナの中に恐怖がこみ上げていた。

「なぜ……こんなことをするんですか？　殺すつもりだなんて、あなたにそこまで恨まれる理由は……」

「わからない？　私は最初からあなたが嫌いだったわ。小間使いのくせに出しゃばるところも、わかったような口を利くところも、すべてが生意気で鼻に付いた。でも一番の理由は、身の程知らずにも旦那さまに近づいたことよ」

　ニーナはドキリとして言葉を失う。まさかダニエラが、自分とルドルフの関係を知っているとは思わなかった。彼女は踊り場に倒れたままのニーナのそばまでやってくると、上から見下ろして言った。

「掃除のとき、旦那さまの寝台の上に、栗色の長い髪が落ちているのを発見したの。一体誰が相手かと思ったら、よりによってあなただったとはね」

　ダニエラは整った顔を不快そうに歪め、問いかけてくる。

「ねえ、どうやって旦那さまを誑たぶらかしたの？　せっかく奥さまという邪魔者がいなくなって、すっきりしたというのに。あの方から愛をささやかれるのがあなただなんて、私はどうしても納得がいかない。許せなくて、仕方がないの」

　ダニエラの言葉を聞いたニーナは、息をのんで彼女の顔を見つめる。

　もしかして彼女は、ルドルフを愛しているのだろうか。だからこそ自分に憎しみを募らせ、こんなふうに殺意を向けてくるのだろうか。

　何よりエルヴィーネをはっきりと「邪魔者」と言ったことが、ニーナにとって大きな驚きだった。事故を装ってこちらを殺そうと考えるなら、その殺意が彼女に向かなかったと、どうして言いきれるだろう。

　ニーナは震える声で、ダニエラに問いかけた。

「ダニエラさん、もしかしてあなたが……奥さまを殺したんですか？　旦那さまの妻となった方が許せなくて、それで──」

　ダニエラが思いがけないことを言われたように、口をつぐむ。やがて彼女は噴き出し、楽しげに笑いながら答えた。

「素晴らしい想像力だけど、残念ながら違うわ。奥さまは私の与り知らぬところで、勝手に塔から落ちて亡くなられたのよ。確かにあの方のことが気に食わなくて、わざと旦那さまの訪問を取り次がなかったり、お二人を親しくさせないよういろいろと画策はしたわ。それが功を奏して、奥さまは旦那さまに対して頑なだったわね。夜は別々の部屋でお休みだったし」

（……別々の部屋？）

　二人は、あまり仲睦まじくはなかったのだろうか。そう考えるニーナに顔を近づけ、ダニエラが言葉を続けた。

「私はね、十一歳でこのお城に雇われて以来、十年以上も旦那さまだけを見つめてきたの。あの方は、いつか必ず私に振り向いてくださる。あなたにうつつを抜かしたのは一時の気の迷いで、あの方を真に愛しているのは私だと気づいてくださるに違いないのよ」

　ニーナの顔を見つめ、彼女は微笑む。

「だって私は、アイヒホルン子爵家の血を引いているから。エッフェンベルク大公の、遠戚の血筋なのよ。認知はされていないけれど、貴族の血を引く私は、あの方の妻になるのにふさわしいと思わない？　どこの馬の骨とも知れない、あなたと違ってね」

「…………」

　ニーナはアルノルト伯爵の娘だが、ダニエラはもちろんそれを知らない。彼女はおそらくそうした自分の出自をよすがに、密かにルドルフへの想いを募らせていたのだろう。

　満足げに言いきったダニエラは、「さて」と言ってニーナの襟首をつかむ。そして階段に足をかけて言った。

「もう一度上から、勢いよく落としてあげる。踊り場で止まらずに下まで落ちたら、きっと打ちどころが悪くてあっさり死ねるはずよ」

　先ほどの痛みからまだ立ち直っていないニーナの身体を恐るべき力で引きずり、ダニエラは階段の上に連れていこうとする。ニーナは必死に抵抗した。

「やめてください……放して……っ」

「おとなしくなさい。私まで落ちてしまったらどうするの」

　ニーナの中に、じりじりと危機感が募る。

　そのとき闇の中にランプの明かりが差し、ダニエラが眩しげに目を細めた。階段の上に黒い人影が見え、男の声が響く。

「──一体何の騒ぎだ」

「あ……」

　明かりを手にこちらを見下ろしているのは、ベルトラムだ。彼は争う声に気づき、不審に思ってやって来たらしい。

　ベルトラムはニーナとダニエラを見つめ、困惑した様子で言った。

「ダニエラ、一体どういうことだ。そこにいるのは、召使いのニーナか？」

　ニーナの襟首をつかんでいたダニエラの手から、力が抜ける。彼女はかすかに狼狽しつつ、取り繕った顔で答えた。

「別に、何も……。こんな時間に城内をうろついていたこの子を見つけ、叱責していたところですわ」

「彼女の襟首をつかみ、身体を引きずって？」

　ダニエラが答えられずに押し黙る。ニーナは勇気を振り絞って声を上げた。

「ベルトラムさま、どうかお助けください。ダニエラさんは今、階段から落としてわたしを殺そうとしていたんです……！」

「お黙りなさい。何を言うの」

　ダニエラがニーナを黙らせようとしたが、ベルトラムが厳しい表情で言う。

「ダニエラ、ニーナに触れてはならない。君が先ほど彼女に告げた物騒な言葉は、私の耳にも聞こえてきていた。……部屋で詳しい事情を聞かせてもらおう」







　ニーナはダニエラと共に、ベルトラムの部屋へと連れていかれた。女中頭であるイザベラも呼ばれ、彼ら二人から事情を聞かれたものの、ダニエラはだんまりを決め込んでいる。

　一方のニーナも、夜の城内をうろついていた理由を聞かれたが、答えることができなかった。

（ルドルフさまの名前を出してしまえば……あの方に迷惑がかかる）

　どちらも話そうとしないのを見て、ベルトラムとイザベラが困惑して顔を見合わせた。

「いかがいたします、旦那さまをお呼びしたほうが」

「お呼びしてご報告するのはもちろんだ。しかしまずは、私たちで状況の把握を──」

　そこで突然ダニエラが鼻で笑い、悠然と口を開いた。

「ベルトラムさま、先ほどの言葉を聞いておられたのなら、もうおわかりでしょう？　私が悪意を持ってこの子を突き落とそうとしたのは、紛れもない事実ですわ。彼女がこの階にいた理由は、私が呼び出したからです」

　ニーナは驚き、ダニエラを見る。背筋を伸ばして座った彼女は、よどみない口調で話を続けた。

「先日の美術品鑑賞会以降、私はこの子の存在に危機感を抱いておりました。私の仕事を奪い、まんまとシッテンヘルム伯爵夫人や旦那さまに実力を見せつけたこの子に、いつか自分の地位を脅かされるのではないか。そう思うとどんどん憎らしく疎ましい気持ちが募り、仕事の最中に嫌がらせをするだけでは飽き足らず、事故を装って殺してしまおうと考えたのです」

　ダニエラはあたかもそれが真実であるかのように、スラスラと嘘の理由を述べる。横で聞いていたニーナは、彼女の意図をじわじわと理解した。

（この人は……わたしがルドルフさまの恋人であることを、誰にも知らせたくないんだ。わたしを庇う意味ではなく、ダニエラさん自身が、その事実を許せないから）

　ダニエラの説明を聞いたイザベラが、困惑した様子で言った。

「そうは言っても、あなたは長年このお城で働き、実績を積んできた者。入ったばかりのニーナにそこまで危機感を抱いたと言われても、納得が……」

「あら、だからこそ自分の邪魔になりそうな存在には敏感なのですわ。それにイザベラさまは、既にご存じなのではありません？　私が仕事の際、ニーナに何度も理不尽なやり直しを命じていた話を」

　その言葉が事実だったのか、イザベラが押し黙る。ダニエラはうっすらと微笑みながら言った。

「こんな事件を起こしてしまったのですから、今後このお城で働き続けられるとは思っておりません。私の身柄は、どうぞ司法の手に委ねてください。覚悟はとうにできておりますので」






＊第十四章









　午前の城内は、あちこちで掃除に勤しむ召使いたちの姿が多く見受けられ、何となく慌ただしい雰囲気だ。

　長い廊下を進み、執務室の前まで来たイアンは、おざなりにノックをして扉を開ける。中にはルドルフがいて、難しい顔で椅子に座っていた。

「そこでベルトラムに会って聞いたよ。昨日の件、ダニエラの身柄は警察に突き出さないことにしたんだって？」

「……ああ」

　ルドルフはどことなく物憂げな様子だ。それが昨夜の事件が原因であるのは容易に想像がつき、イアンは執務机に歩み寄りながら言う。

「ずいぶんな温情をかけるものだ。本人は悪びれもせず、堂々としていたんだろう？」

「城に警察を入れるのは、外聞上避けたい。何より被害者であるニーナが『なるべく穏便に』という意向だったため、ダニエラのこれまでの実績を加味して、遠方にある当家の親戚筋に奉公に出すことにした」

　──昨夜ダニエラは、召使いのニーナを階段から突き落として殺そうとしていたところを、騒ぎに気づいて駆けつけたベルトラムに発見された。

　彼女は罪を認め、犯行に至った理由を「ニーナ・レンバッハの存在が気に食わなかったから」だと説明したらしい。しかしそれは嘘だろうと、イアンの勘がささやいている。

（そんな理由でこれまでの実績を棒に振るなど、冷静なダニエラらしくない。おそらく彼女にとって、許しがたい何かがあったはずだ）

　ニーナはダニエラによって呼び出され、殺されかけた。その説明も、イアンからすると不自然に思えてならない。

　普段からきつく当たっていたという相手に呼び出されて、深夜にのこのこと出掛けるだろうか。むしろニーナが他の用事でうろついていたのを、ダニエラが見つけて争いになったというほうがしっくりくる。

　──深夜の時間帯、この東側の三階にいた理由。それは目の前の男が関係しているのではないかと、イアンは推測していた。

（まさかエルヴィーネの侍女だった娘とルドルフが、情を通じてる……？　ルドルフはニーナの素性を知った上で、彼女と関係を持っているのか？）

　ニーナはエルヴィーネの死因を調べる目的でこの城に潜入した、アルノルト家に縁の者だ。だとしたら情報を収集するため、わざとルドルフに近づいたということも考えられる。

（純朴そうな娘に見えたが、意外にしたたかなのか。……ふうん）

　もしルドルフとニーナが恋人同士であり、ダニエラがそれに気づいて凶行に及んだのなら、至極納得のいく話だとイアンは考えていた。

　なぜならイアンの目から見て、彼女がルドルフに執着しているのは丸わかりだったからだ。ダニエラはプライドが高く、普段は感情をまったく表に出さなかったが、ルドルフを前にするときだけ「女」の顔をしている。その証拠に彼女がエルヴィーネを見つめる眼差しは、いつも冷ややかだった。

「……君の目から見て、私の判断は甘いと思うか？」

　ルドルフがふいにそう聞いてきて、イアンは肩をすくめる。

「この城の主はお前なんだから、好きにすればいいさ。確かに警察に踏み込まれる事態になれば、フリードハイム侯爵家の名に傷がつく。社交界で噂になるのは間違いない」

　今回の件でルドルフが下した決断は、ダニエラの追放だ。

　彼女は今後、イェンシュから遠く離れたところにある屋敷に強制的に送り届けられ、二度とこの城への立ち入りは許されないという。身柄を警察に突き出さず、次の仕事先を手配してやったところが、彼女の長年の奉公に対するルドルフの温情なのだろう。

（……甘いな）

　実に甘い──とイアンは考える。人を殺しかけた者をただ遠くにやるだけで済ませるなど、無罪放免と一緒だ。しかしルドルフを愛しているダニエラにとって、彼に二度と会えないことは、充分すぎるほど重い罰なのかもしれない。

（まあ、この朴念仁は、わかっててやったわけではなさそうだが……）

「……何だ？」

　ルドルフが不思議そうに問いかけてきて、イアンは首を振る。

「いや。たとえダニエラがいなくなっても、彼女は今この城で誰かの世話をしているわけではないから、そう影響はないだろう。今日発つのか？」

「ああ、そのはずだ」





　　　＊＊＊






　腕を動かした途端、左肩にズキリと痛みが走る。かすかに顔を歪めたニーナは、力が入りづらい腕で苦労しながら雑巾を絞った。

（骨に異常はないって言われたけど……痛みはしばらく取れないのかしら）

　昨夜の事件を受け、ニーナは今日休んでいいとベルトラムから言われていた。しかし部屋にいてもすることがないため、結局こうして仕事に出ている。

（でも……）

　これまでと違って、ニーナに仕事の指図をするのはダニエラではない。ニーナは女中頭のイザベラ直属に変更になっていた。

「ねえ、ちょっと見て。あれ……」

　周囲がザワリとし、召使いたちが廊下を注視している。

　ニーナが立ち上がってみると、廊下の向こうで外出の服装をしたダニエラが両手にいくつかの鞄を持ち、裏口に向かおうとしているところだった。

「ダニエラさん、休暇かしら？　あの恰好……」

「何も聞いてないわ。ひょっとして休暇ではなく、ここの仕事を辞めるんじゃない？　だってあの荷物の多さ、尋常じゃないわよ」

　召使いたちの会話が聞こえ、ニーナは複雑な気持ちになる。

　──ダニエラは休暇ではなく、職を辞してこの城から出ていく。雇い主であるルドルフの判断により、遠方の屋敷に奉公に出されるのだ。

　当初は警察に引き渡されるはずだったが、ニーナが「なるべく穏便に」と進言したため、このような流れになった。

（ダニエラさんは……どう思ってるんだろう。こんな形で、この城を去ることを……）

　ダニエラが荷物を持って、裏口から外に出ていく。召使いたちがヒソヒソと話をする中、ニーナは雑巾を置いて彼女のあとを追っていた。

「──ダニエラさん！」

　外に出て呼びかけた途端、簡素な馬車に荷物を積み込んでいた彼女が振り返る。

　よそ行きのドレスを着て帽子を被ったダニエラは、ニーナを冷ややかな目で見た。

「一体何のご用？　ああ、この城を追い出されて僻地にやられる私を、わざわざ笑いに来たってわけ？」

　彼女がこちらに向き直る。ダニエラは皮肉っぽい笑みを浮かべて言った。

「まさか昨夜、あんな形で邪魔が入るとはね。『できるだけ穏便に』とあなたが進言した結果、このような処分になったと旦那さまがおっしゃっていたけれど、私に情けでもかけたつもり？」

「あなたを庇ったつもりはありません。旦那さまの、そしてフリードハイム家の体面を守るためです。勘違いなさらないでください」

　ニーナがぴしゃりと言い放つと、ダニエラは鼻白んだ顔になる。そして淡々とした表情になり、横を向いた。

「話はそれだけ？　ならばもう行くわ」

「待ってください。あなたにもう一度、確認したいことがあります」

「何？」

「あなたは本当に──奥さまの死に関わっていないのですか？」

　ダニエラが訝しげな視線をこちらに向ける。ニーナは重ねて問いかけた。

「テレーゼさまの件はどうですか。奥さまの側仕えだった方が、人知れず監禁されて亡くなられたことについては」

　彼女は警戒の色を強くし、探るような目つきで言った。

「あなたは一体……何者なの。どうしてそんなにも奥さまの死にこだわって、テレーゼさんのことまで……」

「ダニエラさん、わたしがこのお城に来る前にいたのは、アルノルト伯爵家です。あちらのお屋敷で、わたしはエルヴィーネお嬢さまの侍女をしていました」

「──……」

　ダニエラは驚きの表情でニーナを見つめる。やがて彼女は、得心がいった様子でつぶやいた。

「……なるほどね。令嬢の身支度を上手くできたのも、奥さまの私物を貸し出すことにやたらと目くじらを立てていたのも、そういう背景があったからってわけ」

「…………」

「あら？　じゃああなたは、自分が仕えていた令嬢の夫を誘惑して、情を通じたの？　忠誠心より、肉欲のほうを優先したってことかしら」

　ダニエラがクスクス笑い、顔を歪めて言う。

「──最低ね。奥さまの死因にこだわるのは、あの方の夫を奪ったという後ろめたさがあるからでしょう。そんな人間が今さら忠義面するなんて、恥ずかしいと思わないの」

「ダニエラさん、答えてください。あなたがお嬢さまとテレーゼさまの死に、直接関わったのかどうなのか」

　嘲笑混じりの言葉を遮り、ニーナは抑えた声で問いかける。ダニエラは笑いを収束させ、小さく息をついて答えた。

「言ったでしょう、奥さまが亡くなった件については、私は本当に無関係よ。あの方が何に悩んで塞ぎ込んでいたかなんて、まったく興味がないから聞きもしなかったわ。テレーゼさんに関しては、奥さまが亡くなられたショックで倒れたということは聞いたけれど、その後は古参の召使いがあの人の荷物を持っていき、それっきりよ」

　ダニエラの口から有意義な情報を聞けず、ニーナは失望する。彼女はそんな様子を見つめ、「ふうん」という顔で言った。

「あなたの口ぶりだと、テレーゼさんは誰かに監禁されていたってこと？　それで亡くなったのなら、不審死の可能性があるのね。芋づる式に奥さまの死因も……、そう」

　ごくわずかな言葉からそこまで読み取ったダニエラは、しばらく考え込み、やがてポツリと言う。

「……このお城でそこまでできる人間は、限られているわ。あなたの話を聞いて、私の中でいろいろなことが繋がった。おそらくは、正鵠を射ている自信がある」

「そ、それは誰ですか？」

　ニーナは勢い込んでダニエラに問いかける。彼女はクスリと笑い、こちらを見た。

「あなたに優しくする理由がないから、教えない。でも、そうね……ヒントくらいはあげてもいいわ。人は見た目によらない、よくできた人間ほど裏があるものよ」

「裏が、ある……？」

「ええ。あなたはこの城の中で信頼している人間に、違和感をおぼえたことはない？　嘘をつくような人だと思っていなかったのに、あなたに事実を隠したりとか」

　ニーナはドキリとしてダニエラを見る。

　事実を隠されたことなら、ある。ルドルフはテレーゼの死因について、「老衰だ」と嘘をついた。

（この城の主であるルドルフさまが……テレーゼさまの居場所を知らなかったはずがない。だったらやはり、テレーゼさまを監禁したのは、ルドルフさま……？）

　ダニエラは氷を思わせる薄い水色の目で、じっとニーナを見下ろす。そして薄く笑みを浮かべながら言った。

「──もう一度言うわ。このお城でそこまでの力を持つ人間は、本当に限られているの。信じてはならない人を信じたりしないよう、充分に用心することね」







　ダニエラを乗せた簡素な馬車が城から出ていき、ニーナはそれを見送る。彼女の最後の言葉が、心に大きな波紋を広げていた。

（ダニエラさんの言葉は……テレーゼさまの発言と重なる。これは偶然なの？）

　この城で再会したテレーゼは、ニーナに「お嬢さまは、信じてはならない人間を信じてしまった」と語った。二人が示しているのは、同じ人物なのだろうか。

　考えながら城の中に戻ったニーナは、廊下の向こうからイアンがやって来るのに気づく。周囲の召使いたちが次々と頭を下げる中、ニーナも脇に控えて同様に頭を下げると、ふいに彼が目の前でハンカチを落とした。

　それに気づいたニーナはハンカチを拾い上げ、彼に向かって差し出す。

「どうぞ」

「ああ、すまない」

　手渡した瞬間、彼がさりげないしぐさでこちらに身を寄せる。そして周囲には聞こえない声でささやいた。

「──話がある。このあと僕の部屋までおいで」

「…………」

　イアンが去っていき、ニーナは驚きながらその後ろ姿を見つめる。そして少し考え、イザベラの元に行って彼女に告げた。

「イザベラさま、申し訳ありません。昨夜の打ち身のせいで、少し熱が出てきたようなのです。無理を言ってお仕事に出させていただいたのに恐縮ですが、お部屋で休ませていただいてもよろしいでしょうか」

　ニーナの言葉を聞いたイザベラは、その顔に同情の色を浮かべて頷いた。

「もちろんよ。だから無理をしてはいけないと言ったのに、仕方がない子ね。あとで食事を誰かに持っていかせますから、熱が下がるまで部屋で休んでいなさい」

「はい。ありがとうございます」

　ニーナはその場を離れ、城の西側の三階にあるイアンの私室に向かう。周囲に人目がないのを確認して扉をノックすると、中から応えがあった。

「入れ」

　ニーナは「失礼いたします」とつぶやきながら、室内に入る。イアンが微笑んでこちらを見た。

「早かったな。仕事もあるし、もう少しあとで来ると思っていたんだが」

「打ち身で熱が出たと言って……イザベラさまに、部屋で休む許可をいただいたのです」

「ああ、なるほど」

　仕事の書類を見ていたらしい彼は、それを棚の上に置く。そしてニーナを見つめて言った。

「昨夜の件は災難だったな。骨に異常はないと聞いたが、打ち身はひどいのか？」

「痣ができて、今は痛みが強い部分もありますが……大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　それきりイアンが黙り込み、ニーナは静まり返った部屋に居心地の悪さをおぼえる。観察するような眼差しに戸惑いがこみ上げ、控えめに口を開いた。

「あの……」

「ああ、すまない。昨夜ダニエラが、あんな行動に及んだ理由について考えていたんだ。彼女は君の存在が疎ましくてやったと説明したようだが、本当の理由は別だろう？」

「えっ……？」

「君とルドルフは、情を通じてる。ダニエラはそれに嫉妬して君を殺そうとした──違うか？」

　ニーナは驚き、イアンの顔を見た。まさか自分たちの関係が知られているとは思わず、咄嗟に返す言葉を失う。彼は苦笑いして言った。

「別に咎めているわけではないから、誤解しないでくれ。貴族の男が使用人に手を出すのは、大っぴらにはできないがよくある話だしな。まあ意外だったのは確かだ、何せ君は、エルヴィーネの侍女だったのだから」

「…………」

「ルドルフは知っているのか？　君の素性を」

　イアンの問いかけに、ニーナは首を横に振る。

「いいえ。……ルドルフさまは、何もご存じありません」

　ニーナは強く拳を握り、意を決して口を開いた。

「イアンさま。イアンさまは先日わたしに、お嬢さまの死は他殺だと言ったのを覚えておいでですか」

「ああ」

「わたしは昨夜、ダニエラさんに殺されかけました。長年に亘ってルドルフさまに恋愛感情を抱いていたという彼女は、新参のわたしがあの方と関係しているのを知り、憎しみを募らせていたのです」

　──その憎しみは、ルドルフの妻となったエルヴィーネにも向けられたかもしれない。そう考えたニーナはダニエラに疑問をぶつけたものの、彼女ははっきりとそれを否定した。

「先ほどこのお城から出ていく際、ダニエラさんはわたしに言いました。『人は見た目によらない、よくできた人間ほど裏があるものだ』、それから『信じてはならない人間を信じたりしないよう、充分に用心するように』とも」

「……ほう」

「それでわたしは思ったのです。わたしが今まで信じていた人には……ひょっとすると、重大な隠し事があるのかもしれないと」

　イアンはこちらの話を、じっと聞いている。ニーナは必死に言い募った。

「イアンさま、お願いです。お嬢さまの死に関わったのが誰なのかを教えてください。もしかしてそれは──ルドルフさま、なのですか……？」

　ニーナはイアンの顔を固唾をのんで見つめる。心のどこかで、彼が自分の推測を否定してくれたらと願っていた。エルヴィーネの死に関わったのがベルトラムやイザベラであるのなら、まだ憎しみを向けやすい。しかしルドルフだと考えると、途端に胸が苦しくなる。

　目を伏せて考え込んでいたイアンが、小さく息をつく。彼は顔を上げ、何ともいえない表情でニーナを見つめると、歯切れ悪く答えた。

「僕もはっきりと……確かめたわけではない。状況的に見て、そうかもしれないという結論に至っただけだ」

「…………」

「エルヴィーネの死の原因を作ったのは、君の言うとおりルドルフだと僕は考えている。おそらく彼女と何かいさかいがあり、死に至らしめる流れになって、事故に見せかけたんじゃないかと」

「……そんな」

　心臓がドクリと音を立て、ニーナは絶句する。

　ルドルフに対する疑念を抱いていたものの、実際にイアンに肯定されると、ひどくショックだった。彼が言葉を続けた。

「君も知ってのとおり、僕とルドルフは従兄弟同士だが、立場的には侯爵位を持つ彼のほうが上でね。仕事を一緒にしている関係上、疑惑があってもなかなか口にできず、これまで見て見ぬふりを決め込んでいたんだ。……許してほしい」

　イアンの弁解を、ニーナはどこか上の空で聞く。言葉が上滑りして、上手く自分の中に入ってこなかった。

（ルドルフさまの優しい顔は……全部演技だった？　あの方は、自分の妻を殺しても平気な人だったの……？）

　みるみる涙がこみ上げ、頬を伝ってこぼれ落ちる。それを見たイアンは痛々しげな表情になり、ニーナにハンカチを差し出しながら言った。

「すまない。君にとっては、ひどく残酷な話だろうな。本当は誰にも言うつもりはなかったんだが、わざわざアルノルト伯爵家の職を辞してこの城の潜入した君の気持ちを考えると、黙っていられなくなった。エルヴィーネに対する申し訳なさもあるし」

　姉の名前が出たことを不思議に思い、顔を上げたニーナに、イアンがやるせない微笑みを向ける。

「言ったろう？　イェンシュまで送り届ける最中、僕は彼女と何度も話をしたと。エルヴィーネは美しく優しい、天使のような令嬢だった。一度でも彼女に会った人間は、きっと誰もが魅了される」

「……はい」

　イアンの言葉に、ニーナは頷く。

　エルヴィーネは天真爛漫で、他人に対する悪意を持たない令嬢だった。それは愛されて育った環境のせいか、生まれ持った性格なのかはわからないが、一緒に育ったニーナは彼女の純粋さをよく知っている。

　イアンが言葉を続けた。

「実はその話の中で、彼女からとっておきの秘密を教えてもらっていたんだ。君がエルヴィーネにとってただの侍女ではなく、実は父親を同じくする妹で、この世で一番信頼している人間だと」

「────」

　エルヴィーネがそこまでイアンに話していたことに、ニーナは驚きをおぼえる。自分たちが異母姉妹だという事実は、アルノルト伯爵とニーナの養父のハンスしか知らない。エルヴィーネのばあやであるテレーゼにさえ、伏せられていた秘密だ。

　イアンが言った。

「そうした話を聞いていたから、君をこの城で見つけて以降は、何だか放っておけなくなった。亡くなったエルヴィーネの代わりに、僕が庇護しなければならないような使命感が湧いてね。だからこそ君がルドルフと関係してると気づいたときは、微妙な気持ちになったよ。まさか姉の夫である彼と、情を通じるのかと……。しかし情報を得るために身体を使うのは、もっとも手っ取り早い手段か」

「…………」

　本当はそんなつもりでルドルフに抱かれたわけではなかったが、ニーナは言えずに押し黙る。

　息をついたイアンが踵を返し、壁際の棚に歩み寄った。彼は引き出しから何かを取り出すと、こちらに戻ってくる。そしてニーナの手の上に、小さな瓶を置いた。

「これは……？」

「自白剤だ。幻覚作用のある植物から生成したもので、飲ませて朦朧としたところで質問し、答えを引き出す。人は無意識下では、嘘をつけないんだそうだよ。効き目は一時間ほどで、命の危険はない」

　ニーナは戸惑ってイアンを見上げる。こんなものを手渡して、彼は一体どういうつもりなのだろう。

　そう考えるニーナに、イアンが言った。

「君がエルヴィーネの死について問いかけても、ルドルフは正直に答えないかもしれない。彼にとっては、葬り去りたいでき事であるに違いないからな。だから飲み物にこれを混入し、効き目が出てきたところで話をすればいい」

　心臓がドクドクと音を立て、ニーナは手の中の小瓶をじっと見つめる。

　自白剤──これを使えば、すべての真実が明らかになるのだろうか。

（ルドルフさまに、これを飲ませる？　あの方に気づかれないよう、飲み物に入れて……？）

　イアンがニーナの手に自分のそれを重ね、小瓶を握り込ませる。そして抑えた声で告げた。

「彼から聞き出した話は、僕にも教えてもらえると助かる。でも内容が内容だから、他の人間に聞かれないよう注意したほうがいいな。──今夜一時に、北側の塔で会おう」






＊第十五章









　夕方から風が強くなり始め、窓がときおりガタガタと鳴っている。

　深夜十二時過ぎ、外出先から戻ったルドルフは、ハーロルトを下がらせて自室で一息ついた。

（……どうしたものかな）

　事業に絡んだ問題が発生し、今日は午後からその相手先を訪問していた。何とか相手には納得してもらい、温情ある返事をもらったものの、今後を考えると頭が痛くなる。

（早急に今回の件について、証拠を集めなければならない。被害が拡大すれば、フリードハイム家は信頼を失ってしまう……）

　取り急ぎ信用できる者に調査を頼み、明日の午前に報告を受けることになっている。ため息をついたルドルフは、もうひとつの懸念について考えた。

（ニーナは今頃、何をしているだろう。……身体は大丈夫なんだろうか）

　昨日の深夜、突然寝室の扉をノックされたときは、本当に驚いた。やって来たのはベルトラムで、「ダニエラがニーナを階段から突き落とし、殺害しようとした」という報告を聞いたとき、ルドルフは胸が潰れる思いがした。

　幸いニーナの怪我は打ち身だけで、骨には異常がないらしい。大事を取って今日は仕事を休ませるようベルトラムに申し付けたものの、その後の彼女の様子がわからず、ルドルフは悶々としていた。

（……私のせいだ）

　──あんな時間に彼女を呼びつけ、一人で出歩かせなければ。そうすればニーナは、怖い思いをせずに済んだかもしれない。

　彼女が深夜にこの三階にいた理由は、ルドルフに会いに来ていたからだ。しかしニーナは、その事実をベルトラムやイザベラに話していない。それはおそらくこちらの立場を慮ってのことで、彼女に気を使わせてしまっている自分に、ルドルフは不甲斐なさをおぼえる。

（明日イザベラに、彼女の様子を確認してみるか）

　まだ打ち身の痛みがあるなら、引き続き仕事を休ませるように言おう。そう考え、ルドルフが寝酒を飲もうと棚に向かったとき、扉がノックされる音がした。

（……誰だ？）

　まさかまた、何か事件が起きたのだろうか。

　警戒しながら扉を開けるとそこにいたのはニーナで、ルドルフは驚いて言った。

「ニーナ、どうして……身体は大丈夫なのか？」

「はい。申し訳ありません、ルドルフさまにどうしてもお聞きしたいことがあって……こちらに参ったのです」

　ルドルフはニーナを、室内に招き入れる。扉を閉め、開口一番に彼女に謝った。

「昨夜はすまなかった。私があんな時間に君を呼びつけたばかりに、ダニエラから突き落とされることになってしまった」

　ニーナが首を振って答える。

「それは……ルドルフさまのせいではありません。ダニエラさんと上手くつきあえなかったわたしにも、責任がありますから」

「そんなことはない。たとえどんな理由があろうとも、暴力に訴えるのは卑怯なやり方だ。そして私には、使用人たちの安全に配慮する責任がある。昨夜はベルトラムやイザベラがいて君とはあまり話せなかったが、今日はずっと体調を心配していた」

　ルドルフの言葉を聞いたニーナが、足元に視線を落として押し黙る。どこか思い詰めたその様子が気になり、ルドルフは彼女に問いかけた。

「ひょっとしてまだ、体調が万全でないのか？　こちらに座るといい。ほら」

「あ、あの！　ルドルフさまに、お話が……あるのです。長くなりそうなので、わたしがルドルフさまにお飲み物を用意してもよろしいでしょうか」

「それは構わないが」

　ニーナは壁際にある棚に近寄り、中から酒の瓶を取り出す。グラスに注ぐその後ろ姿を見つめていたルドルフは、彼女の背中がひどく緊張しているのに気づいた。

（……何だ？）

「ニーナ、どうした？」

「あ……っ」

　背後に近づいた途端、ニーナがビクリと肩を揺らして振り返る。その拍子に酒を注いだグラスが倒れ、彼女が慌てて言った。

「も、申し訳ありません！」

「いや、……」

　あまりの狼狽ぶりに戸惑いがこみ上げた瞬間、ニーナの手元から透明な液体が入った小瓶が転がり落ちた。ルドルフは驚きながらそれを手に取る。

「これは……？」

「あ、そ、それは……」

　ニーナが顔色を失くし、ルドルフは信じられない気持ちで小瓶を見つめる。

　瓶が開けられた形跡はないが、これは彼女の身体から転がり落ちた。おそらくは袖口に隠していて、それが出てしまったのだろう。突然飲み物を用意しようとしていた行動を考えれば、中身をどうするつもりだったのかはおのずと想像がつく。

　ルドルフはニーナを見つめ、呆然とつぶやいた。

「……君はこれを、私の飲み物に混ぜようとしていたのか？」

「……っ」

「君も──私の命を……」

　ルドルフの言葉を聞いたニーナが首を横に振り、必死な口調で言った。

「違います、これは死に至るような毒物ではありません。それに、まだお飲み物に入れては……っ」

「ならば中身は、一体何だ」

　切り込むように鋭く問いかけると、ニーナが一瞬言葉に詰まる。やがて彼女は、震える声で小さく答えた。

「中身は……自白剤だと聞いています」

「『聞いている』とは？」

「ある方に渡されたものなのです。わたしがルドルフさまに話を聞こうとしても……真実を話すとは限らない。だから自白剤を使い、無意識下の状態で質問をしろと」

　ニーナにそのようなものを渡したのは、一体誰なのだろう。そんな疑問を感じつつ、ルドルフは別の質問を口にする。

「そこまでして、私に聞きたいことは何だ。私は君に嘘をついたことはない。何か知りたいのであれば、聞いてくれればちゃんと答えたはずだ。それなのにいきなり自白剤などと」

　彼女は表情を硬くし、迷うように視線をさまよわせる。そして意を決した様子で顔を上げ、ルドルフの目を見つめて言った。

「ルドルフさまの奥さまは──結婚されて間もなく亡くなられたと聞いています。どうして亡くなられたのか、お聞きしてもよろしいですか」

　突然思いがけない質問をされ、ルドルフは一瞬答えに窮する。

　なぜニーナが、エルヴィーネのことを聞いてくるのかわからない。亡き妻の面影を思い浮かべると苦い後悔がこみ上げ、ルドルフは低く答えた。

「彼女の死の責任は……私にある」

　ニーナが息をのみ、蒼白な顔でルドルフを見る。ルドルフは言葉を続けた。

「私がもっとエルヴィーネを気遣えていたら、彼女の死を防げたに違いない。あんな形で死なせる事態になってしまい、深く後悔している」

「…………」

「なぜ、妻について知りたがるんだ？」

　ニーナの顔には、抑えがたい苦悩がにじんでいる。彼女は押し殺した声で言った。

「わたしは……ある目的があって前の職を辞し、このお城に小間使いとして雇われました。どうしても確かめたいことがあったのです」

「……確かめたいこと？」

「わたしの前の職場がアンシュッツの農園というのは、嘘です。本当はアルノルト伯爵家で、エルヴィーネお嬢さまの侍女をしておりました。わたしとお嬢さまは幼い頃から一緒に育ち、二年前から侍女となってあの方のお世話をしておりましたが、伯爵夫人であるカミラさまが亡くなられた際、突然アルノルト伯爵から告げられたのです。『実は私が、お前の本当の父親である』と」

　ルドルフは驚き、絶句する。ニーナの言葉は、あまりにも予想外の内容だった。ルドルフは呆然とつぶやいた。

「では君は……エルヴィーネの姉妹だということか」

「はい。お嬢さまはその事実を知り、以後は姉としてわたしに接してくださっておりました」

　ルドルフは目まぐるしく頭の中で考える。

　ニーナはエルヴィーネの侍女で、同時に父親を同じくする姉妹だった。そんな彼女は、素性を偽ってこの城に潜入し、どうしても確かめたいことがあったという。

「君の目的は──エルヴィーネの死の解明か？」

「はい。健康で溌剌としていたお姉さまが、なぜ突然亡くなられる事態になったのか。アルノルト伯爵とわたしは、ひどく疑問に思いました。どうしても真相を知りたくてたまらず、この地にやってきたのです」

　ニーナがあまりにも自然にエルヴィーネを「お姉さま」と呼ぶのを聞き、ルドルフは彼女の発言が真実なのだと確信する。

　そしてふと、さまざまなことに合点がいった。ニーナが一介の小間使いであるにもかかわらず、言葉遣いがきれいだった理由。それにアンシュッツという遠方からわざわざイェンシュまで来た理由、ドレスを汚した令嬢の身支度を手早く整えることができた理由。

（それに……）

「私に抱かれたのも──エルヴィーネに関する情報を引き出す目的があったからか？」

　ルドルフの言葉を聞いたニーナの頬に、サッと朱が差す。彼女は少し早口になり、小さく答えた。

「違います。ルドルフさまに誘われたとき、一瞬そんな考えがよぎったことは確かですが……お姉さまとは関係なく、わたし自身がルドルフさまに心惹かれて、了承したのです」

　ニーナの声音には真剣さが溢れていて、言葉に嘘偽りがないのを伝えてくる。だがルドルフの中には素直にそれに安堵できない、複雑な思いが渦巻いていた。

　ルドルフはニーナを見つめ、息をついて言う。

「君がこの城に来た理由については……よくわかった。確かにアルノルト伯爵領を旅立って、わずか三ヵ月後にエルヴィーネが亡くなったと聞けば、さまざまな疑問を抱いて当然だろう。こちらの説明不足だったことは認める」

「…………」

「先ほど君が持っていた小瓶を見たとき、私は『またこんなことをされるのか』と、頭に一瞬血が上った。というのも、以前私に睡眠薬を飲ませ、その後殺害しようと企てた者がいたからだ。それは君の姉であり、私の妻だった──エルヴィーネだ」

　ニーナが息をのみ、信じられないという表情でこちらを見る。ルドルフはその眼差しを受け止めて言った。

「座って話さないか？　……長い話になる」

「…………」

　ルドルフに促され、ニーナがソファに座る。ルドルフはその横に腰掛け、彼女の顔を見ずに口を開いた。

「何から話したらいいかな。……君は知っているかもしれないが、私とエルヴィーネが婚約したのは、十二年前だ。祖父同士が懇意にしていた関係から婚約の話が持ち上がり、成立した」

　婚約の調印をした当時のルドルフは十三歳、エルヴィーネは五歳で、彼女は天使のように愛らしい少女だった。長い婚約期間のあいだに届けられた肖像画の彼女は、年を経るごとに美しさが増し、やり取りしていた手紙も年頃の少女らしい溌剌とした雰囲気に満ち溢れていた。

　そうした交流を重ねるにつれ、ルドルフはエルヴィーネに惹かれていく気持ちを少しずつ自覚していた。

「私は婚約者であるエルヴィーネをとても大切に思い、彼女が妻となったあとは幸せな家庭を築きたいと願っていた。城の一室をエルヴィーネのために改装し、最高級の調度を作らせ、満を持して迎えたつもりだったが……実際に会った彼女は、私の想像とは印象が違っていた」

　──アルノルト伯爵領から馬車で六日の距離をやって来たエルヴィーネは、出迎えたルドルフと目を合わせようとしなかった。

　初めは「疲れているだろうし、親元から離れて見知らぬ土地に来た不安もあるに違いない」と考え、彼女の緊張を解すよう心がけていたルドルフだったが、半月後の婚礼に至っても、エルヴィーネは打ち解ける気配がなかった。

「彼女は部屋に閉じこもりがちで、私が誘ってもあまり応じてはくれなかった。いつも気のない返事で、それまで抱いていた快活な印象と大きく異なり、私はひどく戸惑った。……そして婚礼後の初夜も、彼女は拒んできた」

　エルヴィーネは初夜の床で、開口一番「申し訳ございません」と頭を下げてきた。

「『夫婦のことはもっとルドルフさまをよく知ってから、そうでなければ不安で仕方がない』──というのが、エルヴィーネの言い分だった。確かに受け入れる側である女性にとっては、身体的負担も恐怖もあるだろう。そう納得し、私は無理に彼女に触れようとはせず、まずは信頼関係を築くことに努めた」

　忙しい執務の合間に時間を作り、部屋まで会いに行ったり、外出の誘いをかける。花やお菓子、宝石など女性が好むものを見繕い、まめに贈り物もした。

　もちろん寝室は別、性的な接触は一切しない。そんな努力を重ねたものの、エルヴィーネの反応は芳しいものではなかった。

「夜会や外の散策など、エルヴィーネが私と出掛けたことは、数えるくらいしかない。いつもダニエラを使って断られ、見舞いの花を贈っても『匂いのきつい花は苦手だ』と言って突き返される。改善の兆しが見えない関係に、私は少しずつ……疲れ始めていた」

　そして婚礼から二ヵ月半が経った七月の末、事件が起きた。

「深夜に突然、エルヴィーネが……私の部屋にやって来た。それまでそんなことは一度もなく、私はひどく面食らったものの、拒む理由もないので彼女を部屋に招き入れた」

　エルヴィーネは訪問の理由を、「眠れなかったため、ルドルフさまとお話をしようと思い立ち、失礼とは思いながらもお部屋を訪問させていただいた」と語った。

「私は彼女の訪問が、うれしかった。どうしたら打ち解けてくれるかわからず、ずっと手をこまねいていたが、もしかするといい方向に転がってくれるかもしれない。そう考え、エルヴィーネといろいろな話をしたが……やがて強い睡魔に襲われた」

　──あとから考えてみれば、それはおそらく彼女が酒に混入した睡眠薬のせいだった。前後不覚に陥り、ソファで眠り込んだルドルフは、やがて殺気のようなものを感じて目を覚ました。

「ハッと目を開けたとき、私が目にしたのは、こちらに向かってナイフを振りかざすエルヴィーネの姿だった。すんでのところで押し留めたものの、彼女は真っ青な顔で、ひどく動揺していた」

　殺気に反応できたのは、おそらくルドルフが軍人として何年も戦場にいたせいだ。手首をつかむと、非力なエルヴィーネはあっさりナイフを取り落とした。

「なぜだ、と私は聞いた。なぜいきなり、こんなことをするのかと……。するとエルヴィーネは涙をこぼし、『こうするしかなかった』と答えた。『あなたさえいなくなれば、すべてが上手くいくはずだったのに』と」

　ルドルフの言葉を聞いたニーナが息をのみ、信じられないという顔でこちらを見る。ルドルフは重苦しい気持ちで話を続けた。

「エルヴィーネはその後、『ごめんなさい』と詫びてきた。『ルドルフさまは悪くない、私が身勝手で、望んではいけないことを願ってしまったから』と。そして彼女は部屋を飛び出していったが、睡眠薬の影響で身体がふらついていた私は、すぐにエルヴィーネを追うことができなかった」

　──やがて一時間ほど経った頃、見回りの衛士によって、北側の塔から落ちて亡くなっているエルヴィーネの姿が発見された。

　彼女の無残な遺体を目にしたルドルフは、あれからずっと自分を責め続けている。直前にしたいさかいが、彼女が亡くなる引き金になったのではないかと考えているからだ。

　ニーナが不可解そうな顔で言った。

「……お待ちください。ならばお姉さまの死の原因は、ルドルフさまではないはずです。いえ、むしろお姉さまのほうが……」

「私のせいだ。彼女なりにひどく思い悩み、その結果あのような行動に出たはずなのに、何も気づいてやれなかった。私はエルヴィーネの──『夫』だったのに」





　　　＊＊＊






　ルドルフの告白を聞いたニーナは、ひどく混乱していた。

（お姉さまが……ルドルフさまを殺そうとした？　まさか、そんなことになっていただなんて）

　彼の口から聞くエルヴィーネの話は、まるで知らない人間のことのようだった。

　初めにルドルフが「彼女の死の原因は、私にある」と話したとき、ニーナはやはり彼が直接殺害に絡んだのかと考え、絶望した。しかし彼女はこの土地に来てからずっとルドルフを拒み続け、突然そんな行動に及んだという。

（ルドルフさまのお話が真実なら、この方はむしろ被害者ということになる。それなのにお姉さまを救えなかったことを、ずっと後悔し続けていたの………？）

　ルドルフの罪悪感は、本来抱えなくてもいいものだ。むしろ悪いのはエルヴィーネのほうで、なぜ突然そんな行動に走ったのかという疑問が湧く。

　ニーナはルドルフに問いかけた。

「お姉さまがルドルフさまを殺そうとした原因は……一体何だったのでしょう。失敗したお姉さまは自ら死を選び、塔から飛び降りたということですか？」

「わからない。状況的にはそう見えたが、自殺ではなく事故として処理した。エルヴィーネが私に薬を盛り、刃を向けたのは、動かしようのない事実だ。だが彼女の名誉を思い、今まで誰にもこの件について話したことはなかった」

　ルドルフがこちらに向き直り、頭を下げてきた。

「──申し訳なかった。エルヴィーネが死に至った原因は、彼女の苦しみに気づけなかった私のせいだ。私はエルヴィーネの夫だったのにもかかわらず、彼女の孤独を理解しようとしなかった。おそらく君やアルノルト伯爵から見て、事故後のこちらの対応はひどく不明瞭で誠実ではなかっただろう。私はエルヴィーネの死後、無力感と喪失感に苛まれ、深く考えるのを放棄していた。いくつか引っかかっている部分はあったのに……『どうせ何をしても彼女は生き返らない』と捨て鉢になり、挙げ句にその心の空隙を君の存在で埋めようとした」

　ルドルフが自嘲的に笑い、言葉を続けた。

「君がアルノルト伯爵家に縁の者である可能性など、欠片も考えなかった。先ほどは小瓶を見た瞬間、エルヴィーネに薬を盛られたときのことを思い出して……頭に血が昇ったんだ。きつい言い方をしてすまない」

「い、いいえ。わたしのほうこそ、ルドルフさまにお詫びをしなければならないのです。信じていただけるかどうかわかりませんけれど、これを使う気はありませんでした。やはりルドルフさまと正面から話すべきだと思い、一瞬でもだまし討ちのようなやり方に心が揺らいだ自分を恥じていたところで、あの小瓶を落としてしまったのです」

　嘘ではない。実際に薬を混入できる状況になったとき、ニーナの中に強い躊躇いがこみ上げた。イアンは「ルドルフは本当のことを話さないかもしれない」と言っていたが、ニーナから見たルドルフは誠実な人間だ。

　逃げずにきちんと向き合い、自分が素性を偽っていたのも含めて、本音で話したい──そう考えた瞬間、袖の中に隠していた小瓶が転がり落ち、ルドルフにそれを目撃されてしまった。

（ルドルフさまが激昂されるのも、無理はないわ。だって妻であるお姉さまに薬を盛られ、その結果……殺されかけたんだから。同じようにわたしが怪しい薬を持っているのを見たら、「君も私の命を狙うのか」という言葉が出てきて当然に決まってる）

　彼とエルヴィーネの間のでき事を、ニーナは知らない。だが図らずも姉妹で同じような行動をし、ルドルフの心の傷を抉ったことになる。

　深い後悔が胸を締めつけ、目にじんわりと涙がにじんだ。イアンから薬を受け取ってしまったばかりに、ルドルフに再び裏切られる絶望を味わわせてしまった。

「申し訳ありません……ルドルフさま」

　ニーナは小さく彼に詫びる。

　ルドルフほど真面目で優しい人間を、ニーナは他に知らない。本来罪に問われるべきなのはエルヴィーネのほうなのに、彼女を責める言葉を一言も発していないのがその証拠だ。

　さらには素性を偽ってこの城に潜入し、エルヴィーネとの血の繋がりを伏せて彼と関係を持った上、自白剤を隠し持って話し合いに臨んだニーナのことも、ルドルフは責めていない。「卑怯な人間だ」と糾弾していいはずなのに、逆にこちらを気遣ってくれている。

　ニーナは涙をこぼして言った。

「わたしも、お姉さまも……ルドルフさまに責められるべき人間です。ですからそんなに、優しくなさらないでください」

「ニーナ──私は」

「ルドルフさま、ルドルフさまはわたしがお姉さまの妹だとご存じだったならば、わたしを『恋人』にはなさらなかったでしょう？」

「それは……そうかもしれない。だが」

「わたしはルドルフさまとの関係を了承した際、お姉さまの死因を解き明かすまでと自分の中で期限を設けました。なぜならルドルフさまはお姉さまの夫で、名家の当主としていずれ後添えをお迎えになる。身分が違うわたしがいつまでもお傍にいられないのは、目に見えていたからです」

　ルドルフがぐっと顔を歪め、ニーナに向き直って言う。

「私はそんな都合のいい存在として、君を扱ったことはない。先日も言ったが、いずれきちんとした形にしたいと考えて──」

「いいえ。わたしはお姉さまの死に関する真実を解き明かしたら、アルノルト伯爵家に戻るつもりでおりました。今もその気持ちに、変わりはありません」

　ルドルフを傷つけた自分に、傍にいる資格はない。彼はフリードハイム家に釣り合う家柄から妻を迎え、今度こそ幸せな家庭を築くべきなのだ。

（だから私は……ルドルフさまの元を去る。この方には、幸せになっていただきたいから）

　しかし決して生半可な気持ちで、ルドルフに抱かれたわけではない。──計算ずくでは、断じてない。

　ニーナにとってルドルフとの恋は、逃れようのない運命的なものだった。ニーナは深呼吸し、自分の中の未練を抑え込む。そしてルドルフに言った。

「最後にもうひとつ、質問してもよろしいでしょうか」

「何だ」

「お姉さまの側仕えであったテレーゼさまの死因について、わたしに嘘をついたのは……なぜですか？」

　ニーナの問いかけに、ルドルフが眉をひそめて答える。

「言っている意味がわからない。彼女の死因は老衰だと聞いているが、なぜそれが嘘だと思うんだ？」

　ルドルフの表情はひどく訝しげで、こちらの質問に対する戸惑いが伝わってくる。ニーナは混乱した。

（テレーゼさまの死には……ルドルフさまは関わっていない？　じゃあ一体誰が、テレーゼさまを閉じ込めたの？）

「ニーナ、教えてくれ。一体どういうことなんだ」

　ルドルフが食い下がってきて、ニーナは重い口を開く。

「実は、わたしが深夜に城内をうろついていた理由は……形見の首飾りを落としたせいではありません。いまだアルノルト伯爵家に戻っていない側仕えのテレーゼさまを探し出し、お姉さまに関する話を聞くためでした。その過程で城の敷地内を捜索した際、粗末な小屋に閉じ込められているテレーゼさまを発見したのです」

　ニーナは再会したテレーゼがひどく痩せ衰えていたこと、声を奪われていたこと、そして見つけた翌日に突然亡くなったことを説明する。

　ルドルフが表情を硬くし、つぶやくように言った。

「……悪いが私は、何も知らない。テレーゼはエルヴィーネが亡くなったあとに倒れたと聞いていて、先日突然死んだと報告され、驚いたんだ」

　ニーナの心臓が、ドクリと跳ねた。ルドルフがテレーゼの件に無関係なら、彼女を監禁した人間は他にいることになる。

（テレーゼさまが閉じ込められることになったのは、おそらくお姉さまの死が関係している。だったらお姉さまも自殺ではなく、誰かに殺されたということ……？）

　エルヴィーネを殺した人間は、ルドルフではない。ならば考えられる人物は、一体誰だろう。

　ニーナは混乱した頭を必死に整理しようと、ぎゅっと拳を握りしめる。ルドルフにナイフを向けたとき、エルヴィーネは「こうするしかなかった」と言ったという。「あなたさえいなくなれば、すべてが上手くいくはずだったのに」と。

（お姉さまは、ルドルフさまが消えてくれるのを願っていた。そもそも夫であるルドルフさまを拒み続けていたことに、何か理由があるとしたら……）

　それは他に愛する対象がいたと考えるのが、自然ではないだろうか。

　他の人間を愛しているから、相手に操立てしてルドルフを拒んだ。彼さえいなくなれば、晴れてその人物の元に行けると考えた──。

（側仕えであるテレーゼさまなら、お姉さまの秘密の恋人について知っていても不思議ではない。それを漏らさないために監禁されていたと考えるのが、自然なのかも）

　ニーナはふいに、ダニエラが言っていた言葉を思い出す。この城の中で誰かを監禁できるような力を持った人物は、ごく限られていると彼女は言った。城主であるルドルフ、そして上級使用人だったダニエラは犯行を否定し、残る人物といえば家令のベルトラムと女中頭のイザベラくらいだ。

　そこでふと、該当する人物がもう一人いることにニーナは気づく。

（そうよ、もう一人いる。ベルトラムさまやイザベラさまより、力を持つ人が……）

　今まではその人物を、無条件に信頼していた。なぜなら彼は初めからニーナに友好的で物腰が優しく、加えてルドルフの信頼を得ていて、恐ろしいことをする人間にはまったく見えなかったからだ。

　ニーナは青ざめながら立ち上がる。そしてルドルフを見下ろして言った。

「申し訳ありません、確かめたいことができました。あとで必ずご報告いたしますから、しばらくお待ちいただいても構わないでしょうか」

「ニーナ？」

「失礼いたします」

　頭を下げ、ルドルフの私室を出る。向かっているのは城の北側にある塔だ。暗い廊下を歩きながら、ニーナは心臓がドキドキしていた。

（どうして今まで、気づかなかったんだろう。テレーゼさまもダニエラさんも、手がかりとなる言葉を口にしていたのに……）

　テレーゼはエルヴィーネについて、「お嬢さまは、信じてはならない人間を信じてしまった」と語った。そしてダニエラはこの城を出ていく際、「人は見た目によらない、よくできた人間ほど裏がある」、「信じてはならない人間を信じたりしないよう、充分に用心することね」と発言した。

（二人が示していた人物は……やっぱり同じだったんだ。ダニエラさんはわたしへの最後の嫌がらせで、わざとルドルフさまが犯人だと思えるような言い方をした……）

　本当の犯人は、他にいた。だが先入観が先に立ち、ニーナはいつまでもそれに気づくことができなかった。

　ぐっと唇を噛み、人気のない廊下を進んだニーナは、北側の塔を上る。長い螺旋階段を上っていくと木製の扉があり、開けると見張り台を兼ねた吹きさらしの場所に出た。

　既にそこにいた人物が、風に髪を乱しながらこちらを見る。彼は微笑んで言った。

「やあ、ニーナ。……例の薬はルドルフに飲ませたのか？」






＊第十六章









　彼──イアンは相変わらず貴公子めいた雰囲気で、端正な顔に優しげな微笑みを浮かべている。冷たい夜風が吹き抜ける中、彼に歩み寄りながら、ニーナは固い表情で答えた。

「あの薬は……ルドルフさまに飲ませてはおりません。使わずとも、あの方はわたしにすべてを話してくださいました」

　イアンはあからさまに失望した顔をし、ニーナを見つめる。

「なぜ使わなかったんだ、せっかく人が用意してやったというのに。……まあ使えば、君がそのように落ち着いているわけがないか。で、薬はどうした？」

「ルドルフさまのお部屋に置いてきてしまいました。あの方に見つかって、そのまま」

　彼が苛立った表情で舌打ちし、今までにないその態度にニーナは確信を深める。両手をきつく握り合わせたニーナは、勇気を出してイアンに問いかけた。

「……イアンさまに、お聞きしたいことがあります」

「何だ」

「お姉さまの死に関わったのは、ルドルフさまではなく──あなたなのではありませんか？」

「…………」

　イアンが無言でこちらを見る。ニーナはドクドクと鳴る心臓の鼓動を持て余しつつ、自分の中の「違和感」について説明した。

　こちらに来て以降のエルヴィーネが夫であるルドルフを拒み、まったく打ち解けようとしなかったこと。だが自分が知る姉は快活で結婚生活に希望を抱いており、肖像画で見るルドルフの姿にうっとりして、決して彼を嫌っていなかったことを。

「お姉さまがお変わりになられたのには、何か理由があったに違いありません。あの方はルドルフさまに薬を盛って刃を向けた際、『あなたさえいなければ』と発言したそうです。ルドルフさまに抵抗されて失敗し、その直後に塔から落ちて……亡くなったと」

　──そう、まさにこの塔だ。地上からはるかに高く、人気もなく寂しいこの場所から落ちて、エルヴィーネは亡くなった。

　ニーナはぐっと眦を強くし、イアンを見つめて言った。

「もしお姉さまに他に愛する方がいて、その相手に操立てするためにルドルフさまを拒んだと仮定すれば、すべての辻褄が合うのです。お姉さまの『恋人』は誰かと考えたとき、わたしはイアンさま以外に思いつきませんでした。そしてテレーゼさまも……お姉さまの秘密の恋人が誰なのかを知っていたからこそ、声を奪った上で監禁されていたのではないですか？」

「…………」

「このお城でそこまでできる人物は、わたしは最初ルドルフさまだと思っていました。ですがあの方はそれを、はっきり否定された。それどころか、『エルヴィーネをそこまで追い詰めたのは、私の責任だ』と、ご自分を責めていらしたのです。イアンさま、あなたは……ルドルフさまならきっとそう言うだろうと見越して、わたしに話をしたのではないですか？　ご自身に疑いの目が向くのをそらすために」

　冷たい風が上空を吹き抜け、それにわずかに髪を乱したイアンが微笑む。彼はまったく取り乱すことなく、柔らかい表情で答えた。

「驚いたな。君がそこまで気づくとは思わなかった」

「では……」

「ああ。エルヴィーネの秘密の恋人は、僕だよ。テレーゼを閉じ込めたのもね」

　──やはりイアンが、犯人だった。その事実に、ニーナはぎゅっと顔を歪める。

「なぜですか？　あなたはルドルフさまの従兄弟で、事業のお手伝いも……あの方と、密接な繋がりがあるはずなのに」

「だからこそだよ。僕はあいつの何もかもが欲しくて、仕方がなかった」

　手すり付近から離れたイアンが、見張り台をゆっくりと歩く。彼は世間話のような口調で言った。

「エルヴィーネのこともそうだ。ルドルフの名代としてアルノルト伯爵領まで迎えに行った際、僕は彼女の美しさに一目で魅了された。ルドルフの花嫁にするのが惜しくて、六日かけてイェンシュまで移動する道中、エルヴィーネを強引に自分のものにしたんだ」

　イアンいわく、エルヴィーネはイアンの巧みな話術によって警戒を解き、すぐに心を許した。とはいえ宿屋で初めて夜這いをかけたときの彼女は抵抗し、事が済んだあとはさめざめと泣いていたという。そんな彼女をなだめて愛をささやきつつ、イアンはある計画を思いついていた。

「エルヴィーネに手を出したあと、僕は正直どうしたものかと頭を悩ませていた。花嫁をまんまと手籠めにされたルドルフは、きっと僕を許さないだろう。だがばれなければ、何とかなる。そしてすべてを手に入れる計画を考えついた」

　──イアンの考えた計画は、こうだ。エルヴィーネを言葉巧みに篭絡し、身も心も自分の虜にさせる。イェンシュに着いてからはルドルフを拒絶させ、しばらく時間稼ぎをする。

　そしてある程度時間が経った頃、ルドルフを殺害する。亡き夫の財産を手にした彼女とイアンは晴れて結婚し、手伝っている侯爵家の事業も思いのままにする──。

「それだけじゃない。跡取りがおらず、他に有力な親族もいないルドルフが死ねば、侯爵位が宙に浮く。僕の実家の爵位は既に兄が継いでいるから、司法の判断次第では僕にお鉢が回ってくるかもしれないんだ。そうすれば僕は、爵位や財産、事業やエルヴィーネに至るまで、ルドルフが持っているすべてのものを手にすることができる」

　イアンの目は爛々と輝き、ニーナは彼に気圧されて束の間言葉を失う。だがじわじわと怒りがこみ上げ、気づけば口を開いていた。

「そこまでして手に入れたお姉さまを……あなたはなぜ、死なせてしまったのですか？　その手で手折ったのならば、命を賭して守ればよかった。あの方の人生に、最後まで責任を持つべきだったのです。それなのにお姉さまのみならず、テレーゼさままで」

「エルヴィーネは可愛い恋人だったよ。あれほど美しく清らかな令嬢は、そうそういない。異性に免疫がない彼女は、僕にたやすく夢中になった。ルドルフに指一本触れさせるなと言えばそのとおりにしたし、二人で出掛けることは許さないと言えば、気鬱を理由に部屋に閉じこもった。……まあ、『夫』に対する罪悪感を多分に抱いていたようだけどね」

　だが七月の末に、予想外のでき事がイアンに降りかかった。秘密裏に逢瀬を重ねていたエルヴィーネが、身ごもったのだ。

　それを聞いたニーナは呆然とつぶやいた。

「お姉さまに、子ども……」

「ああ。僕にとっては、もっとも聞きたくない報告だった。何しろエルヴィーネは、結婚以来ルドルフと一度も同衾していない。処女であるはずの彼女が身ごもれば、さすがのルドルフも黙っていないはずだ。そこで僕は、エルヴィーネに言った。──僕と結婚したければ、彼を殺してこいと」

　ニーナは息をのみ、イアンを見つめる。突然そんな提案をされたエルヴィーネは、一体どんな気持ちだったのだろう。イアンが淡々と言葉を続けた。

「彼女が仕事をしやすいよう、僕は睡眠薬を手渡した。ルドルフが眠ったあと、ナイフで心臓を一突きするか、首の頸動脈を切り裂けばいい。あとは凶器のナイフを彼の遺体に握らせておけば、僕は仕事や私生活でルドルフが悩んでいたと証言して、エルヴィーネに嫌疑がかからないようにする。そう彼女に言った」

　しかしエルヴィーネはルドルフの殺害に失敗し、その足でイアンに会いに来た。彼女はひどく動揺しながら、涙ながらにこう言ったという。

「『何の罪もないルドルフさまを殺そうとするのは、やはり間違っている。私たちは潔く罪を告白してあの方に許しを請うか、この足で城を出て、どこか遠くで暮らしましょう』──そうエルヴィーネは言った。あなたとお腹の子さえいれば他に何もいらない、財産がなくとも、つましく暮らしていけばいいだろうと。……本当に呆れるよ」

　イアンが吐き捨てる口調で言い、顔を歪めてニーナを見た。

「だってそうだろう？　金もないのに、僕はどうやってエルヴィーネと子どもを養えばいいんだ。彼女が言っているのは、苦労知らずの令嬢の理想論だ。何より目の前にぶら下がっている侯爵位を、むざむざ諦めろということだからな。まったく冗談じゃないと思った」

　彼は鼻で笑い、肩をすくめる。そして腕を伸ばして手すりに触れながら、さらりと言った。

「ちょうど、この辺りだったかな……。僕はエルヴィーネを突き落とした。彼女は信じられないという顔で僕を見ながら、下に落ちていった」

「……っ」

　ニーナはきつく唇を引き結び、イアンを食い入るように見つめる。

　彼は自分の子を身ごもったエルヴィーネを、その手で殺した。何の躊躇もなく、邪魔なゴミを投げ捨てるように、ここから突き落としたのだ。

　その瞬間のエルヴィーネの絶望を思い、ニーナは怒りと悲しみに身体を震わせる。涙が頬を伝ってこぼれ落ちるのと同時に、言葉が口を突いて出ていた。

「……人でなし。あなたを愛して信じていたお姉さまを、そしてお腹の中の我が子まで殺したくせに、なぜそんなふうに笑って話せるの？」

「初めから殺すつもりじゃなかったよ。ただ、身ごもってしまったからには彼女の不貞がばれ、僕にまで累が及ぶのは必至だ。エルヴィーネに余計なことを話されてしまっては、せっかくの計画が台無しだからね」

　その口ぶりからはまだ彼が野望を抱き続けているのが窺え、ニーナは信じられない気持ちでいっぱいになる。人の命より爵位を手に入れることに執着しているイアンが、まるで人の皮を被った化け物のように見えていた。

　彼はどこか楽しげな顔で話を続けた。

「エルヴィーネの死は上手く事故として処理されたけど、厄介なのはそのあとだった。翌日にテレーゼが僕の元にやってきて、猛烈な勢いで噛みついてきたんだ。彼女はどうやら、僕らの関係に薄々気づいていたらしい。エルヴィーネの月のものがなくなったのも知っていて、『お嬢さまを殺したのは、あなたではないのか』と詰め寄ってきた」

　イアンにとって幸いなのは、テレーゼがルドルフに話を持っていかず、自分に直接会いに来たことだった。イアンは言葉巧みにテレーゼを人気のないところに誘い出し、そして彼女に農薬を飲ませたという。

「喉の粘膜が焼け爛れて、彼女は声を失った。元々すぐに殺すのは死体の処理が面倒だと考えていたから、時間をかけて死んでもらうために城の敷地内にある小屋に監禁したんだ。世話は馴染みの召使いに頼み、見回りの衛士にも心づけを渡してね。最低限の食事を与えて生かしていたが、ある日小屋の錠が壊されているという報告が入った」

　──何者かが小屋に侵入し、テレーゼと接触した。それを悟ったイアンは彼女の口を枕で塞ぎ、殺害したのだと語った。

「あのままテレーゼを生かしておいたら、彼女の置かれた劣悪な境遇のみならず、エルヴィーネの件まで白日の下に晒されてしまう。それは厄介だと思って、僕は彼女にとどめを刺した。衛士から遺体発見の報告を受け、蒼白になっていたのがベルトラムだ。彼はテレーゼが監禁されていた事実をまったく知らず、小屋で遺体を見て言葉を失っていた。まあ、当然だな」

　しかし家令である彼は、何も知らなかったでは済まされない。この城内のすべてを把握し、逐一主に報告するのが家令の役目だからだ。もしルドルフに真実が知れれば監督不行き届きだと咎められ、最悪の場合は失職の憂き目に遭う。

　結局彼はテレーゼが粗末な小屋で監禁されていた事実を伏せ、「老衰で死んだ」とルドルフに嘘の報告をした。イアンはそんなベルトラムを何食わぬ顔で庇い、恩を売ることに成功したという。

「ベルトラムは裏で手を引いているのが僕だと、薄々感づいているかもしれない。だが庇われた借りがあるため、迂闊に真実を口には出せないだろう。要するに僕は、一連のでき事を上手く隠しおおせているわけだ。これで死んでしまったエルヴィーネに代わり、君がルドルフを殺してくれたら最高だったんだけどな」

　イアンの言葉を聞いたニーナは驚き、彼に問いかける。

「わたしがルドルフさまを殺すって──どうして」

「だって君は、エルヴィーネの妹だろう？　僕が『ルドルフは姉の仇だ』と君に言い聞かせ、君に問いかけられたお人好しの彼は『自分のせいだ』と答える。そうすれば、君は激昂してルドルフを殺すんじゃないかと考えていたんだ。まあ、そうならないときのための保険として薬を渡したんだけど」

「薬……」

「君に渡したのは自白剤なんかじゃない、即効性の毒だ。上手くルドルフに飲ませて彼を殺害し、予想外の結果に驚いた君がここに来る。そして僕は自殺に見せかけて、君を殺す──我ながら完璧な筋書きだったんだよ」

　ニーナは息をのみ、じりじりと後ずさる。イアンが微笑みながら、こちらにゆっくりと歩み寄ってきて言った。

「君がルドルフに薬を飲ませなかったのは、本当に残念だ。また僕から爵位が遠のいてしまったんだからね。しかも彼の元に小瓶を置いてきたとあっては、君を生かしておくことはできない。早々に『自殺』してもらい、死人に口なしの状態になってもらわないと」

　ニーナは弾かれたように踵を返し、開け放したままの扉から階段を駆け下りようとした。しかし一瞬早くイアンの手が肩をつかみ、乱暴に後ろに引き倒す。

「あ……っ！」

「抵抗するな。無駄に暴れても、結果は変わらないのだから」

「やめて……っ」

　身体を引きずって移動されたニーナは、恐怖をおぼえる。手すりに背中を押しつけられ、そのまま仰向けに突き落とされそうになって、ニーナはイアンを見つめて激しく言った。

「こんなふうに次々と人を殺して──あなたの仕業だと、必ずばれるわ。ルドルフさまは絶対に、真実に気づく」

「そうかな。あいつは僕を信頼しきっているから、たぶん大丈夫だよ。僕は自分の計画に、絶対の自信があるんだ」

　下から吹き上げる冷たい風に煽られ、乱れた髪が舞い上がる。ニーナはイアンの服の袖をつかみ、必死に抵抗しながら顔を歪めた。

（助けて、誰か……お姉さま……！）





　　　＊＊＊






　ニーナが出ていった扉を、ルドルフは言葉もなく見つめる。風が窓をガタガタと揺らす音が、やけに大きく聞こえていた。

（信じられない。まさかニーナが……エルヴィーネの妹だったなんて）

　二人は異母姉妹で、幼い頃からの主従関係であったらしい。ニーナの口調からは姉に対する尊敬と愛情が感じられ、身分は違えど仲のいい姉妹であったことが窺えた。

　アルノルト伯爵領からはるばるこの地にやって来た彼女は、エルヴィーネの死因に不審を抱いていたという。秘密裏に探っていた過程でルドルフと出会い、互いに惹かれ合ってしまったのは、運命の悪戯としか言いようがなかった。

（でも……）

　ニーナはテレーゼについて、気になる発言をしていた。彼女が秘密裏に監禁され、声を奪われていたこと。そしてニーナと再会した翌日というタイミングで、死亡したことを。

（私はテレーゼの死因について、「老衰だ」としか聞かされていない。ということは、この城内にいる誰かが彼女を監禁し、命を奪ったんだ）

　テレーゼの件については、ベルトラムが不審な動きをしていた。こちらへの報告義務を怠り、死因を「老衰だ」と申告したのは他ならぬ彼だ。ルドルフは直感的に、エルヴィーネが亡くなった件とテレーゼの死は繋がっているのだと確信していた。

（死の直前のエルヴィーネの発言からは、私の存在を疎んでいたことが伝わってきた。男女の行為を頑なに拒んできたのを思えば、彼女に他に想う相手がいたと考えるのが自然だ）

　エルヴィーネが想う相手、そしてテレーゼを監禁していた人間は、もしかすると同一人物かもしれない。それが誰かを考えた結果、導き出される人物はベルトラムではなく、別の人間だった。

（君なのか──イアン）

　イアンはアルノルト伯爵領までエルヴィーネを迎えに行き、六日間行動を共にしていた。もしそのあいだに二人に恋が芽生えていたのだとしたら、彼女がルドルフを拒み続けた理由として納得がいく。

　本当はエルヴィーネに殺されかけたときから、釈然としない部分を感じていた。彼女が「事故」で亡くなったことで違和感はますます強くなったが、明確な証拠がなく、かつ信頼していたイアンの裏切りが信じられず、なかなか問い質すことができなかった。

　最近になってようやくけじめをつけようと考え、ルドルフは少しずつ準備をしていた。万が一イアンとベルトラムが自分を裏切っていたなら、断固とした措置を取る。たとえ二人を切り捨てる結果になっても、やむを得ないと考えていた。

（……その矢先に起きたのが、今日のでき事だ。図らずも、彼の人間性を裏づける重要な証拠になったということか）

　──今日の午後、フリードハイム家が仕入れた絵画の売買で、不正な取引が行なわれた事実が判明した。ルドルフはイアンがそれに密接に関わっているのを、既に相手先からの情報で確認している。

　そこでふと、手に持ったままの小瓶に目を留めた。この液体は「自白剤」なのだと、ニーナは説明していた。先ほどは気づけば他の話に流れてしまい、この薬の出所がどこなのかを聞きそびれていたが、彼女は一体誰からこれを受け取ったのだろう。

（……待てよ。エルヴィーネは私に睡眠薬を飲ませ、ニーナは誰かからこの自白剤を渡された。この二つのでき事は、偶然なのか？）

　睡眠薬はともかく、自白剤は簡単に手に入るものではない。

　彼女はテレーゼの監禁の事実をルドルフが否定すると、顔色を変えていた。そして「確かめたいことができた」と言ってこの部屋を飛び出していったが、それは本当の犯人に心当たりがあるからではないのか。

（……まずい）

　ルドルフは顔色を変えて立ち上がり、大股で扉に向かう。

　もしニーナが相手に直接問い質そうとしているなら、非常に危険だ。テレーゼを監禁していた人物が、自分の仕業であると気づいたニーナの口を塞ごうと画策しても、何ら不思議ではない。

（どこだ……二人が会っている場所は）

　ルドルフは廊下を進み、同じ階にあるベルトラムの部屋を開ける。

　まだ起きていた彼は椅子に座って本を読んでいて、驚きの表情でこちらを見た。

「旦那さま、どうなさったのですか？」

「一人か？」

「はい？」

「この部屋には、誰も来ていないんだな」

　ベルトラムが頷き、ルドルフは身を翻してイアンの部屋に向かう。背後でベルトラムが呼び止める声がしていたが、立ち止まって説明する余裕がなかった。

　ホールを横切り、西側にあるイアンの私室に行ったものの、中は無人だった。焦りに駆り立てられながら廊下に出たルドルフは、窓から中庭を見下ろし、そこにも人がいないのを確認する。

（人目につかずに話ができるところは、一体どこだろう。使用人区画ではない、この城の内部……）

　小音楽堂や美術品の保管庫など、思いつくかぎりの部屋を回ったが、人の姿はない。

　北西の回廊に出たルドルフは、ふと窓越しに見える北側の塔の見張り台で、人影らしきものが動いたのに気づいた。

「……っ」

　急いで窓に飛びついて目を凝らすと、一旦は何もないように見えた見張り台の手すりの向こうで、またチラリと黒い影が動くのがわかる。

（……あそこだ）

　──かつてエルヴィーネが、転落死した塔。

　ルドルフは速まる心臓の鼓動を感じながら、足早に城の北側に向かった。頭の中には嫌な想像ばかりが膨らんで、一瞬で移動できないのがもどかしい。

（間に合うか？　もしニーナに何かあったら、私は……）

　二度も大切な人を失うことに、ルドルフは耐えられない。何よりニーナの姉であるエルヴィーネに対して、申し訳が立たない。

　塔の入り口まで来たルドルフは、螺旋階段を駆け上がり、一心に上を目指す。見張り台の扉が開け放されているのか、階段を進むにつれて、湿った外の匂いを鼻先に感じた。

　螺旋階段の果てが見え、ルドルフは息を切らしながら見張り台に出る。その瞬間、目に飛び込んできたのは、今まさに手すりからニーナを突き落とそうとしているイアンの姿だった。

「……っ」

　一気に頭に血が上ったルドルフは、イアンの肩をつかみ、乱暴に後ろに引く。彼が驚いた顔でこちらを振り仰ぎ、すんでのところで落ちずに済んだニーナが、必死な顔で言った。

「ルドルフさま……っ」

「ニーナ、無事か!?」

　彼女の無事を確認したルドルフは、イアンの身体を力任せに手すりに打ちつける。そして彼の胸倉をつかみ、首元を締め上げながら言った。

「イアン──君だったんだな。ニーナに薬を渡したのも、テレーゼを監禁して殺害したのも」

「……っ」

「ルドルフさま、イアンさまはお姉さまのことも、ここから落として殺害したのです。お姉さまのお腹には……イアンさまの子どもがいたのに」

　ニーナの必死の訴えを聞いたルドルフは、目を瞠る。イアンの顔を凝視するうち、さまざまなパーツが頭の中で繋がった。

「……そうか。最初から君が、すべての糸を引いて……」

「ははっ、全部ばれてしまったのか。お前も案外、間抜けではなかったということだな」

　締め上げられたイアンが苦しそうに顔を歪めつつ、それでも精一杯の虚勢を張って嘯く。

「お察しのとおりだ。エルヴィーネはこの城に来る前から、とっくにお前のものじゃなかった。彼女は身も心も、僕に溺れていたよ。邪魔なお前を殺してこいと言えば、そのとおりにするくらいにね」

　ルドルフの中に、猛烈な怒りがこみ上げる。

　エルヴィーネがイアンと愛し合っているのは予想していたが、まさか彼女が身ごもっていたとは思わなかった。彼は身重のエルヴィーネに罪を唆し、失敗したあとは腹の子共々彼女を殺害したという。ルドルフはぐっと奥歯を噛みしめて言った。

「……なぜそんなに、非道なことができる。君はエルヴィーネを、愛していたのではなかったのか？」

「愛していたさ。彼女は今まで会った中で、最高の女だった。顔も身体も、心優しくて純粋なところもな。だがエルヴィーネは、お前を殺すことに失敗した。身ごもったのがばれて不貞で離縁されては、僕の計画がすべておじゃんになる。お前が死んだあと、爵位も財産も、何もかもを僕が手に入れる計画が」

　その言葉から、ルドルフはイアンが想定していた「計画」の全容を把握する。

　おそらく彼はルドルフ亡きあと、宙に浮いた侯爵位を相続するのを夢見ていたに違いない。フリードハイム侯爵の称号、莫大な財産、運営している事業、そして上手くいけば未亡人となったエルヴィーネのことも、すべて手中に収めるつもりだったのかもしれない。

「そんなもののために……エルヴィーネを殺したのか？　彼女だけじゃない、腹の中の小さな命や、側仕えのテレーゼまで」

「はっ、『そんなもの』と言えるのは、お前が生まれながらに恵まれているだからだよ。すべてを当たり前に持っている人間は、持たざる者の気持ちなど永遠にわからない。いいか？　貴族とはいえ次男坊の僕には、爵位の相続権がない。雀の涙ほどの財産を渡され、いずれ家を出される身分だ。それなのに同い年のお前は、当然のように父親から侯爵位を受け継ぎ、壮麗な古城に住み、事業も上手く軌道に乗せた。おまけにあれほど美しい花嫁を迎えるだなんて、贅沢が過ぎるだろう」

　イアンは皮肉っぽく笑いながら、ルドルフへの恨み言を口にする。

「なあ、この際だから、僕が昔からお前をどう思っていたのかを教えてやろうか。清廉潔白で性格も穏やか、何事もたやすく結果を出し、使用人たちからも慕われるお前に、僕は泥を引っ掛けてやりたくて仕方がなかった」

「…………」

「お前の良き理解者であるのを装いつつ、本当はひどい目に遭えばいいと心の底から願っていた。立場的に補佐の地位に甘んじるしかなかったが、おそらく領地の運営も、美術商の事業も、僕のほうが上手くやれる。爵位を得られれば、全部お前より上手くできるに違いないんだ」

　イアンの自信に満ちた言葉を聞き、ルドルフは低く答える。

「……そうかな。事業に関しては、君に上手くできるとは思えない。イアン、君が手掛けた絵画の契約で、顧客の一人に贋作を売りつけた事実を、私が知らないとでも思うのか」

　イアンがふと真顔になり、口をつぐむ。ルドルフは彼から目をそらさず、言葉を続けた。

「今日の午後、ディートリヒ司教が私に連絡を取ってきた。『君のところから買った絵画だが、これは贋作ではないのか』と。とてもよくできたものだったが、鑑定の結果、贋作であるのが判明した。しかし私と鑑定士は仕入れの際、絵が本物だったことを確認している」

「…………」

「イアン、君が偽物にすり替えたんだろう？　聞けば契約から作品の引き渡しまで、ひと月ほど待たされたと司教は言っている。君は腕のいい贋作士を抱え込んで偽物を作らせ、それを司教に売りつけて差額を着服した。さらには本物を使い、今後もっと利益を膨らまそうと画策している。違うか？」

　ディートリヒ司教は祖父の代から懇意にしている人物で、今回の件はルドルフが意図的に行ったことではないのを理解していた。その上で彼は、「イアンには気をつけたほうがいい、彼は人当たりが良く世渡りが上手いが、仕事を任せすぎてはフリードハイム家の信用が揺らぐ」とルドルフに忠告してきた。

「事業は相手との信頼が揺らげば、立ち行かない。最初は不正が成功してもいずれ悪評が立ち、最後には誰にも見向きされなくなる。そんな基本すら理解できていない君に、一体どれほどのことができるというんだ。仕事を馬鹿にするのもいい加減にしろ」

「……っ」

　イアンが悔しげに押し黙る。何やら目まぐるしく考えていた様子の彼は、やがて顔を歪めてルドルフを見た。

「……で？　真実を知ったお前は、どうするつもりだ？　僕はエルヴィーネとテレーゼを、確かに手にかけた。ああ、お前の現在の恋人である、ニーナの殺人未遂もあるな」

「…………」

「僕がお前の従兄弟で、フリードハイム家の事業を手伝っているのは、社交界で広く知られていることだ。そんな僕がこんな事件を起こしたのが知れたら、一体どうなると思う？　フリードハイム家の名前は、確実に地に落ちる。名家の誉れ高い、エッフェンベルク大公の覚えもめでたい、フリードハイム家がだ」

　イアンはおもねるような笑いを浮かべ、ルドルフに言った。

「なあ、見逃してくれるなら、僕はお前の目に触れないように異国に行く。ダニエラに掛けたのと同じ温情を、僕にも寄越せよ。二度とこの地には立ち入らないと誓うから」

　そばで話を聞いていたニーナが、怒りと悲しみを瞳に漲らせ、ぎゅっと顔を歪める。それを横目に、ルドルフはイアンを見つめて淡々と答えた。

「──断る」

　ルドルフの答えが心底意外だったのか、イアンは一瞬言葉を失う。彼はすぐに、引き攣った顔で言った。

「断るって……おい、まさか警察を呼ぶ気か？　ダニエラのときは、あれほど外聞を気にしていただろう？　だったら……っ」

「ダニエラは実際に人を殺したわけではない。被害者であるニーナの意向もあり、あのような処分にした。だが、君は別だ。私の妻であるエルヴィーネと側仕えのテレーゼを殺害し、ニーナまで手にかけようとした。断じて許すことはできない」

　遅れて到着したベルトラムが、息をのんでこちらを見ている。イアンが真っ青な顔になり、取り乱し始めた。

「冗談じゃない……牢獄に入るなんて、そんなのはごめんだ。だったらこの場で殺してくれ。僕をここから、突き落とせばいいだろう！」

「司法の手に委ねれば、君は間違いなく有罪となり、暗く冷たい獄に繋がれるだろうな。あるいは罰として、不潔な環境で何年も重労働に従事しなければならないかもしれない。だがそれが、君がやったことへの報いだ。楽に死にたいと言うのがどれほどおこがましく図々しい発言か、自覚したほうがいい」

　ルドルフはベルトラムを振り返り、彼に命じる。

「今すぐヴェンツェルの町に早馬をやり、警察に連絡を。それからイアンを縛り上げるための縄と、自殺防止の猿轡を持ってくるように」

「……っ、はい」

「ベルトラム、お前にもあとで話がある。わかっているな」

　ルドルフの断固とした眼差しを受け止め、ベルトラムが観念した表情になる。彼は目を伏せ、じっと頭を垂れた。

「……はい、承知いたしました」






＊終章









　ヴェンツェルからやって来た警察の一団が未明に踏み込み、イアンを連行していったことで、イェンシュ城は異様な雰囲気になった。

　彼の逮捕容疑がエルヴィーネとテレーゼの殺害であるのはすぐに広まり、召使いたちの会話はその話で持ちきりとなる。浮足立った雰囲気は数日経ってもなかなか収まらなかったが、そんな中ニーナは黙々と仕事をしていた。

（お城の中ですらこんな雰囲気なんだから、ルドルフさまは外でどれほどの好奇の視線に晒されているのかしら……）

　イアンが逮捕された事実は新聞に載ったため、社交界でさんざん噂の的になっているのは間違いない。だがニーナの目から見たルドルフは、毅然としている。たとえ一連の騒動がフリードハイム家の名前に泥を塗る結果になっても、ルドルフは自身を恥じることなく、あえて頭を上げようとしているように見えた。

「新聞によると、このお城の侍医でいらしたグラーツさまも、死亡診断書の偽造や毒物の提供の容疑で逮捕されたのですって。おそらくは医師の免許を剥奪されるそうよ」

　エッダが訳知り顔でそう言ってきて、ニーナは「……そう」と答える。

　城内では他に、イアンから賄賂を受け取っていた衛士と召使いの一人も追放処分された。ルドルフは膿を洗い出す手を緩めず、その追及は家令のベルトラムにも及んだ。

　ベルトラムはルドルフと面談した際、自身の監督不行き届きを深く詫びてきたという。イアンが言っていたとおり、彼はテレーゼが監禁されていた事実をまったく知らなかった。ある日突然、衛士から「小屋で老女が死んでいる」と報告を受け、そこで亡くなっているのがテレーゼだと気づいた彼は、驚きひどく動揺した。

　テレーゼは痩せ衰え、粗末な小屋の中に監禁されていた。遺体を検案した医師のグラーツは、直接の死因が窒息死であるとした上で、「喉が焼け爛れていて、そのせいで上手く食事を取れなかった可能性がある」と、栄養失調と虐待を示唆した。

　エルヴィーネの側仕えであった彼女の亡くなり方は、明らかな異常事態だ。城内には彼女をそんな目に遭わせた犯人が確実におり、もしかすると他にも事件を起こす可能性がある。

　しかしベルトラムはルドルフの信用を失うのを恐れて、真実を口に出せなかった。そこで親切ごかしに近づいてきたイアンに「君を庇ってやっただろう」と恩を売られ、何となく彼が怪しいと気づきつつも、やはりルドルフに報告できなかった。

　ベルトラムはそうした一連のでき事を包み隠さず打ち明け、謝罪したという。

『私の行動は、家令としてあるまじきものでした。本来なら、何もかもを正直に旦那さまにご報告するべきだった。それなのに己の地位に恋々とし、これまで何食わぬ顔で仕事を続けてきたのです。決して許されることではありません』

　彼の告白を受け、ルドルフはベルトラムがイアンの企みに何ひとつ協力していなかったこと、テレーゼの遺体の件以外に隠し事がないのを確認し、彼に言った。

『確かにお前の行動は、家令として許されざる行為だ。己の都合で報告義務を怠るなど、断じてあってはならない』

『……おっしゃるとおりでございます。私は家令の職を返上し、この城を去る所存でおります』

『しかしながら、相手がイアンで侍医や衛士も買収されていたとあっては、お前がすべてを把握するのに限界があったと思う。そして一度こんな失敗をしたお前は、二度と同じ過ちを起こすまい。よって引き続き、この城で家令を務めることを命じる』

　ベルトラムは強硬に「職を辞するのが自分なりのけじめだ」と主張したというが、ルドルフに「償うつもりがあるなら、仕事で返せ」と言われ、減俸で仕事を続けるのを了承したらしい。

　一方、イアンが贋作を売りつけた件については、ルドルフの手の者が贋作士の潜伏する隠れ家を特定した。本物の絵画も取り戻すことができ、ディートリヒ司教の温情で世間に一連のでき事を公表されずに済んだという。

　事件から三日が経った日の午後、仕事の休みをもらったニーナは、ヴェンツェルの町まで行って手紙を一通投函した。そして花屋で白い花輪を二つ作ってもらい、イェンシュ城に戻る。

　そして城の敷地内にあるエルヴィーネの墓標に、花を供えた。

（……お姉さま、やっとここに来ることができました。真実を解き明かすのに時間がかかってしまったこと、どうかお許しください）

　墓標に白い花輪を供えると、吹き抜けた秋風が小さくそれを揺らす。見つめているうちに涙がこみ上げ、ニーナは顔を歪めた。

（信じていたイアンさまに裏切られて……お姉さまは一体、どんな気持ちだったんだろう。お腹には、赤ちゃんもいたのに）

　イアンによってもたらされた真実は、ひどく残酷なものだった。あれから数日経っても、ニーナの中の悲しみが癒える気配はない。ただひたすらエルヴィーネが哀れで、自分が彼女を助けてあげられなかったことに、どうしようもない無力感をおぼえていた。

　そのとき背後で草を踏みしめる音が聞こえ、ニーナは振り返る。そこにはルドルフが立っていて、しゃがみ込んだニーナを見下ろしていた。

「執務室の窓から、花輪を持った君がこちらに歩いていくのが見えて、追いかけてきたんだ」

「……そうですか」

「もうひとつの花輪は、テレーゼに？」

「はい。今日はお休みをいただけたので、やっとお参りに来れたのです」

　少し離れたところにあるテレーゼの墓標にも、同様に花を供える。しばらくじっと風に揺れる花を見つめていると、ルドルフが口を開いた。

「エルヴィーネが……不ふ憫びんだ。腹に子がいたなら、どうしても守りたかっただろうに」

「ルドルフさまは、お姉さまに対して怒りはないのですか？」

　ニーナの問いかけに、彼は穏やかに答えた。

「どうかな。もしイアンとの関係を正直に打ち明けられていたら、怒りや失望はあったに違いない。しかし子どもがいるのだし、結局最後には許したと思う。彼女が安心して出産に臨めるよう、手を尽くしたはずだ」

　その言葉にはルドルフの優しさが溢れていて、ニーナは目を伏せる。そして口を開いた。

「こんなことを言うと……庇っていると思われるかもしれないのですけど。お姉さまはきっと、初めての恋に舞い上がってしまったのです。だからといって、ルドルフさまのお命を狙ったことが許されるわけではないのはわかっております。でも、あの方はとても夢見がちで……純粋でしたから」

　──花のように美しく、天真爛漫だった姉の顔を、ニーナは思い出す。おそらくエルヴィーネはイアンの甘言にたやすく騙され、盲目的に彼を愛してしまったのだろう。

　その一方で夫であるルドルフを裏切っている事実に苦しみ、罪悪感から彼を避けていたに違いない。それを聞いたルドルフが、静かに言った。

「私はエルヴィーネを恨んではいない。安らかに眠ってほしいと、心から願うばかりだ」

　近くの木から小鳥が飛び去っていき、二人の間に沈黙が満ちる。吹き抜ける風が周囲の木々を揺らし、サワサワと葉擦れの音を立てていた。

　しばらく押し黙っていたニーナは、やがて意を決して口を開いた。

「ルドルフさま、わたし──アルノルト伯爵家に戻ろうと思います」

「…………」

「あちらの旦那さまに、一連のでき事をすべてご報告するつもりでおります。旦那さまにはとてもおつらい内容でしょうけれど……きっと真実を知りたいと、強く思われているはずですから」

「……そうか」

　ニーナがアルノルト伯爵家に戻ることは、ルドルフとの関係が終わるのを意味する。

　元々エルヴィーネの死因について調べることが目的だったニーナは、もうこの城にいる理由がない。すみやかにこの城の職を辞し、アルノルト伯爵家に帰るべきだと考えていた。

（それに……）

　──侯爵であるルドルフは、いずれ後添えを娶る。しかるべき家柄の令嬢を妻にし、跡取りをもうけて、幸せな家庭を築く。

　それをこの目で見るのは、耐えられない。いくら彼が「今すぐは無理でも、いずれきちんとした形にしたいと考えている」と言ってくれても、それを本気にするべきではないと考えていた。

（だから……わたしはこの城を去る。もうルドルフさまのことは、きっぱり諦めなければ）

　そのときふいに、ルドルフが言った。

「ニーナ、私の部屋で話さないか？」

「えっ？」

「君に渡したいものがある」







　外出着を着たニーナとルドルフが一緒に入ってくるのを見た召使いたちが、好奇の表情を浮かべつつ頭を下げてくる。

　ニーナはいたたまれず、うつむいて階段を上がった。

（こうして見られてしまうから、わたしは裏口から入ると言ったのに……）

　ルドルフは「別にコソコソする必要はない。堂々としていればいい」と言って、ニーナを連れて正面から城内に入った。そして三階に上がり、私室の扉を開ける。

　そのとき廊下の向こうから、声が響いた。

「旦那さま、お帰りなさいませ」

　歩み寄ってきたハーロルトが、ニーナを見て不思議そうな顔をする。ルドルフが彼に向かって言った。

「ハーロルト、大事な話をする。少しはずしてもらえるか」

「えっ？　はい、承知いたしました」

　従者見習いの少年が回れ右をして立ち去っていき、室内は二人だけになる。

「座ってくれ。何か飲むか？」

「い、いいえ。お構いなく」

　ソファに腰掛けたニーナは、居心地悪くうつむく。もう関係を終わらせようと考えていたのに、こうして二人きりになってしまい、どんな顔をしていいかわからなかった。

　部屋の奥にある棚の前に行っていたルドルフが、すぐにこちらに戻ってきた。彼はニーナの隣に腰掛けて言う。

「ニーナ、君にこれを受け取ってほしい」

「……何ですか？」

　差し出されたビロードの箱に入っていたのは、ダイヤモンドが付いた指輪だった。意匠は少し古いものの、その輝きから、かなりの価値のものであるのがわかる。

　ニーナは息をのみ、ルドルフを見つめた。

「ルドルフさま、これは……」

「私の母の形見だ。古いものだが、とても質のいい石が付いている」

「う、受け取れません。そのような大事なお品……」

　なぜ彼は、こんなものを差し出してくるのだろう。そう思うニーナの手を取り、ルドルフは左手の薬指に指輪を嵌める。そして微笑んで言った。

「ああ、誂えたようにぴったりだ。まるで君のために作ったもののようだな」

「ルドルフさま、あの……」

「──ニーナ、私と結婚してほしい」

　率直な求婚の言葉に、ニーナは絶句する。彼の整った顔から目をそらし、狼狽えながら答えた。

「こ……困ります。わたしはルドルフさまと結婚できるような身分ではありません」

「だが君は、アルノルト伯爵の娘だろう」

「認知は断ったのです。ですからわたしは、ただの庭師の娘です」

　ニーナは動揺していた。まさかこんなタイミングで、ルドルフが結婚を申し込んでくるとは思わなかった。

　混乱する頭の中を必死に整理しながら、彼に向き直る。薬指の指輪をはずしたニーナは、それをルドルフに差し出して言った。

「ルドルフさまは……お姉さまの夫です。もしこのような話を聞いたら、アルノルト伯爵はきっとお気を悪くされるに違いありません。周囲の人々も、一介の召使いとの結婚には反対されるでしょう」

「アルノルト伯爵には、言葉を尽くして説明する。確かにエルヴィーネが亡くなってまだ日が浅いため、結婚は彼女の喪が明ける来年の夏まで待たなくてはならない。だが、周囲の視線など些末なことだ。心から愛している者を妻にしたいと考えて、何が悪い」

　ルドルフの言葉に、ニーナの気持ちが揺れる。愛する彼に求婚されて、うれしくないわけがない。だがニーナの中にはエルヴィーネに対する後ろめたさが依然としてあり、素直にルドルフの求婚を喜べずにいた。

　そんな表情を見たルドルフが、眦を緩める。彼は指輪を持ったニーナの手に、上から自分のそれを重ねて言った。

「先日も言ったとおり、エルヴィーネは確かに私の妻だったが、彼女を抱いたことは一度もない。エルヴィーネがイアンに操立てし、床入りを拒み続けたからだ」

「…………」

「私たちは本当の意味で、『夫婦』ではなかった。しかし婚約期間中から彼女を好ましく感じていたのは事実だし、妻として大切に思っていた」

「……っ」

　ニーナの心が、ズキリと痛みを訴える。ルドルフはエルヴィーネを、彼なりに大事にしていた。その事実は姉にとって幸せなことであるはずなのに、自分の中の女の部分が醜い嫉妬の炎を燃やしている。

（わたしは何て……おこがましい。ルドルフさまは、お姉さまの夫なのに）

　かすかに顔を歪めたニーナの手を、ルドルフはより一層強く握る。彼は言葉を尽くして言った。

「何もわかり合えないまま彼女が亡くなってしまったのは、とても不幸なことだ。ニーナ、私はエルヴィーネとの短い結婚生活で、心が通い合わない夫婦がどれだけ虚しいかを知っている。おそらく今後私に後添えを勧めてくる者は後を絶たないだろうし、君と別れればいずれどこかの令嬢と結婚せざるを得ないだろう。だが私は、そんな生活に耐えられない。私が心を許せるのは君で、いとおしいと思うのも君だけだからだ」

「……ルドルフさま」

「君の素朴な雰囲気、折り目正しい話し方、誠実な受け答えに、私は心惹かれた。君が微笑むたびにもっと笑った顔が見たいと思い、ただ一緒にいるだけで心が癒やされた」

　ニーナの瞳に、涙がこみ上げる。

　自分もルドルフを、愛していた。姉の夫と知りながら惹かれていくのを止められず、彼の優しさ、情熱を秘めた眼差し、抱きしめる強い腕に、どうしようもないほどの恋情を抱いていた。

　ルドルフがニーナの目を見つめ、真摯に告げた。

「ニーナ、どうか私を……孤独の中に一人にしないでほしい」

「……っ」

「君以上に愛する女はいない。たとえ周囲に何を言われようと、どんなことが起きようと、私の命を賭して必ず守り抜くと誓う。だから私の妻になってくれないか」

　じんわりと胸が熱くなり、ニーナの目から涙がこぼれる。

　始めから一貫して誠実であり続けた彼の言葉を、疑うつもりはない。最後の障害は、気後れする自分の心なのだ。

（わたしはこの方の愛を……受け入れていいの？　お姉さまはわたしを、許してくださる……？）

　脳裏に思い浮かべたエルヴィーネの顔は、微笑んでいる。彼女は無邪気に笑い、まるで「しょうがないわね。いいわよ、ニーナの好きになさい」と言っているかのようだった。

　都合のいい想像かもしれない。そうあってほしいと願う、願望にすぎないかもしれない。

　だがニーナの知るエルヴィーネは、生きていれば間違いなく妹の恋を祝福してくれる人間だ。

　ニーナは深呼吸し、ルドルフを見つめる。そして小さな声で言った。

「とても、勿体ないお言葉です。わたしも……ルドルフさまと、同じ気持ちでおります」

「……ニーナ」

「わたしは使用人として育ちましたので、侯爵夫人をしっかり勤め上げる自信はありません。ですがルドルフさまがくださった言葉を支えに、ずっとお傍にいたいと思います。……少しでも、わたしの存在が癒やしになるのなら」

　ルドルフがホッとした顔で微笑み、ニーナの手を握っていた力を緩める。

「ではこの指輪は、受け取ってもらえるか？」

「何だか恐縮してしまいますが……、はい」

　ルドルフが再び指輪を嵌めてきて、ニーナはじっとそれを見つめる。

（ルドルフさまの、お母さまの指輪……。すごくきれい）

　指輪をする習慣がないニーナは、薬指を重く感じた。彼が抱き寄せてきて、久しぶりのルドルフの匂い、そのぬくもりに、胸がじんとする。

「愛してる──ニーナ」

　ルドルフと結婚する。──彼と生きていく。そう考えると泣きたいくらいの幸せがこみ上げ、ニーナは抱きしめてくるぬくもりに身を委ねて、そっと目を閉じた。







　室内には、夕方の明るい西日が差し込んでいる。ニーナは動揺して声を上げた。

「ル、ルドルフさま……」

「何だ？」

「まだ明るいのに、このようなこと……あっ」

　ルドルフの寝台の上で、ニーナは必死に彼を押し留めようとする。しかしルドルフはそれを難なく抑え込み、上から見下ろして言った。

「もう十日も君を抱いていない。それに加えて、せっかく求婚を受け入れてくれたんだ。我慢しろというのは酷だと思わないか？」

「ぁ、でも……っ」

　しばらくしたら、ハーロルトが戻ってきてしまう。ニーナがそう言うと、ルドルフは笑って答えた。

「たとえ戻ってきたとしても、中の気配に気づいたら入るのを遠慮するはずだ。従者なのだから、その辺りの機微も学ぶべきだな」

　触れるだけの口づけをされ、彼の眼差しの甘さにニーナの頬が赤らむ。口づけはすぐに深くなり、柔らかな舌の感触に陶然とした。

「は……っ」

　こうして抱き合うのが十日ぶり、しかも室内が明るいとあって、羞恥がこみ上げてたまらない。ルドルフの手が外出着のボタンをはずし、瞬く間にシュミーズ一枚にされる。そのあと彼が靴を脱がせてきて、ふくらはぎに唇を這わされたニーナは、狼狽して言った。

「ルドルフさま、そのようなところ……」

「前も言ったろう？　君の身体なら、どこだって愛したい」

「んん……っ」

　ルドルフの唇が這う感触に、背すじをゾクゾクとした感覚が突き抜ける。

　侯爵という高い地位にある男なのに、傅いて脚に唇を這わせる姿は、まるで忠実な僕しもべのようだ。膝まで唇でなぞったルドルフが、こちらを見る。彼と目が合ったニーナは、その端正な顔に胸を高鳴らせた。

「あ……」

　ルドルフが覆い被さり、唇を塞いでくる。同時に胸のふくらみを手のひらで包み込まれ、やわやわと揉まれた。口腔に押し入った舌で翻弄しながら、彼がシュミーズ越しに胸の先端を刺激する。

　そこはすぐに尖り、つんと硬く立ち上がった。

「は……っ、ルドルフ、さま……」

　シュミーズの肩紐をずらし、胸をあらわにされる。こぼれ出たふくらみを見つめ、ルドルフが微笑んで言った。

「君の身体は、本当にきれいだ。色が白くて、清楚で……明るいところで見ると、暗がりよりよくわかるな」

「ぁっ……！」

　胸の先端に吸いつかれ、ニーナはビクリと身体を震わせる。ルドルフの舌が乳暈をなぞり、濡れた感触に肌が粟立った。

　皮膚の下からムズムズとした疼きがこみ上げて、息が乱れる。足先で敷き布を乱した瞬間、彼が強く尖りを吸い上げてきて、思わず高い声が出た。

「んぁっ……！」

「しっ、誰も踏み込んではこないだろうが、今は廊下を使用人たちが行き来している。もう少し声を抑えてくれ」

　ニーナは涙目でぐっと唇を噛む。召使いに情事の声を聞かれるなど、絶対に嫌だ。それを見たルドルフが微笑み、再び胸に舌を這わせてきた。

「ぅっ……は……っ」

　ルドルフは舌で先端を押し潰したかと思うと、吸い上げたり、少し強めに歯を立てたりする。そのたびに快感と疼痛が入り混じった感覚が湧き起こり、ニーナは息が乱れて仕方がなかった。

　胸への愛撫を続けながら、彼の手が脚の間を探ってくる。

「……っ、ルドルフさま、待っ……」

「もう濡れてる……熱くなっているのが、下着越しでもわかるくらいだ」

　ルドルフの手が布越しに割れ目をなぞり、ニーナの太ももが緊張でこわばる。やがて彼の手が下着の中にもぐり込んできて、直接秘所に触れられた瞬間、粘度のある水音が立った。

「ぅっ……ん、んん……っ」

　ルドルフの指がぬるぬると愛液を塗り広げ、ときおり花芯を押し潰す。そのたびに甘い快感が突き抜け、ニーナは漏れそうになる声を必死に抑えた。

（どうしよう……恥ずかしいのに、こんな……）

　どんどん濡れていく身体を、止められない。触れ合うのが久しぶりなせいか、些細な刺激にも敏感に反応してしまう。

「……っ……んっ……」

　ルドルフの指が蜜口から侵入してきて、ニーナは太ももで彼の腕をぎゅっと挟む。隘路を進む指は硬くゴツゴツとした感触で、内壁が入り込む異物を勝手に強く締めつけた。しかし愛液のぬめりに助けられ、彼の指は奥まで到達する。

「……っ……はぁっ……」

　抜き差しされる指は性交時の動きを彷彿とさせ、その淫靡さに体温が上がった。指の本数を増やされてもそこはわずかな抵抗で受け入れ、溢れ出た愛液が敷き布を濡らしていく。

「んっ……ぅっ、ルドルフ、さま……」

「狭いな……久しぶりだから、君の身体はもう私を忘れてしまったか？」

「ぁ、そんなこと……っ」

　指を動かすたび、熟した果実を潰すような音が室内に響く。やがてルドルフがニーナの体内から指を引き抜いて、下着を脱がせてきた。

「あ……っ！」

　彼が脚を押し広げ、濡れそぼった蜜口に舌を這わせてくる。まだシュミーズを着ているとはいえ、明るいところでそんなことをされる羞恥に、ニーナの目が潤んだ。

「はぁっ……ぁっ、や……っ」

　ルドルフの舌は溢れ出た愛液を舐め、秘所をくまなく辿る。ザラリとした舌の表面で快楽の芽を潰された瞬間、電流のような快感が突き抜けて、ニーナは声を上げた。

「んん……っ」

　繰り返し舌で嬲られ、蜜口からトロトロと愛液が溢れ出す。舐める動きを止めないまま、彼が再び中に指を挿れてきて、ニーナは与えられる快感にただ息を乱した。

（やだ、わたしばっかり……）

　ルドルフはまったく衣服を緩めていないのに、自分だけが明るい中、あられもない姿で喘がされている。そう思うと泣きたい気持ちになって、ニーナはぎゅっと顔を歪めた。

　するとそれに気づいたルドルフが身体を起こし、ニーナの熱くなった頬を撫でる。

「……すまない。君があんまり可愛くて、我を忘れてしまった」

「……っ」

「辱めたいわけじゃない、ただ愛したくてたまらないんだ。許してくれるか？」

　ニーナが頷くと、ルドルフはホッとした顔で微笑み、目元にキスをしてくる。

「続きは夜にしようか。これだけ明るいと、君は恥ずかしいだろうし」

　突然の申し出に驚き、ニーナは慌てて答えた。

「だ、大丈夫です。恥ずかしいのは、そのとおりですけど……ルドルフさまが触ってくださるのは、うれしいので」

　彼は意表を衝かれた様子で目を瞠り、やがて面映ゆそうに笑う。そしてニーナの髪を撫でて言った。

「では、続きをしてもいいか？」

「……はい」

　こうして行為を求める自分を、ルドルフははしたないと思うだろうか。そんな不安がよぎったものの、彼はニーナの思考を読んだように笑って言った。

「君が気持ちを言葉にしてくれて、とてもうれしい。好いた相手に求められるのは、こんなにも幸せなことなのだな」

「は、はしたなくて、申し訳ありません……」

「何を謝る？　何度抱いても、君は清楚さを失わない。だからこそ、うんと乱してやりたくてたまらなくなる」

　ルドルフが下衣をくつろげ、ニーナは恥ずかしさに目をそらす。彼は膝をつかんで脚を押し広げ、蜜口に硬い欲望をあてがって言った。

「──挿れるよ」

「んっ、あ……っ」

　灼熱の棒のごとき屹立が、体内に押し入ってくる。その硬さと質量に一瞬息が詰まったものの、ニーナは意図して身体の力を抜いた。

　内壁を擦りながら奥へと進む大きさに、じわりと肌が汗ばむ。強烈な圧迫感に息を吐いた瞬間、先端が最奥に到達した。

「はぁっ……」

「やはり狭いな。だが中は熱くてビクビク締めつけてきて、私は充分気持ちいい。君が落ち着くまで、しばらくこうしていようか」

　熱い息を吐きながら、ルドルフがそんな提案をしてくる。

　しかしニーナの身体は、物足りなさをおぼえていた。根元まで挿れられたものが苦しいのに、奥がさらなる刺激を求めて疼いている。もっともっと奪い尽くしてほしくて、ルドルフを感じたくて、たまらなかった。

　浅い呼吸で圧迫感を逃がしながら、ニーナは手を伸ばして彼の首を引き寄せる。そしてその耳元でささやいた。

「わたしは大丈夫ですから……動いてください。……っ、ぁっ！」

　いきなり深いところを突き上げられ、ニーナは声を上げる。片方の膝を抱えて腰を密着させたルドルフが、押し殺した声で言った。

「そんなことを言われたら……手加減できなくなる。優しくしてやりたいのに」

「いいのです。ルドルフさまになら、何をされても……、んっ」

　ルドルフが奥歯を噛み、律動を開始する。奥を穿つ動きはすぐに遠慮のないものになったが、彼を覚えている身体は快感しか伝えてこない。ニーナは揺さぶられながら喘いだ。

「あっ、ぁっ、ルドルフ、さま……っ」

「ニーナ……っ」

　覆い被さるルドルフの顔には滴るような色気があり、それを見たニーナは陶然とする。突き入れられる硬い屹立が眩暈がするような愉悦をもたらしていて、彼を受け入れたところが潤んでいくのを止められなかった。

「はぁっ……ルドルフさま、好き……っ」

「……っ」

　突然の告白にかすかに顔を歪めたルドルフが、ますます律動を激しくしてくる。ニーナが悲鳴のような声を上げてしがみつくと、彼は片方の腕でニーナの身体を深く抱き込み、吐息交じりの声で言った。

「愛してる──ニーナ」

「うっ、んっ……ぁ……っ」

「ほら、私を深く咥え込んだまま……達け」

「あ……っ！」

　抱きしめて逃げられない状態にしながら、奥まで深くねじ込まれる。その瞬間、頭が真っ白になるほどの快感が突き抜けて、ニーナは声を上げて達していた。

　ビクリと大きくわなないた隘路が、中のルドルフをきつく締めつける。彼がぐっと息を詰め、そのまま荒っぽく穿ってきた。

「はぁっ……あっ、……ぁ……っ！」

「……っ」

　ニーナの体内から自身を引き抜き、彼がドクリと欲望を吐き出す。腹の上にパタパタと散らばっていく体液を、ニーナは息荒く見つめた。

　二度、三度と絞り出したルドルフが、充足の息をつく。

「……ニーナ」

「…………」

　身体が熱を持ち、耳元でドクドクと心臓の音がしていた。甘い快感の余韻を感じながら、ニーナは屈み込んできた彼の口づけを受け入れ、目を閉じた。







「──やはり、アルノルト伯爵家に戻るのか？」

　疲労で束の間微睡んでいたニーナは、ふとそんな問いかけが聞こえて目を覚ます。

　日が暮れかけた薄暗い室内、ニーナの身体を抱き寄せたルドルフが、寝台に横たわったままこちらを見ていた。ニーナは頷いて答えた。

「……はい。もうあちらの旦那さまに、『戻ります』と書いたお手紙を出してしまいましたし。やはりお姉さまの件について、直接ご報告するべきだと思っています」

　ルドルフの求婚を受け入れたが、彼は来年の夏までエルヴィーネの喪に服さねばならない。すぐに結婚するわけではないのだから、この城の仕事は辞め、一度向こうに戻るのが筋だ。

　そう考えていると、彼はニーナの手を取り、指輪を嵌めた薬指に口づけて言った。

「折を見て私もアルノルト伯爵の元に出向き、エルヴィーネの件について直接報告と謝罪をする。その際に、君とのことも話すつもりだ」

「……ルドルフさま」

「君の育ての父君とアルノルト伯爵の理解が得られるまで、何度でも言葉を尽くして説明する。仕事をやりくりし、月に一度は君に会いに行くから」

　ニーナは驚きに目を瞠る。ここからアルノルト伯爵領はかなり遠く、多忙なルドルフには難しいのではないだろうか。そんなニーナの言葉に、彼は微笑んで答えた。

「時間は作ろうと思えば作れるものだ。君に会えると思えば、きっと日々の執務がはかどるに違いない。馬を飛ばせば片道四日だし、ひと月に十日を捻出すればいいわけだな。頑張るよ」

　だから──と言って、ルドルフはニーナを甘く見つめる。

「どうか私を信じて、待っていてほしい。来年の夏、必ず君を花嫁として迎えると約束する」

「……はい」







　その後ニーナはアルノルト伯爵家に戻り、エルヴィーネの死に関する報告をした。

　伯爵は聞かされた真相にひどくショックを受け、食事も取れないほど憔悴してしまった。ニーナはそんな彼を励まし、根気強く話し相手になって、伯爵を元気づけ続けた。

　ニーナが戻って二週間後にアルノルト伯爵領を訪れたルドルフは、自分の従兄弟による残酷な犯行を真摯に詫び、伯爵はそれを受け入れた。そして「ニーナとの結婚を許してほしい」というルドルフの話に、渋面を作りながらも耳を傾けた。

　どうやらアルノルト伯爵は、ニーナを自分の手元から離したくなかったらしい。しかしルドルフの誠心誠意の説得でついには了承し、育ての親であるハンスもニーナの結婚を祝福した。

　やがて一年が経つ頃、ニーナはアルノルト伯爵の認知を受けて正式に彼の娘となり、ルドルフの元に輿入れした。

　ニーナの顔を知っていたイェンシュ城の召使いたちは皆一様に驚いていたものの、新しい侯爵夫人を受け入れ、ニーナは使用人たちと良好な関係を築いた。





　　　＊＊＊






「おかあさま、こっちよー」

「早く、早く」

　眩しい夏の日差しの中、元気な幼子二人が走っていく。

　日傘を差して歩いていたニーナは、それを慌てて追いかけて声をかけた。

「待って。走っては転んでしまうわ、気をつけて……、あっ！」

　四歳の娘が転んでしまい、ニーナは急いで駆け寄ろうとする。しかし一瞬早く、大股で近寄ったルドルフが、半べその彼女を抱き上げて言った。

「とんだお転婆さんだ。君は一体、誰に似たのかな」

「あー、エーリカ、ずるい。僕もお父さまに抱っこされたいよ」

　五歳の息子がうらやましげに言って、それを聞いたルドルフが破顔する。

「アルフォンスは男の子のくせに甘えん坊だな。ほら、おいで」

　子どもたちを両手に軽々と抱き上げた彼は、優しい父親の顔で二人に言い聞かせる。

「お母さまのお腹には赤ちゃんがいるんだから、走らせたりしては駄目だよ。お前たちは弟と妹、どちらがいい？」

「わたしはおんなのこがいいわ、おとうさま」

「僕は弟がいい。エーリカみたいに、すぐに泣かない子」

「ひどい、おにいさま。いじわるばかり言って」

　ニーナとルドルフは一男一女に恵まれ、数日前に第三子の妊娠が判明したばかりだ。既に悪阻が始まり、あまり体調が良くないものの、今日は命日のために家族で墓参りに来ている。

　ニーナは二人に呼びかけた。

「さああなたたち、伯母さまにお花を差し上げて」

「はーい。おばさま、きれいなお花でしょう。わたしがいっしょうけんめい摘んだのよ」

「僕のほうが大きいけどね」

「こーら、アル。妹に意地悪するような子は、赤ちゃんが産まれても近寄らせることはできないぞ」

　ルドルフに叱られたアルフォンスが、慌ててエーリカの機嫌を取り始める。それを微笑ましく見つめ、ニーナは夫に問いかけた。

「……お姉さま、子どもたちが来てくれて喜んでいるかしら」

「ああ。それに君のことも、きっと安産になるように守ってくれるに違いない」

　熱を孕んだ風が吹き抜け、ニーナは眩しい日差しに目を細める。

　姉の夫と恋に落ち、彼の伴侶となって、数年が過ぎた。目の前にいる子どもたちはときおり喧嘩をするが仲が良く、幼い日のエルヴィーネと自分を彷彿とさせる。

　アルフォンスは母親譲りの栗色の髪で、目元がニーナによく似ていた。だがエーリカは髪色がルドルフ、顔立ちはなぜか亡きエルヴィーネにそっくりだ。ニーナとは半分しか血が繋がっていなかったはずなのに、不思議なこともあるものだとよく夫婦で話している。

（エーリカを見ていると、昔のお姉さまを思い出して心が和む。血の繋がりって、すごく不思議ね……）

　ニーナは微笑み、二人に明るく声をかける。

「さあ、お昼ご飯にしましょう。今日はエッダが外にテーブルを用意してくれていますよ」

「わあ、やったー」

　アルフォンスとエーリカが歓声を上げ、手を繋いで駆け出していく。

　それをゆっくりと追いかけながら、ニーナは隣に寄り添う夫をじっと見上げた。三十代になった彼はますます男ぶりが増し、端正な顔立ちに年齢相応の落ち着きが備わっている。

　微笑んだルドルフがふいに口づけてきて、冗談めかして言った。

「……君は本当に、口づけを誘うのが上手くなった」

「わたしは何もしておりません。ルドルフさまが、したくてなさっているんでしょう？」

「違いない」

　ルドルフが楽しそうに笑い、ニーナは幸せな気持ちを噛みしめる。

　──夫である彼に、今も恋をしている。きっと何年経っても、この気持ちは変わらないだろう。

　再び降ってきた口づけに、思わず笑みがこぼれる。白いレースの日傘の下で、ニーナはそっと目を閉じた。








ためらいの蜜月


秘め事は背徳の香り
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